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 調査の概要 

 調査の目的 

本調査は久留米市内のヤングケアラーに関する実態を把握し、その解決に必要な支援策を検

討することを目的としている。 

 

 調査設計及び回収結果 

調査の種類 

・ 

調査対象 

①児童生徒アンケート調査（小学生）： 

 市内小学校・特別学校小学部に在籍する６年生        2,919名 

②児童生徒アンケート調査（中高生）： 

 市内中学校・特別支援学校中学部に在籍する２年生      2,932名 

 市内高等学校等・特別支援学校高等部に在籍する２年生    2,709名 

③学校アンケート調査： 

 市内小学校・中学校・高等学校等・特別支援学校         82校 

④関係機関ヒアリング調査： 

ヤングケアラー関係機関及び学校                10団体 

調査方法 

①②児童生徒アンケート調査： 

・各学校を通じて児童生徒向け、保護者向けの調査依頼文を配布し、児童生徒

本人が回答 

・紙の調査票への記入方式と WEBアンケートフォームでの回答方式を併用 

③学校アンケート調査： 

・各学校へ調査依頼文を配布し、各学校の担当者が回答 

・WEBアンケートフォームでの回答方式 

④関係機関ヒアリング調査： 

・各関係機関及び学校にヒアリングシートを事前配布、回収 

・各機関別に個別ヒアリング（面談） 

調査項目 
アンケート調査①～③については、国が令和２・３年度に実施したヤングケア

ラー関連調査の調査項目を基本としつつ、本市独自項目の追加等を行った 

回収数 
 

※カッコ内 

有効回収率 

①児童生徒アンケート調査（小学生）       ： 841人（28.8％） 

②児童生徒アンケート調査（中高生） 

 中学生                    ： 524人（17.9％） 

 高校生                    ： 333人（12.3％） 

 学年不明（無回答）              ：   1人 

③学校アンケート調査              ： 75校（91.5％） 

④関係機関ヒアリング調査            ：10団体（100.0％） 

実施期間 

①児童生徒アンケート調査（小学生） ：令和5年11月 7日～令和5年11月24日 

②児童生徒アンケート調査（中高生） ：令和5年11月 7日～令和5年11月24日 

③学校アンケート調査        ：令和5年10月10日～令和5年11月 6日 

④関係機関ヒアリング調査      ：令和5年11月28日～令和5年12月14日 

※高等専門学校学生は「児童生徒アンケート調査（中高生）」に含む 
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 調査結果の見方 

 回答は、原則として各質問の調査数を基数（ｎ）とした百分率（％）で表し、小数第２位を

四捨五入している。このため、百分率の合計が100％にならない場合がある。また、２つ以

上の回答ができる複数回答の質問では、回答比率の合計が100％を超える場合がある。 

 クロス集計表の表側に使用している「学年別」「性別」等の基本属性では、副問（サブクエス

チョン）等の回答者が限定される質問もあるため、図表中の表側項目の調査数を合計しても、

必ずしも調査の有効回収数にならない場合がある。 

 属性別の分析等において、基数（調査数）が少ないものについては、その結果は参考程度に

留め、分析コメントを省略する場合がある。 

 本文または図表中の質問文及び回答選択肢については、コンピュータ入力の都合上、省略し

て表記している場合があるため、詳細は「参考資料 調査票」を参照のこと。 

 居住地の分類は以下のとおりである。 

居住地名 該当する地区 

東部 山川・山本・草野・善道寺・大橋・船越・水縄・田主丸・水分・竹野・川会・柴刈 

西部 安武・荒木・大善寺・城島（下田・浮島など）・江上・青木・西牟田・犬塚・三潴 

南部 南・上津・高良内・青峰・津福 

北部 小森野・御井・合川・宮ノ陣・弓削・北野・大城・金島 

中央 西国分・荘島・日吉・篠山・京町・南薫・鳥飼・長門石・金丸・東国分 
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 調査結果（小学生） 

 回答者の属性 

（１） 学校種別 

図表ー１  学校種別 

 

 
 

 

 

 

（２） 性別 

図表ー２  性別 

 

 
 

 

 

 

（３） 居住地 

図表ー３  居住地 

 

 
 

 

 

 

  

全体(n=841) 94.6 3.6

0.8 0.1

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市立 国立 特別支援学校 聴覚特別支援学校 無回答

全体(n=841) 48.3 49.9

0.2 1.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子 女子 その他 答えない 無回答

全体(n=841) 14.4 24.0 15.9 15.9 28.3 0.7 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部 西部 南部 北部 中央 その他（久留米市外など） 無回答
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（４） 同居家族 

図表ー４  同居家族 

 

 
 

 

 

 

（５） 家族構成 

図表ー５  家族構成 

 

 
 

 

 

 

  

お母さん

お父さん

兄・姉

弟・妹

おばあさん

おじいさん

その他

  無回答

98.0

85.3

52.6

50.9

14.9

10.0

2.0

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=841)

全体(n=841) 11.3 71.3 16.4 0.5 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり親家庭 二世代世帯（ふたり親家庭）

三世代以上の世帯 その他

無回答
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 健康状態 

 

 

健康状態について聞いたところ、「よい」（70.9％）の割合が最も高く、次いで「ふつう」（14.3％）、

「まあよい」（13.2％）となっている。また、「よくない」の割合は0.0％となっている。 

 性別にみると、女子の方が男子と比べて「よい」（73.6％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「よい」（65.2％）の割合が低くなってい

る。 

 

 

図表ー６  健康状態 

 

 
 

 

図表ー７  性別、家族の世話別 健康状態 

 
  

全体(n=841) 70.9 13.2 14.3 1.3

0.0 

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

単位：％

　
調
査
数

よ
い

ま
あ
よ
い

ふ
つ
う

あ
ま
り
よ
く
な
い

よ
く
な
い

無
回
答

841 70.9 13.2 14.3 1.3 - 0.4

男子 406 68.5 17.2 12.8 1.2 - 0.2

女子 420 73.6 9.0 16.0 1.4 - -

その他 2 50.0 50.0 - - - -

答えない 10 70.0 20.0 10.0 - - -

無回答 3 33.3 - - - - 66.7

している 66 65.2 18.2 15.2 1.5 - -

していない 755 71.4 12.7 14.3 1.3 - 0.3

無回答 20 70.0 15.0 10.0 - - 5.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

問５ あなたの健康状態について教えてください。 
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 欠席状況 

 

 

欠席状況について聞いたところ、「ほとんど欠席しない」（87.8％）の割合が最も高く、次いで「た

まに欠席する」（9.4％）、「よく欠席する」（2.3％）となっている。 

 性別にみると、男子の方が女子と比べて欠席する傾向にある。 

 家族構成別にみると、「ほとんど欠席しない」の割合は二世代世帯（ふたり親家庭）（89.7％）が

最も高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が欠席しない傾向にある。 

 

 

図表ー８  欠席状況 

 

 
 

 

図表ー９  性別、家族構成、家族の世話別 欠席状況 

 
  

全体(n=841) 87.8 9.4 2.3 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
と
ん
ど
欠
席
し
な
い

た
ま
に
欠
席
す
る

よ
く
欠
席
す
る

無
回
答

841 87.8 9.4 2.3 0.6

男子 406 86.0 10.6 2.5 1.0

女子 420 90.5 7.6 1.9 -

その他 2 - 100.0 - -

答えない 10 70.0 20.0 10.0 -

無回答 3 66.7 - - 33.3

ひとり親家庭 95 83.2 10.5 6.3 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 89.7 8.0 1.7 0.7

三世代以上の世帯 138 84.8 13.8 1.4 -

その他 4 75.0 25.0 - -

無回答 4 25.0 25.0 25.0 25.0

している 66 90.9 7.6 1.5 -

していない 755 87.9 9.4 2.4 0.3

無回答 20 70.0 15.0 - 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

問6（１） あなたは学校を欠席することがありますか（病気の場合を除く）。 



第２章 調査結果（小学生） 

 

7 

 

 遅刻・早退状況 

 

 

遅刻・早退状況について聞いたところ、「ほとんどしない」（89.3％）の割合が最も高く、次いで

「たまにする」（8.0％）、「よくする」（1.9％）となっている。 

 性別にみると、男子の方が女子と比べて遅刻・早退をする傾向にある。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「ほとんどしない」（83.2％）の割合が低くなってい

る。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が遅刻・早退をする傾向にある。 

 

 

図表ー１０  遅刻・早退状況 

 

 
 

 

図表ー１１  性別、家族構成、家族の世話別 遅刻・早退状況 

 
  

全体(n=841) 89.3 8.0 1.9 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
と
ん
ど
し
な
い

た
ま
に
す
る

よ
く
す
る

無
回
答

841 89.3 8.0 1.9 0.8

男子 406 87.9 9.1 2.2 0.7

女子 420 91.2 6.4 1.7 0.7

その他 2 50.0 50.0 - -

答えない 10 80.0 20.0 - -

無回答 3 66.7 - - 33.3

ひとり親家庭 95 83.2 11.6 5.3 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 91.0 6.7 1.3 1.0

三世代以上の世帯 138 87.7 10.1 2.2 -

その他 4 100.0 - - -

無回答 4 25.0 50.0 - 25.0

している 66 86.4 10.6 3.0 -

していない 755 90.1 7.5 1.9 0.5

無回答 20 70.0 15.0 - 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

問6(2) あなたは学校を遅刻や早退することがありますか（病気の場合を除く）。 
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 学校外の活動の参加状況 

 

 

 学校外の活動の参加状況について聞いたところ、「はい」が76.3％、「いいえ」が23.1％となって

いる。 

 家族構成別にみると、二世代世帯（ふたり親家庭）において「はい」（79.7％）の割合が高くなっ

ている。 

 自身の権利別にみると、守られている人の方が「はい」（77.8％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、世話をしている人の方が「いいえ」（25.8％）の割合が高くなっている。 

 性別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー１２  学校外の活動の参加状況 

 

 
 

 

図表ー１３  性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 学校外の活動の参加状況 

  

全体(n=841) 76.3 23.1 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

単位：％

　
調
査
数

は
い

い
い
え

無
回
答

841 76.3 23.1 0.6

男子 406 77.8 21.7 0.5

女子 420 75.0 24.5 0.5

その他 2 100.0 - -

答えない 10 70.0 30.0 -

無回答 3 66.7 - 33.3

ひとり親家庭 95 67.4 31.6 1.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 79.7 20.0 0.3

三世代以上の世帯 138 71.7 27.5 0.7

その他 4 - 100.0 -

無回答 4 25.0 50.0 25.0

守られている 679 77.8 21.6 0.6

だいたい守られている 128 68.8 31.3 -

あまり守られていない 4 100.0 - -

守られていない - - - -

わからない 18 66.7 33.3 -

無回答 12 83.3 8.3 8.3

している 66 74.2 25.8 -

していない 755 77.0 22.8 0.3

無回答 20 60.0 25.0 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問7 放課後、習い事をしていますか。 
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 学校生活であてはまるもの 

 

 

学校生活であてはまるものについて聞いたところ、「特にない」（67.1％）の割合が最も高くなっ

ている。「特にない」を除くと、「持ち物の忘れ物が多い」（14.4％）、「提出物を出すのが遅れること

が多い」（11.5％）、「宿題ができていないことが多い」（8.2％）の順となっている。 

 

 

図表ー１４  学校生活であてはまるもの 

 

 
 

  

持ち物の忘れ物が多い

提出物を出すのが
遅れることが多い

宿題ができていないことが多い

授業中に寝てしまうことが多い

学校では一人で
過ごすことが多い

友達と遊んだり、おしゃべり
したりする時間が少ない

習い事を休むことが多い

保健室で過ごすことが多い

家のことが気になって
落ち着けないことが多い

修学旅行などの
宿泊行事を欠席する

特にない

無回答

14.4

11.5

8.2

5.2

4.2

3.7

2.1

1.8

1.4

0.4

67.1

3.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=841)

問８ ふだんの学校生活などにおいて、以下の中であてはまるものはありますか。 
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 学校生活であてはまるものについて性別にみると、女子の方が男子と比べて「特にない」（74.0％）

の割合が高くなっている。また、男子では「宿題ができていないことが多い」（10.8％）、「持ち物の

忘れ物が多い」（19.2％）、「提出物を出すのが遅れることが多い」（17.2％）の割合が高くなってい

る。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「特にない」（52.6％）の割合が低くなっている。ま

た、ひとり親家庭では「宿題ができていないことが多い」（17.9％）、「持ち物の忘れ物が多い」

（22.1％）、「提出物を出すのが遅れることが多い」（21.1％）の割合が高くなっているが、その他に

「家のことが気になって落ち着けないことが多い」（7.4％）の割合も高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「特にない」（60.6％）の割合が低くなっ

ている。また、家族の世話をしている人では「宿題ができていないことが多い」（15.2％）、「持ち物

の忘れ物が多い」（19.7％）、「提出物を出すのが遅れることが多い」（16.7％）の割合が高くなって

いるが、その他に「授業中に寝てしまうことが多い」（9.1％）の割合も高くなっている。 

 

 

図表ー１５  性別、家族構成、家族の世話別 学校生活であてはまるもの 

 
  

単位：％

　
調
査
数

授
業
中
に
寝
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い

宿
題
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

習
い
事
を
休
む
こ
と
が
多
い

提
出
物
を
出
す
の
が
遅
れ
る
こ

と
が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事
を

欠
席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

学
校
で
は
一
人
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い

友
達
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い

家
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
落
ち

着
け
な
い
こ
と
が
多
い

特
に
な
い

無
回
答

841 5.2 8.2 14.4 2.1 11.5 0.4 1.8 4.2 3.7 1.4 67.1 3.3

男子 406 5.2 10.8 19.2 2.7 17.2 0.5 1.0 2.7 3.7 1.0 59.9 3.2

女子 420 5.5 5.7 10.0 1.7 6.0 0.2 2.4 5.5 3.8 1.9 74.0 3.3

その他 2 - 50.0 50.0 - - - 50.0 - - - 50.0 -

答えない 10 - - - - 20.0 - - 10.0 - - 70.0 -

無回答 3 - - - - - - - - - - 66.7 33.3

ひとり親家庭 95 7.4 17.9 22.1 4.2 21.1 2.1 4.2 3.2 3.2 7.4 52.6 4.2

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 5.5 6.7 13.7 1.8 9.7 0.2 1.7 4.0 3.0 0.8 69.3 3.2

三世代以上の世帯 138 2.9 7.2 11.6 2.2 12.3 - 0.7 5.8 7.2 - 68.8 2.2

その他 4 - 25.0 25.0 - 25.0 - - - - - 25.0 25.0

無回答 4 - 25.0 25.0 - 25.0 - - - - - 50.0 25.0

している 66 9.1 15.2 19.7 3.0 16.7 - 3.0 6.1 4.5 3.0 60.6 -

していない 755 4.6 7.7 13.9 2.0 11.3 0.4 1.7 4.1 3.7 1.3 67.9 3.3

無回答 20 15.0 5.0 15.0 5.0 5.0 - - - - - 55.0 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成
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 悩んでいること 

 

 

悩んでいることについて聞いたところ、「特にない」（74.3％）の割合が最も高くなっている。「特

にない」を除くと、「友達のこと」（9.2％）、「学校の成績のこと」（7.4％）、「習い事のこと」（4.5％）

の順となっている。 

 

 

図表ー１６  悩んでいること 

 

 
 

  

友達のこと

学校の成績のこと

習い事のこと

家族のこと

自分のために使える
時間が少ないこと

生活や勉強に必要なお金のこと

その他

特にない

  無回答

9.2

7.4

4.5

3.2

2.4

2.1

3.2

74.3

3.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=841)

問9 あなたが悩んでいることはありますか。 
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 悩んでいることについて性別にみると、男子の方が女子と比べて「特にない」（76.6％）の割合が

高くなっている。また、女子では「友達のこと」（13.3％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「特にない」（67.4％）の割合が低くなっている。ま

た、ひとり親家庭では「学校の成績のこと」（13.7％）、「家族のこと」（8.4％）、「生活や勉強に必要

なお金のこと」（6.3％）の割合が高くなっている。 

 自身の権利別にみると、守られている人において「特にない」（78.9％）の割合が高くなってい

る。また、だいたい守られている人では「特にない」を除くすべての項目において守られている人

よりも割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「特にない」（51.5％）の割合が低くなっ

ている。また、家族の世話をしている人では「特にない」を除くすべての項目において家族の世話

をしていない人よりも割合が高くなっており、特に「友達のこと」（18.2％）、「学校の成績のこと」

（15.2％）、「家族のこと」（9.1％）の割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１７  性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 悩んでいること 

 
  

単位：％

　
調
査
数

友
達
の
こ
と

学
校
の
成
績
の
こ
と

習
い
事
の
こ
と

家
族
の
こ
と

生
活
や
勉
強
に
必
要
な
お
金
の

こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間
が

少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

841 9.2 7.4 4.5 3.2 2.1 2.4 3.2 74.3 3.3

男子 406 4.9 6.4 4.2 2.5 3.2 2.5 3.4 76.6 4.7

女子 420 13.3 8.1 5.0 4.0 1.2 2.4 3.1 72.1 1.7

その他 2 - - - - - - - 50.0 50.0

答えない 10 10.0 20.0 - - - - - 80.0 -

無回答 3 - - - - - - - 66.7 33.3

ひとり親家庭 95 11.6 13.7 3.2 8.4 6.3 3.2 5.3 67.4 4.2

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 8.5 5.8 5.0 2.3 1.3 1.3 3.5 76.0 3.2

三世代以上の世帯 138 10.9 9.4 3.6 2.9 2.2 6.5 0.7 72.5 2.2

その他 4 - 25.0 - 25.0 25.0 - - 50.0 25.0

無回答 4 - - - - - - - 75.0 25.0

守られている 679 7.4 6.2 3.5 1.6 1.6 1.6 2.5 78.9 2.8

だいたい守られている 128 13.3 12.5 7.0 7.8 3.9 3.9 6.3 57.8 4.7

あまり守られていない 4 25.0 - - - 25.0 25.0 - 50.0 -

守られていない - - - - - - - - - -

わからない 18 38.9 16.7 22.2 33.3 5.6 11.1 11.1 44.4 -

無回答 12 16.7 8.3 8.3 - - 8.3 - 41.7 25.0

している 66 18.2 15.2 6.1 9.1 4.5 4.5 7.6 51.5 4.5

していない 755 8.3 6.8 4.2 2.4 2.0 2.1 2.9 76.6 2.9

無回答 20 10.0 5.0 10.0 15.0 - 5.0 - 65.0 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利
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 悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 

 

 悩んでいることがあると回答した人に、悩みについて話を聞いてくれる人がいるかについて聞い

たところ、「いる」が71.8％、「いない」が3.2％、「話はしたくない」が22.3％となっている。 

性別にみると、男子の方が「いる」（76.3％）の割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１８  悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 

 
 

 

図表ー１９  性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 

悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 
  

全体(n=188) 71.8 3.2 22.3 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 話はしたくない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

話
は
し
た
く
な
い

無
回
答

188 71.8 3.2 22.3 2.7

男子 76 76.3 1.3 21.1 1.3

女子 110 69.1 4.5 22.7 3.6

その他 - - - - -

答えない 2 50.0 - 50.0 -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 27 51.9 3.7 44.4 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 125 76.8 1.6 18.4 3.2

三世代以上の世帯 35 68.6 8.6 20.0 2.9

その他 1 100.0 - - -

無回答 - - - - -

守られている 124 79.0 0.8 17.7 2.4

だいたい守られている 48 64.6 6.3 27.1 2.1

あまり守られていない 2 50.0 50.0 - -

守られていない - - - - -

わからない 10 20.0 - 70.0 10.0

無回答 4 75.0 25.0 - -

している 29 65.5 - 24.1 10.3

していない 155 73.5 3.9 21.3 1.3

無回答 4 50.0 - 50.0 -

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問10 問9で答えた悩みについて、話を聞いてくれる人はいますか。 
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 世話をしている家族の有無 

 

 

 

世話をしている家族の有無について聞いたところ、「いる」が7.8％、「いない」が89.8％となって

いる。 

家族構成別にみると、ひとり親家庭において「いる」（13.7％）の割合が高くなっている。 

性別、居住地、自身の権利別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー２０  世話をしている家族の有無 

 

 
 

図表ー２１  性別、居住地、家族構成、自身の権利別 世話をしている家族の有無 

  

全体(n=841) 7.8 89.8 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

無
回
答

841 7.8 89.8 2.4

男子 406 7.6 90.9 1.5

女子 420 8.1 88.8 3.1

その他 2 - 100.0 -

答えない 10 10.0 90.0 -

無回答 3 - 66.7 33.3

東部 121 9.1 90.1 0.8

西部 202 6.9 92.1 1.0

南部 134 7.5 88.1 4.5

北部 134 9.0 88.1 3.0

中央 238 7.6 89.9 2.5

その他（久留米市外など） 6 16.7 83.3 -

無回答 6 - 83.3 16.7

ひとり親家庭 95 13.7 83.2 3.2

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 7.3 90.8 1.8

三世代以上の世帯 138 5.8 90.6 3.6

その他 4 - 100.0 -

無回答 4 25.0 50.0 25.0

守られている 679 6.8 91.0 2.2

だいたい守られている 128 9.4 88.3 2.3

あまり守られていない 4 25.0 75.0 -

守られていない - - - -

わからない 18 22.2 77.8 -

無回答 12 25.0 58.3 16.7

  全  体

性
別

居
住
地

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問11 家族の中にあなたがお世話をしている人はいますか（ここで「お世話」とは、普通大人がして

いるような家事や家族のお世話のことを指します）。 
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 誰の世話をしているか 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、誰の世話をしているかについて聞いたところ、「きょう

だい」（65.2％）、「お母さん」（30.3％）、「お父さん」（10.6％）の順となっている。 

 

 

図表ー２２  誰の世話をしているか 

 

 
 

 

図表ー２３  性別、家族構成別 誰の世話をしているか 

 
  

きょうだい

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

その他

  無回答

65.2

30.3

10.6

4.5

1.5

3.0

10.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

お
じ
い
さ
ん

き
ょ
う
だ
い

そ
の
他

無
回
答

66 30.3 10.6 4.5 1.5 65.2 3.0 10.6

男子 31 25.8 12.9 9.7 3.2 54.8 3.2 19.4

女子 34 35.3 8.8 - - 73.5 2.9 2.9

その他 - - - - - - - -

答えない 1 - - - - 100.0 - -

無回答 - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 53.8 - - - 61.5 7.7 7.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 27.3 13.6 2.3 - 65.9 - 13.6

三世代以上の世帯 8 12.5 12.5 25.0 12.5 62.5 12.5 -

その他 - - - - - - - -

無回答 1 - - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問12（１） あなたは誰のお世話をしていますか。 
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 母親・父親の状態 

 

 

母親・父親の世話をしていると回答した人に、母親・父親の状態について聞いたところ、「仕事が

忙しく、つかれている」（40.9％）、「こころの病気（うつ病など）」（13.6％）、「知的障害」（9.1％）

の順となっている。 

 

 

図表ー２４  母親・父親の状態 

 

 
 

  

仕事が忙しく、つかれている

こころの病気（うつ病など）

知的障害

高齢（６５歳以上）

身体障害

日本語が苦手

介護（食事や身の回りの
世話）が必要

認知症

お酒やギャンブルで困っている

精神科、依存症以外の病気

お母さんが妊娠中・
乳幼児がいる

その他

わからない

  無回答

40.9

13.6

9.1

4.5

4.5

4.5

-

-

-

-

-

4.5

4.5

31.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=22)

問12（２）① お母さん、お父さんはどのような状態ですか。 



第２章 調査結果（小学生） 

 

17 

 

 祖母・祖父の状態 

 

 

祖母・祖父の世話をしていると回答した人に、祖母・祖父の状態について聞いたところ、「高齢

（６５歳以上）」（50.0％）が最も高くなっている。 

 

 

図表ー２５  祖母・祖父の状態 

 

 
 

  

高齢（６５歳以上）

介護（食事や身の回りの
世話）が必要

認知症

身体障害

知的障害

こころの病気（うつ病など）

お酒やギャンブルで困っている

精神科、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

  無回答

50.0

25.0

25.0

-

-

-

-

-

-

-

-

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=4)

問12（２）② おばあさん、おじいさんはどのような状態ですか。 
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 きょうだいの状態 

 

 

きょうだいの世話をしていると回答した人に、きょうだいの状態について聞いたところ、「幼い」

（69.8％）が最も高くなっている。 

 

 

図表ー２６  きょうだいの状態 

 

 
 

  

幼い

知的障害

介護（食事や身の回りの
お世話）が必要

身体障害

病気

日本語が苦手

その他

わからない

  無回答

69.8

4.7

2.3

-

-

-

7.0

16.3

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=43)

問12（２）③ きょうだいはどのような状態ですか。 
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 世話の内容 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話の内容について聞いたところ、「見守り」（36.4％）、

「きょうだいのお世話や送り迎え」（25.8％）、「家事（食事の準備や掃除、洗たく）」（24.2％）の順

となっている。 

 

図表ー２７  世話の内容 

 

 
 

 

図表ー２８  性別、家族構成別 世話の内容 

  

見守り

きょうだいのお世話や送り迎え

家事（食事の準備や
掃除、洗濯）

買い物や散歩に一緒に行く

入浴やトイレのお世話

話を聞く

通訳（日本語や手話など）

お金の管理

薬の管理

病院へ一緒に行く

その他

  無回答

36.4

25.8

24.2

18.2

13.6

13.6

1.5

1.5

1.5

-

3.0

22.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃
除
、

洗
濯
）

き
ょ
う
だ
い
の
お
世
話
や
送
り

迎
え

入
浴
や
ト
イ
レ
の
お
世
話

買
い
物
や
散
歩
に
一
緒
に
行
く

病
院
へ
一
緒
に
行
く

話
を
聞
く

見
守
り

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な
ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

66 24.2 25.8 13.6 18.2 - 13.6 36.4 1.5 1.5 1.5 3.0 22.7

男子 31 25.8 19.4 12.9 16.1 - 6.5 41.9 - 3.2 3.2 - 29.0

女子 34 23.5 29.4 14.7 17.6 - 17.6 29.4 2.9 - - 5.9 17.6

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - 100.0 - 100.0 - 100.0 100.0 - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 23.1 30.8 15.4 15.4 - 23.1 - - - 7.7 - 23.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 18.2 25.0 13.6 18.2 - 11.4 38.6 2.3 2.3 - 4.5 25.0

三世代以上の世帯 8 62.5 12.5 12.5 12.5 - 12.5 75.0 - - - - 12.5

その他 - - - - - - - - - - - - -

無回答 1 - 100.0 - 100.0 - - 100.0 - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（３） あなたはどのようなお世話をしていますか。 
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 世話を一緒にしている人 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話を一緒にしている人について聞いたところ、「お母

さん」（40.9％）、「きょうだい」（30.3％）、「お父さん」（21.2％）の順となっている。 

 

図表ー２９  世話を一緒にしている人 

 

 
 

 

図表ー３０  性別、家族構成別 世話を一緒にしている人 

 
  

お母さん

きょうだい

お父さん

おばあさん

自分のみ

おじいさん

しんせきの人

福祉サービス
（ヘルパーなど）を利用

その他

  無回答

40.9

30.3

21.2

10.6

9.1

4.5

-

-

-

40.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

お
じ
い
さ
ん

き
ょ
う
だ
い

し
ん
せ
き
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
）
を
利
用

そ
の
他

無
回
答

66 40.9 21.2 10.6 4.5 30.3 - 9.1 - - 40.9

男子 31 38.7 19.4 6.5 - 29.0 - 9.7 - - 41.9

女子 34 44.1 23.5 14.7 8.8 32.4 - 8.8 - - 38.2

その他 - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - 100.0

無回答 - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 53.8 - 7.7 - 30.8 - 7.7 - - 38.5

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 38.6 27.3 11.4 6.8 34.1 - 11.4 - - 38.6

三世代以上の世帯 8 37.5 25.0 12.5 - - - - - - 62.5

その他 - - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - 100.0 - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問１２（４） あなたはお世話を誰と一緒にしていますか。 
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 世話を始めた年齢 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話を始めた年齢について聞いたところ、「７～９歳」

（31.8％）、「１０～１２歳」（27.3％）、「６歳以下」（10.6％）の順となっている。 

 

 

図表ー３１  世話を始めた年齢 

 

 
 

 

図表ー３２  性別、家族構成別 世話を始めた年齢 

 
  

全体(n=66) 10.6 31.8 27.3 30.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６歳以下 ７～９歳 １０～１２歳 無回答

単位：％

　
調
査
数

６
歳
以
下

７
～
９
歳

１
０
～
１
２
歳

無
回
答

66 10.6 31.8 27.3 30.3

男子 31 3.2 35.5 22.6 38.7

女子 34 17.6 26.5 32.4 23.5

その他 - - - - -

答えない 1 - 100.0 - -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 13 46.2 7.7 15.4 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 2.3 36.4 29.5 31.8

三世代以上の世帯 8 - 37.5 37.5 25.0

その他 - - - - -

無回答 1 - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（５） あなたは何才からお世話をしていますか。（はっきりとわからない場合は、だいたいの

年でかまいません） 
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 世話をしている頻度 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話をしている頻度について聞いたところ、「ほぼ毎日」

（30.3％）、「週に１～２日」（21.2％）、「週に３～５日」（16.7％）の順となっている。 

 

 

図表ー３３  世話をしている頻度 

 

 
 

 

図表ー３４  性別、家族構成別 世話をしている頻度 

 
  

全体(n=66) 30.3 16.7 21.2 6.1 1.5 24.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日

１か月に数日 その他 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～
５
日

週
に
１
～
２
日

１
か
月
に
数
日

そ
の
他

無
回
答

66 30.3 16.7 21.2 6.1 1.5 24.2

男子 31 19.4 16.1 22.6 9.7 - 32.3

女子 34 41.2 17.6 17.6 2.9 2.9 17.6

その他 - - - - - - -

答えない 1 - - 100.0 - - -

無回答 - - - - - - -

ひとり親家庭 13 30.8 23.1 23.1 - - 23.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 29.5 18.2 20.5 4.5 2.3 25.0

三世代以上の世帯 8 37.5 - 25.0 12.5 - 25.0

その他 - - - - - - -

無回答 1 - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（６） あなたはどのくらいお世話をしていますか。 
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 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 平日１日あたりの世話に費やす時間について聞いたと

ころ、「３時間未満」（63.6％）、「３～７時間未満」（6.1％）、「７時間以上」（1.5％）の順となって

いる。 

 

 

図表ー３５  平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

 
 

 

図表ー３６  性別、家族構成別 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 
  

全体(n=66) 63.6 6.1 1.5 28.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

単位：％

　
調
査
数

３
時
間
未
満

３
～
７
時
間
未
満

７
時
間
以
上

無
回
答

66 63.6 6.1 1.5 28.8

男子 31 58.1 6.5 - 35.5

女子 34 67.6 5.9 2.9 23.5

その他 - - - - -

答えない 1 100.0 - - -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 13 53.8 23.1 - 23.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 65.9 - 2.3 31.8

三世代以上の世帯 8 75.0 - - 25.0

その他 - - - - -

無回答 1 - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（７） あなたは学校のある日に何時間くらいお世話をしていますか。日によって違う場合は、

この1ヶ月でいちばん長かった日の時間を教えてください。 
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 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話をしているためにやりたいけれどできないことに

ついて聞いたところ、「特にない」（56.1％）の割合が最も高くなっている。「特にない」を除くと、

「宿題など勉強する時間がない」、「友だちと遊ぶことができない」、「自分の時間が取れない」（す

べて7.6％）となっている。 

 

 

図表ー３７  世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

 
 

図表ー３８  性別、家族構成別 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

  

宿題など勉強する時間がない

友だちと遊ぶことができない

自分の時間が取れない

どうしても学校を遅刻・
早退してしまう

学校に行きたくても行けない

学校の行事や活動に
参加できない

眠る時間が足りない

習い事ができない

その他

特にない

  無回答

7.6

7.6

7.6

1.5

-

-

-

-

-

56.1

28.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早

退
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が
な

い 学
校
の
行
事
や
活
動
に
参
加
で

き
な
い

眠
る
時
間
が
足
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

66 - 1.5 7.6 - - 7.6 - 7.6 - 56.1 28.8

男子 31 - - 6.5 - - 3.2 - 6.5 - 48.4 38.7

女子 34 - 2.9 8.8 - - 11.8 - 8.8 - 61.8 20.6

その他 - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - 100.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 - 7.7 7.7 - - 15.4 - 15.4 - 53.8 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 - - 9.1 - - 6.8 - 4.5 - 54.5 29.5

三世代以上の世帯 8 - - - - - - - 12.5 - 62.5 25.0

その他 - - - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - - - - - - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1３ お世話をしていることで、以下のような経験をしたことはありますか。 
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 世話の大変さ 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話の大変さについて聞いたところ、「特に大変さは感

じていない」（57.6％）の割合が最も高く、次いで「体力の面で大変」、「気持ちの面で大変」（とも

に9.1％）となっている。 

 

 

図表ー３９  世話の大変さ 

 

 
 

 

図表ー４０  性別、家族構成別 世話の大変さ 

 
 

  

体力の面で大変

気持ちの面で大変

時間の余裕がない

特に大変さは感じていない

  無回答

9.1

9.1

3.0

57.6

27.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な
い

無
回
答

66 9.1 9.1 3.0 57.6 27.3

男子 31 6.5 3.2 - 54.8 38.7

女子 34 11.8 14.7 5.9 58.8 17.6

その他 - - - - - -

答えない 1 - - - 100.0 -

無回答 - - - - - -

ひとり親家庭 13 23.1 15.4 - 46.2 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 4.5 6.8 4.5 59.1 27.3

三世代以上の世帯 8 12.5 12.5 - 62.5 25.0

その他 - - - - - -

無回答 1 - - - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1４ お世話をすることに大変さを感じていますか。 
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 世話について相談した経験 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話について相談した経験について聞いたところ、「あ

る」が13.6％、「ない」が62.1％となっている。 

 

 

図表ー４１  世話について相談した経験 

 

 
 

 

図表ー４２  性別、家族構成別 世話について相談した経験 

 
 

  

全体(n=66) 13.6 62.1 24.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答

単位：％

　
調
査
数

あ
る

な
い

無
回
答

66 13.6 62.1 24.2

男子 31 16.1 48.4 35.5

女子 34 11.8 73.5 14.7

その他 - - - -

答えない 1 - 100.0 -

無回答 - - - -

ひとり親家庭 13 - 69.2 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 15.9 59.1 25.0

三世代以上の世帯 8 25.0 62.5 12.5

その他 - - - -

無回答 1 - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問15 あなたがお世話をしている家族のことや、お世話の悩みについて誰かに相談したことはあ

りますか。 
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 世話についての相談相手 

 

 

世話について相談した経験があると回答した人に、 世話についての相談相手について聞いたと

ころ、「家族」（88.9％）、「友だち」（44.4％）の順となっている。 

 

 

図表ー４３  性別、家族構成別 世話についての相談相手 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

家
族

し
ん
せ
き

友
だ
ち

学
校
の
先
生
（
保
健
室
の
先
生

以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

病
院
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）
上

で
の
知
り
合
い

市
役
所
の
人

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
人

そ
の
他

無
回
答

9 88.9 - 44.4 11.1 - - - - - - - - -

男子 5 100.0 - 20.0 20.0 - - - - - - - - -

女子 4 75.0 - 75.0 - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - -

答えない - - - - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 - - - - - - - - - - - - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 7 85.7 - 57.1 14.3 - - - - - - - - -

三世代以上の世帯 2 100.0 - - - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問16 問15で「1.ある」と回答した人にお聞きします。それは誰ですか。 
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 世話について相談していない理由 

 

 

世話について相談した経験がないと回答した人に、 世話について相談していない理由について

聞いたところ、「相談するほどの悩みではないから」（78.0％）の割合が最も高く、次いで「相談し

ても変わらないから」（9.8％）、「誰に相談するのがよいかわからないから」（7.3％）となっている。 

 

 

図表ー４４  世話について相談していない理由 

 

 
 

 

図表ー４５  性別、家族構成別 世話について相談していない理由 

 

相談するほどの悩み
ではないから

相談しても何も変わらないから

誰に相談するのがよいか
わからないから

家族のことを話したくないから

家族に対して嫌な思いを
持たれたくないから

相談できる人がいないから

家族から他人に相談しない
ように言われているから

その他

  無回答

78.0

9.8

7.3

4.9

4.9

2.4

-

-

7.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=41)

単位：％

　
調
査
数

相
談
す
る
ほ
ど
の
悩
み
で
は
な

い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か
ら

家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な
い

か
ら

家
族
か
ら
他
人
に
相
談
し
な
い

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

家
族
に
対
し
て
嫌
な
思
い
を
持

れ
た
く
な
い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い

か
ら

そ
の
他

無
回
答

41 78.0 7.3 2.4 4.9 - 4.9 9.8 - 7.3

男子 15 80.0 6.7 - - - - 13.3 - 13.3

女子 25 76.0 8.0 4.0 8.0 - 8.0 8.0 - 4.0

その他 - - - - - - - - - -

答えない 1 100.0 - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 9 88.9 11.1 - - - 11.1 - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 26 80.8 3.8 3.8 7.7 - 3.8 7.7 - 7.7

三世代以上の世帯 5 60.0 20.0 - - - - 20.0 - 20.0

その他 - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問17 問15で「2.ない」と回答した人にお聞きします。相談していない理由を教えてください。 
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 世話について話を聞いてくれる人の有無 

 

 

 

世話について相談した経験がないと回答した人に、 世話について話を聞いてくれる人の有無に

ついて聞いたところ、「いる」が80.5％、「いない」が9.8％となっている。 

 

 

図表ー４６  世話について話を聞いてくれる人の有無 

 

 
 

 

図表ー４７  性別、家族構成別 世話について話を聞いてくれる人の有無 

 
 

  

全体(n=41) 80.5 9.8 9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

無
回
答

41 80.5 9.8 9.8

男子 15 66.7 6.7 26.7

女子 25 88.0 12.0 -

その他 - - - -

答えない 1 100.0 - -

無回答 - - - -

ひとり親家庭 9 55.6 11.1 33.3

二世代世帯（ふたり親家庭） 26 92.3 7.7 -

三世代以上の世帯 5 80.0 - 20.0

その他 - - - -

無回答 1 - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問１８ 問１５で「２.ない」と回答した人にお聞きします。あなたがお世話している家族のこ

とや、お世話の悩みを聞いてくれる人はいますか。 
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 学校や大人にしてもらいたいこと 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、学校や大人にしてもらいたいことについて聞いたところ、

「特にない」（53.0％）の割合が最も高く、次いで「自分のことについて話を聞いてほしい」（13.6％）、

「自由に使える時間がほしい」（9.1％）となっている。 

 

 

図表ー４８   学校や大人にしてもらいたいこと 

 

 
 

  

自分のことについて
話を聞いてほしい

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい

自分が行っているお世話の
一部を誰かに代わってほしい

家族の病気や障害、お世話のこと
などについて説明してほしい

お金の面で支援してほしい

自分が行っているお世話の
すべてを誰かに代わってほしい

家族のお世話について
相談にのってほしい

その他

特にない

わからない

  無回答

13.6

9.1

9.1

3.0

3.0

3.0

1.5

-

-

53.0

1.5

18.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

問１９ 学校や周りの大人にしてもらいたいことはありますか。 
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図表ー４９  性別、家族構成別 学校や大人にしてもらいたいこと 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞

い
て
ほ
し
い

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談

に
の
っ
て
ほ
し
い

自
分
が
行
っ
て
い
る
お
世
話
の

す
べ
て
を
誰
か
に
代
わ
っ
て
ほ

し
い

自
分
が
行
っ
て
い
る
お
世
話
の

一
部
を
誰
か
に
代
わ
っ
て
ほ
し

い 家
族
の
病
気
や
障
害
、
お
世
話

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

て
ほ
し
い

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い

勉
強
を
教
え
て
ほ
し
い

お
金
の
面
で
支
援
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

66 13.6 - 1.5 3.0 3.0 9.1 9.1 3.0 - 53.0 1.5 18.2

男子 31 16.1 - 3.2 - 3.2 12.9 12.9 3.2 - 41.9 - 29.0

女子 34 11.8 - - 5.9 2.9 5.9 5.9 2.9 - 61.8 2.9 8.8

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - 100.0 - -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 7.7 - - 15.4 7.7 15.4 15.4 7.7 - 38.5 - 15.4

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 18.2 - - - - 6.8 6.8 2.3 - 54.5 2.3 20.5

三世代以上の世帯 8 - - 12.5 - 12.5 12.5 12.5 - - 62.5 - 12.5

その他 - - - - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - - - - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成
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 希望する相談方法 

 

 

 

 

前問で「自分のことについて話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほしい」

と回答した人に、希望する相談方法について聞いたところ、「直接会って」と「電話」（ともに44.4％）

の割合が最も高くなっている。 

 

 

図表ー５０  希望する相談方法 

 

 
 

 

図表ー５１  性別、家族構成別 希望する相談方法 

 
 

  

直接会って

電話

ＳＮＳ
（ＬＩＮＥなど）

電子メール

その他

  無回答

44.4

44.4

22.2

11.1

-

-

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=9)

単位：％

　
調
査
数

直
接
会
っ
て

電
話

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）

電
子
メ
ー
ル

そ
の
他

無
回
答

9 44.4 44.4 22.2 11.1 - -

男子 5 40.0 60.0 20.0 - - -

女子 4 50.0 25.0 25.0 25.0 - -

その他 - - - - - - -

答えない - - - - - - -

無回答 - - - - - - -

ひとり親家庭 1 - 100.0 - - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 8 50.0 37.5 25.0 12.5 - -

三世代以上の世帯 - - - - - - -

その他 - - - - - - -

無回答 - - - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問２０ 問１９で「１.自分のことについて話を聞いてほしい」または「２.家族のお世話につ

いて相談にのってほしい」と答えた人にお聞きします。どのような方法で話を聞いた

り相談にのったりしてほしいですか。 
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 自身の権利が守られていると思うか 

 

 

 

自身の権利が守られていると思うかについて聞いたところ、「守られている」（80.7％）の割合が

最も高く、次いで「だいたい守られている」（15.2％）となっている。 

 

 

図表ー５２  自身の権利が守られていると思うか 

 

 
 

  

全体(n=841) 80.7 15.2 0.5

0.0 

2.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない わからない 無回答

問２１ 子どもの権利についての文章を読んでお答えください。あなたは、自分の権利が守ら

れていると思いますか。 



第２章 調査結果（小学生） 

 

34 

 

自身の権利が守られていると思うかについて性別にみると、「守られている」の割合は女子

（85.2％）の方が高く、男子は「だいたい守られている」（19.0％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「守られている」（74.7％）の割合が低くなってい

る。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「守られている」（69.7％）の割合が低く

なっている。 

居住地別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー５３  性別、居住地、家族構成、家族の世話別 自身の権利が守られていると思うか 

  

単位：％

　
調
査
数

守
ら
れ
て
い
る

だ
い
た
い
守
ら
れ
て
い
る

あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い

守
ら
れ
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

841 80.7 15.2 0.5 - 2.1 1.4

男子 406 76.1 19.0 0.7 - 2.0 2.2

女子 420 85.2 11.9 0.2 - 2.1 0.5

その他 2 - 50.0 - - 50.0 -

答えない 10 100.0 - - - - -

無回答 3 66.7 - - - - 33.3

東部 121 79.3 14.0 - - 5.0 1.7

西部 202 82.7 15.8 - - 0.5 1.0

南部 134 80.6 15.7 - - 2.2 1.5

北部 134 82.1 14.2 2.2 - 0.7 0.7

中央 238 80.3 15.1 0.4 - 2.5 1.7

その他（久留米市外など） 6 83.3 16.7 - - - -

無回答 6 33.3 33.3 - - 16.7 16.7

ひとり親家庭 95 74.7 22.1 1.1 - 2.1 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 81.8 14.8 0.5 - 1.5 1.3

三世代以上の世帯 138 80.4 12.3 - - 5.1 2.2

その他 4 75.0 25.0 - - - -

無回答 4 75.0 - - - - 25.0

している 66 69.7 18.2 1.5 - 6.1 4.5

していない 755 81.9 15.0 0.4 - 1.9 0.9

無回答 20 75.0 15.0 - - - 10.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

居
住
地

家
族
構
成
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 自由意見 

 

 

 

家族の世話をしている子どものために必要だと思うことや学校や周りの大人にしてもらいたい 

ことについての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー５４  自由意見 

 

※全回答ではなく、一部回答を抜粋して掲載 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
家族の世話をしている子どものために必要だと思うこと 性別 家族の世話 

障害をもつ子供に対しての学校、家庭での理解、認知度を上げる取組みをもっと増やして、

社会全体での困っている子供達が実際にいて、困って生活を送っているという現実を知っ

てほしい 

女子 している 

家族の事やなやんでいる事はないかアンケート等をとってみるとよいと思う(各学校で)。 

言葉では相談しにくかったり、私のようにだれに相談すればいいのかが分からない人がい

るかもしれないから。 

女子 している 

助けてと言える環境。助けを求められたらすぐに対応できるシステム。自分で助けてと声を

あげられる子どもは多くないと思う。自由に電話が使えない環境（家の電話を置いていな

い）なので、電話以外で、ＳＯＳが出せる環境づくり。 

女子 していない 

お世話をしている子がせきにんやいろんなことをためこまないでほしいと思っています。

さいきんいじめなどがよくあるので、それがちょっと気になっています。お世話をしている

子の時間があまりないなら、もうちょっと増やしてほしいと思っています。 

女子 していない 

補助金や、支えん 女子 していない 

援助を送る生活に必要なもの 心とかのことでなやんでいる人が、けいたいとかを使って

りれきを残したくなかったり、けいたいを持ってなかったりして、電話とかライン以外の手

紙で相談できるような仕組み。 

女子 していない 

家族のお世話をしている子に、十分に休憩する時間や、手伝う人等が必要だと思う。 女子 していない 

困っているということをすぐに伝えられる場所があったらいいと思います。子どもが家族

のお世話をすることが必要で学校にいけないことがあったとしても、その子がそうするこ

とが当然なのだと思ってしまったり、家族だから仕方ないと思っている場合もあるかもし

れないから、声をあげて周りの大人に手助けを求めて良いのだということをまずみんなが

知るべきだと思います。 

女子 していない 

お世話しないよう、大人にまかせられるようにすることが必要だと思う。相だんだけでもで

きる時間を親が作り、自由に発言できる大きな場所があるとよいと思う。自由なおもいどお

りに動ける時間が必要で、そのためにまかせられる人、場所などがいると思う。 

男子 していない 

こうれい者の人をかいごしてくれる人のように、ヘルパーさんをやとえるようにしたらよ

い。 
男子 していない 

お世話を無料で行っている団体など、すぐに普通に相談できる体制をいち早く！ 男子 していない 

 

  

問２２ 家族のお世話をしている子どものために、必要だと思うことや、こうしてほしいと思

うこと、他にも困っていることがあれば自由に書いてください。 
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学校や周りの大人にしてもらいたいこと 性別 家族の世話 

どんな方法でもいいので、大人の人々に「子どもの権利」についてもう一度学んでほしい。 女子 している 

このような事について考える授業をもっとしてほしい(人権やお世話のことなど)。 女子 している 

家族のお世話をしている人は家族のことに精いっぱいで、たよれる人が少なかったり、これ

は家族のことだから自分がしっかりしないといけないと思いこんでいたりする人が多いん

じゃないかなあと思うので、周りには、自分が困っている時には、助けてくれる人がいると

いうことを知ってもらう必要があると思う。 

女子 無回答 

そういう人は，自分の好きな習い事だったり友だちと遊ぶといったことが周りの人よりも

出来なくて、でも周りの人が助けてくれなかったりして 1 人で抱え込んで 1 人だけ苦しい

思いをしているから周りに 1 人で困っている人がいたらその人の話を聞いてあげてどうし

たら良いかを一緒に考えたら 1 人で苦しんでいた人も少しは楽になれるし、自分にもちゃ

んと一緒に悩んでくれる仲間がいるんだと安心できると思いました。だから自分の周りに

困った人がいたら話を聞いて、聞くだけじゃなくて一緒に悩んで欲しいです。友達だけじゃ

なくて先生とか、近所のひとも一緒に悩んで欲しいです。 

女子 していない 

家族のお世話をしている子どものためにこそ、税金を使って欲しい。家の中の事は、なかな

か相談しずらい状況で、相談できる環境、家事代行サービス、勉強できる環境、進学の資金

が必要だと思います。 

女子 していない 

異変を感じた大人が声をかけたり、頼れる公共機関を知ってもらえるよう呼びかけていく。 男子 していない 

オンラインやリモートでの勉強 男子 していない 

支援が必要な家庭に市や行政が家族の許可がなくともなぜ入ってあげられないのかと思う。

支援が必要な子は周りへの頼り方がわからないと思う。不登校に関しても、母子登校してい

る家庭への協力をすべきだと思う。 

答えない していない 

自身の気持ちや困っている状況について 性別 家族の世話 

自由の時間がほしいです。自由の時間がないとゆうがにできないから。 女子 している 

もうちょっと他の時間を減らして、赤ちゃんのための時間を増やしたい。 男子 している 

その他意見 性別 家族の世話 

子供がお世話する立場にいては行けないと思う。大人がお世話することが必要だと思う。 女子 していない 

 

 

 

 



第３章 調査結果（中高生） 

 

37 

 調査結果（中高生） 

 回答者の属性 

（１） 学年 

図表ー５５  学年 

 

 
 

 

（２） 学校種別 

図表ー５６  学校種別 

 

 
 

 

（３） 課程（高校生のみ） 

図表ー５７  課程 

 

 
 

 

（４） 性別 

図表ー５８  性別 

 

 
 

 

全体(n=858) 61.1 38.8 0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学２年 高校２年 無回答

全体(n=858) 74.8 5.4 16.0 1.0

0.1

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公立 国立 私立 特別支援学校 聴覚特別支援学校 無回答

全体(n=333) 87.7 2.4 8.7

0.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全日制 定時制 通信制 その他 無回答

全体(n=858) 39.7 57.5 0.5

1.9

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 その他 答えない 無回答
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（５） 居住地 

図表ー５９  居住地 

 

 
 

 

（６） 同居家族 

図表ー６０  同居家族 

 

 
 

 

 

 

（７） 家族構成 

図表ー６１  家族構成 

 

 
 

  

全体(n=858) 12.9 14.8 19.2 15.0 22.4 13.5 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部 西部 南部 北部 中央 その他（久留米市外など） 無回答

母親

父親

弟・妹

兄・姉

祖母

祖父

その他

無回答

96.2

79.5

53.3

42.8

18.4

10.8

3.5

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=858)

全体(n=858) 15.0 62.8 20.0 1.4 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり親家庭 二世代世帯（ふたり親家庭）

三世帯以上の世帯 その他

無回答
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 健康状態 

 

 

健康状態について聞いたところ、「よい」（56.2％）の割合が最も高く、次いで「ふつう」（18.4％）、

「まあよい」（17.6％）となっている。 

学年別にみると、中学２年生の方が「よい」（57.3％）、「まあよい」（18.5％）の割合が高い傾向

にある。 

 性別にみると、男性の方が女性と比べて「よい」（65.4％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「よい」（40.4％）の割合が低くなってい

る。 

 

 

図表ー６２  健康状態 

 

 
 

 

図表ー６３  学年、性別、家族の世話別 健康状態 

 
  

全体(n=858) 56.2 17.6 18.4 4.3

0.5 

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

単位：％

　
調
査
数

よ
い

ま
あ
よ
い

ふ
つ
う

あ
ま
り
よ
く
な
い

よ
く
な
い

無
回
答

858 56.2 17.6 18.4 4.3 0.5 3.0

中学２年 524 57.3 18.5 15.8 3.6 - 4.8

高校２年 333 54.7 15.9 22.5 5.4 1.2 0.3

無回答 1 - 100.0 - - - -

男性 341 65.4 15.5 12.3 3.8 - 2.9

女性 493 51.5 18.7 21.7 4.3 0.8 3.0

その他 4 50.0 - 50.0 - - -

答えない 16 12.5 31.3 31.3 18.8 - 6.3

無回答 4 25.0 25.0 50.0 - - -

している 47 40.4 17.0 21.3 8.5 - 12.8

していない 798 57.5 17.7 18.4 4.0 0.5 1.9

無回答 13 30.8 15.4 7.7 7.7 - 38.5

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

学
年

問７ あなたの健康状態について教えてください。 
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 欠席状況 

 

 

欠席状況について聞いたところ、「ほとんど欠席しない」（81.7％）の割合が最も高く、次いで「た

まに欠席する」（13.4％）、「よく欠席する」（3.7％）となっている。 

学年別にみると、高校２年生の方が欠席する傾向にある。 

 性別にみると、女性の方が男性と比べて欠席する傾向にある。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「ほとんど欠席しない」（73.6％）の割合が低くなっ

ている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が欠席する傾向にある。 

 

 

図表ー６４  欠席状況 

 

 
 

 

図表ー６５  学年、性別、家族構成、家族の世話別 欠席状況 

  

全体(n=858) 81.7 13.4 3.7 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
と
ん
ど
欠
席
し
な
い

た
ま
に
欠
席
す
る

よ
く
欠
席
す
る

無
回
答

858 81.7 13.4 3.7 1.2

中学２年 524 83.4 11.3 4.0 1.3

高校２年 333 79.0 16.8 3.3 0.9

無回答 1 100.0 - - -

男性 341 85.6 11.1 2.6 0.6

女性 493 79.7 14.6 4.3 1.4

その他 4 75.0 25.0 - -

答えない 16 62.5 18.8 12.5 6.3

無回答 4 75.0 25.0 - -

ひとり親家庭 129 73.6 20.2 4.7 1.6

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 83.5 11.7 3.9 0.9

三世代以上の世帯 172 83.1 12.8 2.9 1.2

その他 12 83.3 16.7 - -

無回答 6 50.0 33.3 - 16.7

している 47 76.6 10.6 6.4 6.4

していない 798 82.3 13.7 3.6 0.4

無回答 13 61.5 7.7 - 30.8

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問８（１） あなたの欠席の状況（病気の場合を除く）について教えてください。 
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 遅刻・早退状況 

 

 

遅刻・早退状況について聞いたところ、「ほとんどしない」（83.9％）の割合が最も高く、次いで

「たまにする」（10.7％）、「よくする」（4.0％）となっている。 

 性別にみると、女性の方が男性と比べて「たまにする」（12.6％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「ほとんどしない」（78.3％）の割合が低くなってい

る。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が遅刻・早退をする傾向にある。 

 学年別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー６６  遅刻・早退状況 

 

 
 

 

図表ー６７  学年、性別、家族構成、家族の世話別 遅刻・早退状況 

  

全体(n=858) 83.9 10.7 4.0 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
と
ん
ど
し
な
い

た
ま
に
す
る

よ
く
す
る

無
回
答

858 83.9 10.7 4.0 1.4

中学２年 524 84.0 10.1 4.0 1.9

高校２年 333 83.8 11.7 3.9 0.6

無回答 1 100.0 - - -

男性 341 86.5 7.9 4.4 1.2

女性 493 83.0 12.6 3.2 1.2

その他 4 100.0 - - -

答えない 16 56.3 18.8 18.8 6.3

無回答 4 75.0 - - 25.0

ひとり親家庭 129 78.3 14.7 6.2 0.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 86.6 8.9 3.2 1.3

三世代以上の世帯 172 80.2 13.4 5.2 1.2

その他 12 91.7 8.3 - -

無回答 6 50.0 16.7 - 33.3

している 47 74.5 8.5 10.6 6.4

していない 798 85.0 10.9 3.5 0.6

無回答 13 53.8 7.7 7.7 30.8

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問6 あなたは学校を遅刻や早退することがありますか（病気の場合を除く）。 問８（２） あなたの遅刻や早退の状況（病気の場合を除く）について教えてください。 
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 学校外の活動の参加状況 

 

 

 学校外の活動の参加状況について聞いたところ、「はい」が79.8％、「いいえ」が19.0％となって

いる。 

学年別にみると、中学２年生の方が「はい」（86.1％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「いいえ」（26.4％）の割合が高くなっている。 

 自身の権利別にみると、守られている人の方が「はい」（84.1％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、世話をしている人の方が「いいえ」（25.5％）の割合が高くなっている。 

 性別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー６８  学校外の活動の参加状況 

 

 
 

 

図表ー６９  学年、性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 学校外の活動の参加状況 

  

全体(n=858) 79.8 19.0 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

単位：％

　
調
査
数

は
い

い
い
え

無
回
答

858 79.8 19.0 1.2

中学２年 524 86.1 12.4 1.5

高校２年 333 70.0 29.4 0.6

無回答 1 100.0 - -

男性 341 81.2 18.2 0.6

女性 493 79.3 19.5 1.2

その他 4 75.0 25.0 -

答えない 16 75.0 18.8 6.3

無回答 4 50.0 25.0 25.0

ひとり親家庭 129 72.9 26.4 0.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 81.6 17.4 0.9

三世代以上の世帯 172 80.8 18.0 1.2

その他 12 66.7 33.3 -

無回答 6 66.7 - 33.3

守られている 610 84.1 14.9 1.0

だいたい守られている 176 78.4 21.6 -

あまり守られていない 10 30.0 70.0 -

守られていない 4 - 100.0 -

わからない 33 51.5 48.5 -

無回答 25 56.0 28.0 16.0

している 47 68.1 25.5 6.4

していない 798 81.0 18.7 0.4

無回答 13 53.8 15.4 30.8

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問7 学校外での活動（部活動）に参加していますか。 問９ 部活動（学校外での活動を含む）や習い事をしていますか。 
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 学校生活であてはまるもの 

 

 

学校生活であてはまるものについて聞いたところ、「特にない」（54.0％）の割合が最も高くなっ

ている。「特にない」を除くと、「授業中に居眠りすることが多い」（20.5％）、「宿題や課題ができて

いないことが多い」（15.0％）、「提出しなければいけない書類などの提出が遅れることが多い」

（13.2％）の順となっている。 

 

 

図表ー７０  学校生活であてはまるもの 

 

 
 

  

授業中に居眠りすることが多い

宿題や課題ができて
いないことが多い

提出しなければいけない書類
などの提出が遅れることが多い

持ち物の忘れ物が多い

友人と遊んだり、おしゃべり
したりする時間が少ない

学校では１人で過ごすことが多い

部活動や習い事を休むことが多い

保健室で過ごすことが多い

家のことが気になって
落ち着けないことが多い

修学旅行などの
宿泊行事を欠席する

特にない

無回答

20.5

15.0

13.2

11.0

6.9

6.1

5.7

1.6

1.0

0.9

54.0

4.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=858)

問１０ 普段の学校生活であてはまるものはありますか。 
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 学校生活であてはまるものについて学年別にみると、中学２年生の方が高校２年生と比べて「特

にない」（56.3％）の割合が高くなっている。また、高校２年生では「授業中に居眠りすることが多

い」（29.1％）の割合が高くなっている。 

性別にみると、男性では「持ち物の忘れ物が多い」（13.8％）、「提出しなければいけない書類など

の提出が遅れることが多い」（17.0％）の割合が高くなっている。一方で女性では「授業中に居眠り

することが多い」（22.7％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、二世帯世帯（ふたり親家庭）において「特にない」（58.3％）の割合が高く

なっている。また、ひとり親家庭と三世代以上の世帯では「授業中に居眠りすることが多い」、「宿

題や課題ができていないことが多い」、「持ち物の忘れ物が多い」、「提出しなければいけない書類な

どの提出が遅れることが多い」の割合が高くなっており、ひとり親家庭では上記に加えて「部活動

や習い事を休むことが多い」の割合も高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「宿題や課題ができていないことが多い」、

「持ち物の忘れ物が多い」、「提出しなければいけない書類などの提出が遅れることが多い」の割合

が高くなっている。一方で家族の世話をしていない人では「授業中に居眠りすることが多い」、「部

活動や習い事を休むことが多い」の割合が高くなっている。 

 

 

図表ー７１  学年、性別、家族構成、家族の世話別 学校生活であてはまるもの 

 
  

単位：％

　
調
査
数

授
業
中
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が

多
い

宿
題
や
課
題
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

部
活
動
や
習
い
事
を
休
む
こ
と

が
多
い

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
書

類
な
ど
の
提
出
が
遅
れ
る
こ
と

が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事
を

欠
席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

学
校
で
は
１
人
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い

友
人
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い

家
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
落
ち

着
け
な
い
こ
と
が
多
い

特
に
な
い

無
回
答

858 20.5 15.0 11.0 5.7 13.2 0.9 1.6 6.1 6.9 1.0 54.0 4.1

中学２年 524 15.1 16.2 12.6 5.7 14.1 0.8 1.7 5.2 5.7 0.2 56.3 5.3

高校２年 333 29.1 13.2 8.4 5.7 11.7 1.2 1.5 7.5 8.7 2.4 50.2 2.1

無回答 1 - - - - - - - - - - 100.0 -

男性 341 16.7 17.6 13.8 4.1 17.0 1.5 0.6 4.4 7.6 0.6 52.8 4.1

女性 493 22.7 13.2 8.3 6.5 10.3 0.6 2.4 6.3 5.1 1.2 56.0 3.7

その他 4 - - 25.0 - - - - 75.0 75.0 - 25.0 -

答えない 16 43.8 25.0 31.3 18.8 25.0 - - 18.8 31.3 6.3 25.0 6.3

無回答 4 - - - - - - - - - - 50.0 50.0

ひとり親家庭 129 24.0 22.5 14.7 9.3 20.9 1.6 2.3 5.4 7.8 2.3 48.1 2.3

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 18.2 11.5 9.3 4.8 9.6 1.1 1.1 5.6 6.5 0.9 58.3 4.1

三世代以上の世帯 172 25.0 20.3 14.0 6.4 18.6 - 2.9 7.6 7.0 0.6 45.3 4.7

その他 12 33.3 16.7 8.3 - 16.7 - - - - - 58.3 -

無回答 6 - 16.7 - - - - - 33.3 33.3 - 33.3 33.3

している 47 12.8 21.3 14.9 - 21.3 - 2.1 6.4 8.5 2.1 53.2 6.4

していない 798 20.9 14.7 10.8 6.0 12.7 1.0 1.6 6.1 6.9 1.0 54.4 3.5

無回答 13 23.1 15.4 7.7 7.7 15.4 - - - - - 30.8 30.8

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成
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 悩んでいること 

 

 

悩んでいることについて聞いたところ、「特にない」（43.6％）の割合が最も高くなっている。「特

にない」を除くと、「学業成績のこと」（33.1％）、「進路のこと」（32.9％）、「友人との関係のこと」

（15.3％）の順となっている。 

 

 

図表ー７２  悩んでいること 

 

 
 

  

学業成績のこと

進路のこと

友人との関係のこと

部活動のこと

学費など学校生活に
必要なお金のこと

家庭の経済的状況のこと

家族内の人間関係のこと
（両親の仲が良くないなど）

自分のために使える
時間が少ないこと

自分と家族との関係のこと

塾（通信含む）や習い事のこと
（行きたくても行けないなど）

病気や障害のある家族のこと

その他

特にない

無回答

33.1

32.9

15.3

9.7

5.7

5.4

4.7

4.3

3.7

2.7

2.0

2.3

43.6

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=858)

問１１ 現在、悩んだり困ったりしていることはありますか。 
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 悩んでいることについて学年別にみると、中学２年生の方が「特にない」（46.2％）の割合が高く

なっている。 

性別にみると、男性の方が女性と比べて「特にない」（53.7％）の割合が高くなっている。また、

女性では「その他」と「特にない」を除くすべての項目において男性よりも割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭と三世代以上の世帯では「進路のこと」、「自分と家族との関

係のこと」の割合が高くなっており、ひとり親家庭では上記に加えて「家庭の経済的状況のこと」、

「家族内の人間関係のこと」の割合も高くなっている。 

 自身の権利別にみると、守られている人において「特にない」（47.9％）の割合が高くなってい

る。また、だいたい守られている人では「特にない」を除くすべての項目において守られている人

よりも割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「特にない」（29.8％）の割合が低くなっ

ている。また、家族の世話をしている人では「友人との関係のこと」（21.3％）、「学業成績のこと」

（48.9％）、「進路のこと」（44.7％）、「病気や障害のある家族のこと」（8.5％）の割合が高くなって

いる。 

 

 

図表ー７３  学年、性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 悩んでいること 

 
  

単位：％

　
調
査
数

友
人
と
の
関
係
の
こ
と

学
業
成
績
の
こ
と

進
路
の
こ
と

部
活
動
の
こ
と

学
費
な
ど
学
校
生
活
に
必
要
な

お
金
の
こ
と

塾
（
通
信
含
む
）
や
習
い
事
の

こ
と
（
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
な
ど
）

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ
と

自
分
と
家
族
と
の
関
係
の
こ
と

家
族
内
の
人
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
良
く
な
い
な

ど
）

病
気
や
障
害
の
あ
る
家
族
の
こ

と 自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間
が

少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

858 15.3 33.1 32.9 9.7 5.7 2.7 5.4 3.7 4.7 2.0 4.3 2.3 43.6 3.4

中学２年 524 15.1 34.0 25.6 10.3 2.9 1.7 2.9 2.7 3.2 1.7 1.5 2.1 46.2 4.0

高校２年 333 15.6 31.8 44.4 8.7 10.2 4.2 9.3 5.4 6.9 2.4 8.7 2.7 39.3 2.4

無回答 1 - - - - - - - - - - - - 100.0 -

男性 341 7.6 25.2 24.3 6.2 3.5 1.2 2.6 1.8 1.8 1.8 2.1 2.3 53.7 4.7

女性 493 20.1 37.9 38.9 12.2 6.9 3.7 7.3 4.9 6.1 2.0 5.9 2.0 37.3 2.4

その他 4 25.0 75.0 25.0 - 50.0 - - - 25.0 - - 25.0 25.0 -

答えない 16 25.0 50.0 31.3 12.5 6.3 6.3 6.3 12.5 12.5 6.3 6.3 6.3 25.0 6.3

無回答 4 25.0 - 25.0 - - - - - 25.0 - - - 50.0 -

ひとり親家庭 129 15.5 34.1 39.5 13.2 9.3 3.1 14.7 7.0 9.3 3.1 7.8 0.8 45.7 0.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 13.2 32.5 31.2 8.7 4.5 2.2 3.5 1.9 3.7 0.9 3.3 3.3 43.8 3.7

三世代以上の世帯 172 19.8 34.9 34.3 9.9 7.0 3.5 3.5 5.8 4.7 4.1 3.5 - 41.3 4.1

その他 12 25.0 25.0 25.0 - 8.3 8.3 8.3 8.3 - 8.3 25.0 8.3 58.3 -

無回答 6 50.0 33.3 16.7 33.3 - - 16.7 33.3 - - - - 16.7 16.7

守られている 610 11.3 30.5 29.3 8.9 3.8 2.5 3.1 1.0 2.6 1.0 2.0 1.5 47.9 3.1

だいたい守られている 176 25.0 44.3 45.5 13.1 8.5 2.8 9.1 10.2 8.0 5.7 9.7 4.0 30.7 1.7

あまり守られていない 10 40.0 50.0 60.0 10.0 30.0 10.0 40.0 40.0 50.0 - 30.0 10.0 - -

守られていない 4 100.0 75.0 75.0 - 50.0 - 50.0 50.0 50.0 - 50.0 25.0 - -

わからない 33 24.2 21.2 21.2 12.1 15.2 3.0 9.1 6.1 9.1 3.0 9.1 6.1 54.5 -

無回答 25 8.0 20.0 28.0 4.0 4.0 4.0 8.0 - - - - - 40.0 28.0

している 47 21.3 48.9 44.7 8.5 2.1 6.4 8.5 6.4 4.3 8.5 4.3 2.1 29.8 8.5

していない 798 15.0 32.3 32.5 9.8 6.0 2.5 5.3 3.6 4.8 1.6 4.3 2.4 44.6 2.4

無回答 13 7.7 23.1 15.4 7.7 - - - - - - 7.7 - 30.8 46.2

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利
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 悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 

 

 

 悩んでいることがあると回答した人に、悩みについて話を聞いてくれる人がいるかについて聞い

たところ、「相談相手や話を聞いてくれる人がいる」が71.2％、「相談相手や話を聞いてくれる人が

いない」が6.6％、「相談や話をしたくない」が17.6％となっている。 

 

 

図表ー７４  悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 

 
 

  

全体(n=455) 71.2 6.6 17.6 4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談相手や話を聞いてくれる人がいる 相談相手や話を聞いてくれる人がいない

相談や話をしたくない 無回答

問1２ 問１１で回答した悩みや困りごとについて、相談にのってくれたり、話を聞いてくれる人がい

ますか。 
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悩みについて話を聞いてくれる人がいるかについて学年別にみると、中学２年生の方が「相談

や話をしたくない」（19.2％）の割合が高くなっている。また、高校２年生の方が「相談相手や話

を聞いてくれる人がいない」（9.3％）の割合が高くなっている。 

 性別にみると、女性の方が「相談や話をしたくない」（18.9％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭では「相談や話をしたくない」（24.6％）の割合が高くなっ

ている。 

 自身の権利別にみると、守られている人において「相談相手や話を聞いてくれる人がいる」

（76.3％）の割合が高くなっている。また、だいたい守られている人では「相談相手や話を聞い

てくれる人がいない」（10.1％）と「相談や話をしたくない」（18.5％）の割合が高くなってい

る。 

 

 

図表ー７５  学年、性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 

悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

  

単位：％

　
調
査
数

相
談
相
手
や
話
を
聞
い
て
く
れ

る
人
が
い
る

相
談
相
手
や
話
を
聞
い
て
く
れ

る
人
が
い
な
い

相
談
や
話
を
し
た
く
な
い

無
回
答

455 71.2 6.6 17.6 4.6

中学２年 261 70.1 4.6 19.2 6.1

高校２年 194 72.7 9.3 15.5 2.6

無回答 - - - - -

男性 142 73.9 7.0 12.7 6.3

女性 297 71.0 6.7 18.9 3.4

その他 3 33.3 - 66.7 -

答えない 11 54.5 - 36.4 9.1

無回答 2 50.0 - - 50.0

ひとり親家庭 69 69.6 5.8 24.6 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 283 72.8 6.4 16.6 4.2

三世代以上の世帯 94 68.1 7.4 17.0 7.4

その他 5 80.0 20.0 - -

無回答 4 50.0 - - 50.0

守られている 299 76.3 3.3 15.1 5.4

だいたい守られている 119 68.1 10.1 18.5 3.4

あまり守られていない 10 30.0 50.0 20.0 -

守られていない 4 25.0 50.0 25.0 -

わからない 15 40.0 - 53.3 6.7

無回答 8 62.5 12.5 25.0 -

している 29 69.0 6.9 24.1 -

していない 423 71.2 6.6 17.3 5.0

無回答 3 100.0 - - -

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利
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 進路希望 

 

 

 進路希望について聞いたところ、「大学・大学院まで」の割合が45.3％と最も高く、次いで「わ

からない」（18.8％）、「高校まで」（17.6％）となっている。 

 

 

図表ー７６  進路希望 

 

 
 

 

 

 

進路希望について学年別にみると、中学２年生の方が「高校まで」（19.7％）と「わからない」

（21.8％）の割合が高くなっている。また、高校２年生の方が「大学・大学院まで」（51.4％）の

割合が高くなっている。 

 性別にみると、男性の方が「高校まで」（22.0％）の割合が高く、女性の方が「短期大学・専門

学校まで」（19.5％）の割合が高くなっている。 

 居住地別にみると、西部では「高校まで」（28.3％）の割合が高くなっている。また、中央では

「大学・大学院まで」（60.9％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭では「高校まで」（25.6％）と「わからない」（23.3％）の

割合が高くなっている。三世代以上の世帯では「短期大学・専門学校まで」（19.8％）の割合が高

くなっている。二世代世帯（ふたり親家庭）では「大学・大学院まで」（49.9％）の割合が高くな

っている。 

 自身の権利別にみると、守られている人において「大学・大学院まで」（48.7％）の割合が高く

なっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「高校まで」（27.7％）の割合が高く、

家族の世話をしていない人の方が「短期大学・専門学校まで」（15.7％）と「大学・大学院まで」

（46.0％）の割合が高くなっている。 

 

  

全体(n=858) 0.1 17.6 15.2 45.3 0.6 18.8 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校まで 高校まで 短期大学・専門学校まで

大学・大学院まで その他 わからない

無回答

問１３ 進路希望についておたずねします。あなたは将来どの学校まで行きたいと思いますか。 
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図表ー７７  学年、性別、居住地、家族構成、自身の権利、家族の世話別 進路希望 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

中
学
校
ま
で

高
校
ま
で

短
期
大
学
・
専
門
学
校
ま
で

大
学
・
大
学
院
ま
で

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

858 0.1 17.6 15.2 45.3 0.6 18.8 2.4

中学２年 524 0.2 19.7 13.7 41.4 0.4 21.8 2.9

高校２年 333 - 14.4 17.4 51.4 0.9 14.1 1.8

無回答 1 - - - 100.0 - - -

男性 341 0.3 22.0 8.5 44.3 0.6 20.8 3.5

女性 493 - 14.8 19.5 45.4 0.6 18.1 1.6

その他 4 - 25.0 - 75.0 - - -

答えない 16 - 12.5 18.8 56.3 - 6.3 6.3

無回答 4 - - 50.0 50.0 - - -

東部 111 - 18.0 17.1 36.0 0.9 26.1 1.8

西部 127 - 28.3 15.7 30.7 - 21.3 3.9

南部 165 0.6 18.2 13.3 41.8 1.2 21.2 3.6

北部 129 - 20.2 17.8 38.0 0.8 20.9 2.3

中央 192 - 9.9 15.1 60.9 - 13.0 1.0

その他（久留米市外など） 116 - 13.8 12.1 59.5 0.9 12.9 0.9

無回答 18 - 22.2 16.7 33.3 - 16.7 11.1

ひとり親家庭 129 - 25.6 15.5 35.7 - 23.3 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 0.2 15.4 13.4 49.9 0.7 17.6 2.8

三世代以上の世帯 172 - 19.8 19.8 39.5 0.6 17.4 2.9

その他 12 - 8.3 25.0 16.7 - 50.0 -

無回答 6 - - 16.7 66.7 - - 16.7

守られている 610 0.2 16.1 15.2 48.7 0.3 17.5 2.0

だいたい守られている 176 - 19.3 18.2 44.3 0.6 15.3 2.3

あまり守られていない 10 - 20.0 - 10.0 10.0 60.0 -

守られていない 4 - 50.0 - 50.0 - - -

わからない 33 - 30.3 9.1 6.1 3.0 51.5 -

無回答 25 - 20.0 8.0 36.0 - 16.0 20.0

している 47 - 27.7 10.6 36.2 - 14.9 10.6

していない 798 0.1 17.3 15.7 46.0 0.6 18.9 1.4

無回答 13 - - - 38.5 - 23.1 38.5

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

居
住
地

家
族
構
成

自
身
の
権
利
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 世話をしている家族の有無 

 

 

 

世話をしている家族の有無について聞いたところ、「いる」が5.5％、「いない」が93.0％となって

いる。 

 

 

図表ー７８  世話をしている家族の有無 

 

 
 

  

全体(n=858) 5.5 93.0 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

問１４ 家族の中にあなたがお世話をしている方はいますか。（ここで「お世話」とは本来、大

人がすると考えられる食事のしたく、洗たくなどの家事や家族のお世話などを日常的

にすることです。） 
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世話をしている家族の有無について学年別にみると、「いる」の割合は中学２年生で6.3％、高

校２年生で4.2％となっている。 

 性別にみると、「いる」の割合は男性で4.1％、女子で6.5％となっている。 

 居住地別にみると、「いる」の割合は東部（7.2％）が最も高くなっている。 

 家族構成別にみると、「いる」の割合はひとり親家庭（9.3％）が最も高くなっている。 

 自身の権利別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー７９  学年、性別、居住地、家族構成、自身の権利別 世話をしている家族の有無 

  

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

無
回
答

858 5.5 93.0 1.5

中学２年 524 6.3 91.6 2.1

高校２年 333 4.2 95.2 0.6

無回答 1 - 100.0 -

男性 341 4.1 94.4 1.5

女性 493 6.5 92.1 1.4

その他 4 - 100.0 -

答えない 16 6.3 87.5 6.3

無回答 4 - 100.0 -

東部 111 7.2 91.9 0.9

西部 127 4.7 95.3 -

南部 165 5.5 92.1 2.4

北部 129 6.2 93.0 0.8

中央 192 6.3 91.1 2.6

その他（久留米市外など） 116 2.6 97.4 -

無回答 18 5.6 83.3 11.1

ひとり親家庭 129 9.3 89.9 0.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 4.1 94.6 1.3

三世代以上の世帯 172 6.4 91.3 2.3

その他 12 16.7 83.3 -

無回答 6 - 83.3 16.7

守られている 610 4.8 93.9 1.3

だいたい守られている 176 5.1 93.8 1.1

あまり守られていない 10 - 100.0 -

守られていない 4 - 100.0 -

わからない 33 3.0 97.0 -

無回答 25 32.0 56.0 12.0

  全  体

学
年

性
別

居
住
地

家
族
構
成

自
身
の
権
利
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 誰の世話をしているか 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、誰の世話をしているかについて聞いたところ、「母親」

（55.3％）、「きょうだい」（31.9％）、「父親」（25.5％）の順となっている。 

 

 

図表ー８０  誰の世話をしているか 

 

 
 

 

図表ー８１  学年、性別、家族構成別 誰の世話をしているか 

 
  

母親

きょうだい

父親

祖母

祖父

その他

  無回答

55.3

31.9

25.5

8.5

-

4.3

17.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=47)

単位：％

　
調
査
数

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ
う
だ
い

そ
の
他

無
回
答

47 55.3 25.5 8.5 - 31.9 4.3 17.0

中学２年 33 48.5 27.3 6.1 - 27.3 6.1 21.2

高校２年 14 71.4 21.4 14.3 - 42.9 - 7.1

無回答 - - - - - - - -

男性 14 71.4 42.9 - - 14.3 14.3 7.1

女性 32 50.0 18.8 12.5 - 37.5 - 21.9

その他 - - - - - - - -

答えない 1 - - - - 100.0 - -

無回答 - - - - - - - -

ひとり親家庭 12 75.0 16.7 8.3 - 33.3 - 8.3

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 45.5 31.8 - - 36.4 - 27.3

三世代以上の世帯 11 63.6 27.3 18.2 - 27.3 9.1 9.1

その他 2 - - 50.0 - - 50.0 -

無回答 - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1５（１） お世話をしている方 
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 母親・父親の状態 

 

 

母親・父親の世話をしていると回答した人に、母親・父親の状態について聞いたところ、「仕事が

忙しく、つかれている」（40.7％）、「精神科の病気」（7.4％）の順となっている。 

 

 

図表ー８２  母親・父親の状態 

 

 
 

  

仕事が忙しく、つかれている

精神科の病気

高齢（６５歳以上）

介護（食事や身の回りの
世話）が必要

認知症

身体障害

知的障害

お酒やギャンブルの問題がある

日本語が苦手

精神科、依存症以外の病気

母親が妊娠中・乳幼児がいる

その他

わからない

  無回答

40.7

7.4

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

3.7

-

-

7.4

7.4

37.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=27)

問1５（２）① 母親、父親をお世話している人にお聞きします。それはどのような理由ですか。 
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 祖母・祖父の状態 

 

 

祖母・祖父の世話をしていると回答した人に、祖母・祖父の状態について聞いたところ、「介護

（食事や身の回りの世話）が必要」（50.0％）、「高齢（６５歳以上）」（25.0％）の順となっている。 

 

 

図表ー８３  祖母・祖父の状態 

 

 
 

  

介護（食事や身の回りの
世話）が必要

高齢（６５歳以上）

認知症

身体障害

知的障害

精神科の病気

お酒やギャンブルの問題がある

精神科、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

  無回答

50.0

25.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=4)

問1５（２）② 祖母、祖父をお世話している人にお聞きします。それはどのような理由ですか。 
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 きょうだいの状態 

 

 

きょうだいの世話をしていると回答した人に、きょうだいの状態について聞いたところ、「幼い」

（40.0％）、「わからない」（20.0％）、「知的障害」と「その他」（ともに13.3％）の順となっている。 

 

 

図表ー８４  きょうだいの状態 

 

 
 

  

幼い

知的障害

身体障害

日本語が苦手

介護（食事や身の回りの
お世話）が必要

病気

その他

わからない

  無回答

40.0

13.3

6.7

6.7

-

-

13.3

20.0

13.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=15)

問1５（２）③ きょうだいをお世話している人にお聞きします。それはどのような理由ですか。 
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 世話の内容 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話の内容について聞いたところ、「家事（食事の準備や

掃除、洗たくなど）」（38.3％）、「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」と「外出の付き添い

（買い物、散歩など）」（ともに14.9％）の順となっている。 

 

図表ー８５  世話の内容 

 

 
 

図表ー８６  学年、性別、家族構成別 世話の内容 

  

家事（食事の準備や掃除、
洗たくなど）

きょうだいの世話や
保育所等への送迎など

外出の付き添い
（買い物、散歩など）

感情面のサポート（愚痴を
聞く、話し相手になるなど）

見守り

病院への付き添い

お金の管理

薬の管理

身体的な介護（入浴や
トイレのお世話など）

通訳（日本語や手話など）

その他

  無回答

38.3

14.9

14.9

12.8

8.5

4.3

2.1

2.1

-

-

6.4

42.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=47)

単位：％

　
調
査
数

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃
除
、

洗
た
く
な
ど
）

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保
育
所

等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（
入
浴
や
ト
イ

レ
の
お
世
話
な
ど
）

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い
物
、

散
歩
な
ど
）

病
院
へ
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を

聞
く
、
話
し
相
手
に
な
る
な

ど
）

見
守
り

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な
ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

47 38.3 14.9 - 14.9 4.3 12.8 8.5 - 2.1 2.1 6.4 42.6

中学２年 33 27.3 18.2 - 12.1 - 9.1 3.0 - 3.0 - 9.1 48.5

高校２年 14 64.3 7.1 - 21.4 14.3 21.4 21.4 - - 7.1 - 28.6

無回答 - - - - - - - - - - - - -

男性 14 21.4 - - - - - - - - - 21.4 57.1

女性 32 46.9 21.9 - 21.9 6.3 18.8 12.5 - 3.1 3.1 - 34.4

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - - - 100.0

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 12 50.0 8.3 - 8.3 8.3 16.7 8.3 - - 8.3 8.3 41.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 27.3 22.7 - 13.6 - 9.1 - - - - - 50.0

三世代以上の世帯 11 45.5 9.1 - 18.2 - 18.2 27.3 - 9.1 - 9.1 36.4

その他 2 50.0 - - 50.0 50.0 - - - - - 50.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1５（３） あなたがしているお世話の内容を教えてください。 
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 世話を一緒にしている人 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話を一緒にしている人について聞いたところ、「母親」

（36.2％）、「父親」と「きょうだい」（23.4％）の順となっている。 

 

図表ー８７  世話を一緒にしている人 

 

 
 

 

図表ー８８  学年、性別、家族構成別 世話を一緒にしている人 

 
  

母親

父親

きょうだい

祖母

自分のみ

福祉サービス
（ヘルパーなど）を利用

祖父

親戚の人

その他

  無回答

36.2

23.4

23.4

6.4

6.4

4.3

2.1

-

4.3

42.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=47)

単位：％

　
調
査
数

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ
う
だ
い

親
戚
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
）
を
利

用 そ
の
他

無
回
答

47 36.2 23.4 6.4 2.1 23.4 - 6.4 4.3 4.3 42.6

中学２年 33 39.4 27.3 6.1 - 24.2 - 3.0 - 6.1 45.5

高校２年 14 28.6 14.3 7.1 7.1 21.4 - 14.3 14.3 - 35.7

無回答 - - - - - - - - - - -

男性 14 14.3 7.1 - - 7.1 - - - 14.3 57.1

女性 32 43.8 28.1 9.4 3.1 28.1 - 9.4 6.3 - 37.5

その他 - - - - - - - - - - -

答えない 1 100.0 100.0 - - 100.0 - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 12 33.3 8.3 - - 16.7 - 8.3 - 8.3 41.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 40.9 36.4 4.5 - 31.8 - - - - 50.0

三世代以上の世帯 11 36.4 18.2 18.2 9.1 18.2 - 9.1 18.2 - 36.4

その他 2 - - - - - - 50.0 - 50.0 -

無回答 - - - - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問１５（４） お世話は誰と行っていますか。 
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 世話を始めた年齢 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話を始めた年齢について聞いたところ、「１０～１２

歳」（14.9％）、「７～９歳」（12.8％）、「６歳以下」と「１３～１５歳」（ともに8.5％）の順となっ

ている。 

 

 

図表ー８９  世話を始めた年齢 

 

 
 

 

図表ー９０  学年、性別、家族構成別 世話を始めた年齢 

 
  

全体(n=47) 8.5 12.8 14.9 8.5 2.1 53.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６歳以下 ７～９歳 １０～１２歳

１３～１５歳 １６歳以上 無回答

単位：％

　
調
査
数

６
歳
以
下

７
～
９
歳

１
０
～
１
２
歳

１
３
～
１
５
歳

１
６
歳
以
上

無
回
答

47 8.5 12.8 14.9 8.5 2.1 53.2

中学２年 33 9.1 12.1 18.2 6.1 - 54.5

高校２年 14 7.1 14.3 7.1 14.3 7.1 50.0

無回答 - - - - - - -

男性 14 7.1 7.1 7.1 - - 78.6

女性 32 9.4 12.5 18.8 12.5 3.1 43.8

その他 - - - - - - -

答えない 1 - 100.0 - - - -

無回答 - - - - - - -

ひとり親家庭 12 - 16.7 16.7 - - 66.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 9.1 18.2 13.6 9.1 - 50.0

三世代以上の世帯 11 18.2 - 18.2 9.1 9.1 45.5

その他 2 - - - 50.0 - 50.0

無回答 - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1５（５） お世話を始めたあなたの年齢をお答えください。（はっきりとわからない場合は、だい

たいの年でかまいません） 
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 世話をしている頻度 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話をしている頻度について聞いたところ、「ほぼ毎日」

（27.7％）、「週に３～５日」（10.6％）、「その他」（8.5％）の順となっている。 

 

 

図表ー９１  世話をしている頻度 

 

 
 

 

図表ー９２  学年、性別、家族構成別 世話をしている頻度 

 
  

全体(n=47) 27.7 10.6 6.4 4.3 8.5 42.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日

１か月に数日 その他 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～
５
日

週
に
１
～
２
日

１
か
月
に
数
日

そ
の
他

無
回
答

47 27.7 10.6 6.4 4.3 8.5 42.6

中学２年 33 27.3 6.1 6.1 3.0 12.1 45.5

高校２年 14 28.6 21.4 7.1 7.1 - 35.7

無回答 - - - - - - -

男性 14 7.1 7.1 - 7.1 28.6 50.0

女性 32 34.4 12.5 9.4 3.1 - 40.6

その他 - - - - - - -

答えない 1 100.0 - - - - -

無回答 - - - - - - -

ひとり親家庭 12 25.0 16.7 - - 8.3 50.0

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 22.7 9.1 9.1 9.1 4.5 45.5

三世代以上の世帯 11 36.4 9.1 9.1 - 9.1 36.4

その他 2 50.0 - - - 50.0 -

無回答 - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1５（６） どれくらいお世話をしていますか。 
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 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 平日１日あたりの世話に費やす時間について聞いたと

ころ、「３時間未満」（29.8％）、「３～７時間未満」（14.9％）、「７時間以上」（2.1％）の順となって

いる。 

 

 

図表ー９３  平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

 
 

 

図表ー９４  学年、性別、家族構成別 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 
  

全体(n=47) 29.8 14.9 2.1 53.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

単位：％

　
調
査
数

３
時
間
未
満

３
～
７
時
間
未
満

７
時
間
以
上

無
回
答

47 29.8 14.9 2.1 53.2

中学２年 33 33.3 9.1 3.0 54.5

高校２年 14 21.4 28.6 - 50.0

無回答 - - - - -

男性 14 14.3 7.1 - 78.6

女性 32 37.5 15.6 3.1 43.8

その他 - - - - -

答えない 1 - 100.0 - -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 12 8.3 8.3 8.3 75.0

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 45.5 4.5 - 50.0

三世代以上の世帯 11 27.3 36.4 - 36.4

その他 2 - 50.0 - 50.0

無回答 - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1５（７） 平日に何時間程度お世話を行っていますか。日によって異なる場合は、この1ヶ月で最

も長かった日の時間をお答えください。 



第３章 調査結果（中高生） 

62 

 

 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話をしているためにやりたいけれどできないことに

ついて聞いたところ、「特にない」（46.8％）の割合が最も高くなっている。「特にない」を除くと、

「自分の時間が取れない」（8.5％）、「友人と遊ぶことができない」（6.4％）の順となっている。 

 

 

図表ー９５  世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

 
 

  

自分の時間が取れない

友人と遊ぶことができない

宿題をする時間や勉強
する時間が取れない

部活動や習い事ができない、
もしくはやめなければ

ならなかった

進路の変更を考えないと
いけない、または進路を

変更した

睡眠が十分に取れない

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・
早退してしまう

学校の行事や活動に
参加できない

その他

特にない

  無回答

8.5

6.4

4.3

4.3

4.3

2.1

-

-

-

6.4

46.8

36.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=47)

問1６ お世話をしているために、やりたいけど、できていないことはありますか。 
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図表ー９６  学年、性別、家族構成別 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

  

単位：％

　
調
査
数

学
校
に
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅

刻
・
早
退
し
て
し
ま
う

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強

す
る
時
間
が
取
れ
な
い

学
校
の
行
事
や
活
動
に
参

加
で
き
な
い

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い

部
活
動
や
習
い
事
が
で
き

な
い
、
も
し
く
は
や
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

進
路
の
変
更
を
考
え
な
い

と
い
け
な
い
、
ま
た
は
進

路
を
変
更
し
た

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

47 - - 4.3 - 2.1 6.4 4.3 4.3 8.5 6.4 46.8 36.2

中学２年 33 - - - - - 6.1 3.0 - 6.1 3.0 51.5 36.4

高校２年 14 - - 14.3 - 7.1 7.1 7.1 14.3 14.3 14.3 35.7 35.7

無回答 - - - - - - - - - - - - -

男性 14 - - - - - - - - 7.1 - 50.0 42.9

女性 32 - - 6.3 - 3.1 9.4 6.3 6.3 9.4 9.4 43.8 34.4

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - - 100.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 12 - - 8.3 - 8.3 - - 8.3 8.3 - 41.7 41.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 - - - - - 4.5 4.5 - 4.5 - 54.5 40.9

三世代以上の世帯 11 - - - - - 9.1 - - 9.1 18.2 36.4 27.3

その他 2 - - 50.0 - - 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成
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 世話の大変さ 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話の大変さについて聞いたところ、「特につらさは感

じていない」（40.4％）の割合が最も高く、次いで「時間的に余裕がない」（8.5％）となっている。 

 

 

図表ー９７  世話の大変さ 

 

 
 

 

図表ー９８  学年、性別、家族構成別 世話の大変さ 

 
 

  

時間的に余裕がない

体力面

精神面

特につらさは感じていない

  無回答

8.5

6.4

6.4

40.4

46.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=47)

単位：％

　
調
査
数

体
力
面

精
神
面

時
間
的
に
余
裕
が
な

い 特
に
つ
ら
さ
は
感
じ

て
い
な
い

無
回
答

47 6.4 6.4 8.5 40.4 46.8

中学２年 33 3.0 - 3.0 45.5 51.5

高校２年 14 14.3 21.4 21.4 28.6 35.7

無回答 - - - - - -

男性 14 - - - 28.6 71.4

女性 32 9.4 9.4 12.5 43.8 37.5

その他 - - - - - -

答えない 1 - - - 100.0 -

無回答 - - - - - -

ひとり親家庭 12 16.7 8.3 16.7 16.7 58.3

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 - - - 50.0 50.0

三世代以上の世帯 11 9.1 9.1 9.1 54.5 27.3

その他 2 - 50.0 50.0 - 50.0

無回答 - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1７ お世話をするなかで何につらさ・ストレスを感じていますか。 



第３章 調査結果（中高生） 

 

65 

 

 世話について相談した経験 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話について相談した経験について聞いたところ、「あ

る」が21.3％、「ない」が46.8％となっている。 

 

 

図表ー９９  世話について相談した経験 

 

 
 

 

図表ー１００  学年、性別、家族構成別 世話について相談した経験 

 
 

  

全体(n=47) 21.3 46.8 31.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答

単位：％

　
調
査
数

あ
る

な
い

無
回
答

47 21.3 46.8 31.9

中学２年 33 15.2 54.5 30.3

高校２年 14 35.7 28.6 35.7

無回答 - - - -

男性 14 28.6 28.6 42.9

女性 32 15.6 56.3 28.1

その他 - - - -

答えない 1 100.0 - -

無回答 - - - -

ひとり親家庭 12 16.7 41.7 41.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 13.6 50.0 36.4

三世代以上の世帯 11 45.5 36.4 18.2

その他 2 - 100.0 -

無回答 - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問1８ お世話をしている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したことはありますか。 
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 世話についての相談相手 

 

 

世話について相談した経験があると回答した人に、 世話についての相談相手について聞いたと

ころ、「家族」（50.0％）、「友人」（40.0％）、「学校の先生（保健室の先生以外）」（30.0％）の順とな

っている。 

 

 

図表ー１０１  世話についての相談相手 

 

 
 

  

家族

友人

学校の先生（保健室の先生以外）

保健室の先生

親戚（おば、おじなど）

スクールソーシャルワーカーや
スクールカウンセラー

医師や看護師、その他病院の人

ヘルパーやケアマネ、
福祉サービスの人

市役所や保健センターの人

民生委員・児童委員の人

近所の人

SNS 上での知り合い

その他

  無回答

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

10.0

10.0

-

-

-

-

-

10.0

10.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=10)

問1９ 問1８で「1.ある」と回答した人にお聞きします。悩みを相談した相手は誰ですか。 
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図表ー１０２  学年、性別、家族構成別 世話についての相談相手 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

家
族

親
戚
（
お
ば
、
お
じ
な
ど
）

友
人

学
校
の
先
生
（
保
健
室
の
先
生

以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

医
師
や
看
護
師
、
そ
の
他
病
院

の
人

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
人

市
役
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
人

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
人

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

10 50.0 10.0 40.0 30.0 20.0 10.0 10.0 - - - - - 10.0 10.0

中学２年 5 60.0 20.0 60.0 20.0 20.0 - - - - - - - 20.0 -

高校２年 5 40.0 - 20.0 40.0 20.0 20.0 20.0 - - - - - - 20.0

無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

男性 4 50.0 - - - - - - - - - - - 25.0 25.0

女性 5 60.0 - 60.0 60.0 40.0 20.0 20.0 - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - 100.0 100.0 - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 2 - - 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 - - - - - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 3 66.7 33.3 66.7 - - - - - - - - - - -

三世代以上の世帯 5 60.0 - 20.0 20.0 20.0 - - - - - - - 20.0 20.0

その他 - - - - - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成
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 世話について相談していない理由 

 

 

世話について相談した経験がないと回答した人に、 世話について相談していない理由について

聞いたところ、「誰かに相談するほどの悩みではない」（54.5％）の割合が最も高く、次いで「家族

以外の人に相談するような悩みではない」（18.2％）、「家族のことを知られたくない」と「相談して

も状況が変わるとは思わない」（ともに9.1％）となっている。 

 

 

図表ー１０３  世話について相談していない理由 

 

 
 

  

誰かに相談するほどの
悩みではない

家族以外の人に相談する
ような悩みではない

家族のことを知られたくない

相談しても状況が
変わるとは思わない

誰に相談するのが
よいかわからない

家族に対して偏見を
もたれたくない

相談したいが、家族から
他人に相談しないように

言われている

誰かに相談したいが、
相談できる人が身近にいない

誰かに相談したいが、
家族のことのため話しにくい

相談したいが、家族に対して
嫌な思いを持たれたくない

その他

  無回答

54.5

18.2

9.1

9.1

4.5

4.5

4.5

-

-

-

13.6

13.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=22)

問２０ 問1８で「2.ない」と回答した人にお聞きします。相談していない理由を教えてください。 
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図表ー１０４  学年、性別、家族構成別 世話について相談していない理由 

 
  

単位：％

　
調
査
数

誰
か
に
相
談
す
る
ほ
ど
の
悩
み

で
は
な
い

家
族
以
外
の
人
に
相
談
す
る
よ

う
な
悩
み
で
は
な
い

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か
わ

か
ら
な
い

誰
か
に
相
談
し
た
い
が
、
相
談

で
き
る
人
が
身
近
に
い
な
い

誰
か
に
相
談
し
た
い
が
、
家
族

の
こ
と
の
た
め
話
し
に
く
い

家
族
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な

い 家
族
に
対
し
て
偏
見
を
も
た
れ

た
く
な
い

相
談
し
た
い
が
、
家
族
か
ら
他

人
に
相
談
し
な
い
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
る

相
談
し
た
い
が
、
家
族
に
対
し

て
嫌
な
思
い
を
持
た
れ
た
く
な

い 相
談
し
て
も
状
況
が
変
わ
る
と

は
思
わ
な
い

そ
の
他

無
回
答

22 54.5 18.2 4.5 - - 9.1 4.5 4.5 - 9.1 13.6 13.6

中学２年 18 55.6 11.1 5.6 - - 5.6 - 5.6 - 5.6 11.1 16.7

高校２年 4 50.0 50.0 - - - 25.0 25.0 - - 25.0 25.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

男性 4 - 25.0 - - - - - - - - 50.0 25.0

女性 18 66.7 16.7 5.6 - - 11.1 5.6 5.6 - 11.1 5.6 11.1

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない - - - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 5 40.0 20.0 - - - 20.0 - 20.0 - 20.0 20.0 20.0

二世代世帯（ふたり親家庭） 11 63.6 9.1 9.1 - - - - - - - - 18.2

三世代以上の世帯 4 75.0 50.0 - - - 25.0 25.0 - - 25.0 - -

その他 2 - - - - - - - - - - 100.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成
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 世話について話を聞いてくれる人の有無 

 

 

 

世話について相談した経験がないと回答した人に、 世話について話を聞いてくれる人の有無に

ついて聞いたところ、「いる」が68.2％、「いない」が13.6％となっている。 

 

 

図表ー１０５  世話について話を聞いてくれる人の有無 

 

 
 

 

図表ー１０６  学年、性別、家族構成別 世話について話を聞いてくれる人の有無 

 
 

  

全体(n=22) 68.2 13.6 18.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

無
回
答

22 68.2 13.6 18.2

中学２年 18 72.2 11.1 16.7

高校２年 4 50.0 25.0 25.0

無回答 - - - -

男性 4 50.0 25.0 25.0

女性 18 72.2 11.1 16.7

その他 - - - -

答えない - - - -

無回答 - - - -

ひとり親家庭 5 20.0 40.0 40.0

二世代世帯（ふたり親家庭） 11 81.8 9.1 9.1

三世代以上の世帯 4 75.0 - 25.0

その他 2 100.0 - -

無回答 - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問２１ 問２８で「２.ない」と回答した人にお聞きします。お世話を必要としている家族のこ

とや、お話の悩みを聞いてくれる人はいますか。 
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 家族の世話をしている人同士で話をしたいか 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、家族の世話をしている人同士で話をしたいかについて聞

いたところ、「はい」が4.3％、「いいえ」が34.0％、「どちらでもない」が19.1％となっている。 

 

 

図表ー１０７  家族の世話をしている人同士で話をしたいか 

 

 
 

 

図表ー１０８  学年、性別、家族構成別 家族の世話をしている人同士で話をしたいか 

 
 

  

全体(n=47) 4.3 34.0 19.1 42.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ どちらでもない 無回答

単位：％

　
調
査
数

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
で
も
な
い

無
回
答

47 4.3 34.0 19.1 42.6

中学２年 33 3.0 30.3 21.2 45.5

高校２年 14 7.1 42.9 14.3 35.7

無回答 - - - - -

男性 14 7.1 14.3 21.4 57.1

女性 32 3.1 43.8 15.6 37.5

その他 - - - - -

答えない 1 - - 100.0 -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 12 8.3 25.0 16.7 50.0

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 - 27.3 22.7 50.0

三世代以上の世帯 11 9.1 54.5 9.1 27.3

その他 2 - 50.0 50.0 -

無回答 - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成

問２２ あなたは家族のお世話をしている者同士で話してみたいですか。 

（オンラインサロンなど） 
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 学校や大人にしてもらいたいこと 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、学校や大人にしてもらいたいことについて聞いたところ、

「特にない」（42.6％）の割合が最も高くなっている。「特にない」を除くと、「学校の勉強や受験勉

強など学習をサポートしてほしい」（10.6％）、「進路や就職など将来の相談にのってほしい」（8.5％）

の順となっている。 

 

 

図表ー１０９   学校や大人にしてもらいたいこと 

 

 
 

  

学校の勉強や受験勉強など
学習をサポートしてほしい

進路や就職など将来の
相談にのってほしい

自分のいまの状況について
話を聞いてほしい

家族のお世話について
相談にのってほしい

お世話のすべてを代わって
くれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

収入が少ないので経済的な援助
（サポート）をしてほしい

家族の病気や障害、ケアのこと
などについて説明してほしい

適切な治療や介護保険サービスの
手続きをしてほしい

お世話の一部を代わって
くれる人やサービスがほしい

自分と同じような状況の人と
話をして悩みを共有する

場がほしい

その他

特にない

わからない

  無回答

10.6

8.5

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

2.1

2.1

-

-

2.1

42.6

10.6

27.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=47)

問２３ 学校や周りの大人に助けてほしいことや、必要としている支援はありますか。 
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図表ー１１０  学年、性別、家族構成別 学校や大人にしてもらいたいこと 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

自
分
の
い
ま
の
状
況
に
つ
い
て

話
を
聞
い
て
ほ
し
い

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談

に
の
っ
て
ほ
し
い

お
世
話
の
す
べ
て
を
代
わ
っ
て

く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し

い お
世
話
の
一
部
を
代
わ
っ
て
く

れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い

家
族
の
病
気
や
障
害
、
ケ
ア
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て

ほ
し
い

適
切
な
治
療
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
手
続
き
を
し
て
ほ
し
い

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談

に
の
っ
て
ほ
し
い

自
分
と
同
じ
よ
う
な
状
況
の
人

と
話
を
し
て
悩
み
を
共
有
す
る

場
が
ほ
し
い

学
校
の
勉
強
や
受
験
勉
強
な
ど

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

収
入
が
少
な
い
の
で
経
済
的
な

援
助
（
サ
ポ
ー
ト
）
を
し
て
ほ

し
い

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

47 4.3 4.3 4.3 - 2.1 2.1 4.3 8.5 - 10.6 4.3 2.1 42.6 10.6 27.7

中学２年 33 3.0 3.0 3.0 - - - - 6.1 - 12.1 - 3.0 42.4 9.1 33.3

高校２年 14 7.1 7.1 7.1 - 7.1 7.1 14.3 14.3 - 7.1 14.3 - 42.9 14.3 14.3

無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

男性 14 7.1 - - - - - - 7.1 - 7.1 - 7.1 14.3 21.4 50.0

女性 32 3.1 6.3 6.3 - 3.1 3.1 6.3 9.4 - 12.5 6.3 - 53.1 6.3 18.8

その他 - - - - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - - - - 100.0 - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 12 8.3 16.7 16.7 - 8.3 8.3 16.7 16.7 - 8.3 16.7 - 25.0 16.7 25.0

二世代世帯（ふたり親家庭） 22 - - - - - - - 4.5 - 13.6 - 4.5 45.5 4.5 31.8

三世代以上の世帯 11 9.1 - - - - - - 9.1 - 9.1 - - 54.5 9.1 27.3

その他 2 - - - - - - - - - - - - 50.0 50.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成
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 希望する相談方法 

 

 

 

 

前問で「自分のいまの状況について話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほ

しい」と回答した人に、希望する相談方法について聞いたところ、「直接会って」と「電子メール」

（ともに66.7％）の割合が最も高くなっている。 

 

 

図表ー１１１  希望する相談方法 

 

 
 

 

図表ー１１２  学年、性別 希望する相談方法 

 
 

  

直接会って

電子メール

電話

ＳＮＳ

その他

  無回答

66.7

66.7

33.3

33.3

-

-

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=3)

単位：％

　
調
査
数

直
接
会
っ
て

電
話

Ｓ
Ｎ
Ｓ

電
子
メ
ー
ル

そ
の
他

無
回
答

3 66.7 33.3 33.3 66.7 - -

中学２年 2 50.0 - 50.0 50.0 - -

高校２年 1 100.0 100.0 - 100.0 - -

無回答 - - - - - - -

男性 1 100.0 - 100.0 - - -

女性 2 50.0 50.0 - 100.0 - -

その他 - - - - - - -

答えない - - - - - - -

無回答 - - - - - - -

  全  体

学
年

性
別

問２４ 問２３で「１.自分のいまの状況について話を聞いてほしい」または「２.家族のお世

話について相談にのってほしい」と答えた人にお聞きします。どのような方法で話を

聞いたり相談にのったりしてほしいですか。 
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 知っている相談窓口 

 

 

 

知っている相談窓口について聞いたところ、「学校（担任の先生や保健室の先生）」（53.1％）、「知

らない」（30.1％）、「結らいん」（27.0％）の順となっている。 

 

 

図表ー１１３  知っている相談窓口 

 

 
 

  

学校（担任の先生や
保健室の先生）

結らいん

２４時間子ども
ＳＯＳダイヤル

児童相談所相談専用ダイヤル

久留米市ヤングケアラー
相談・支援窓口

知らない

無回答

53.1

27.0

26.0

19.7

13.5

30.1

7.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=858)

問２５ あなたは、家族のお世話をしている子どもが悩みを相談できる以下の相談窓口を知っ

ていますか。 
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知っている相談窓口について学年別にみると、「知らない」の割合は高校２年生（34.2％）の方が

高くなっている。一方で、高校２年生では「児童相談所相談専用ダイヤル」（25.2％）の割合も高く

なっている。 

 性別にみると、男性の方が「知らない」（35.5％）の割合が高くなっている。一方で女性では「知

らない」を除くすべての項目において男性よりも割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭では「知らない」（35.7％）の割合が高くなっている。また、

三世代以上の世帯では「学校（担任の先生や保健室の先生）」（61.6％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしていない人の方が「久留米市ヤングケアラー相談・支援

窓口」を除くすべての項目において家族の世話をしている人よりも割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１１４  学年、性別、家族構成、家族の世話別 知っている相談窓口 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

学
校
（
担
任
の
先
生
や
保
健
室

の
先
生
）

久
留
米
市
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相

談
・
支
援
窓
口

結
ら
い
ん

２
４
時
間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル 知
ら
な
い

無
回
答

858 53.1 13.5 27.0 26.0 19.7 30.1 7.2

中学２年 524 53.8 13.9 27.5 26.7 16.2 27.5 9.4

高校２年 333 52.0 12.9 26.4 24.9 25.2 34.2 3.9

無回答 1 100.0 - - - - - -

男性 341 45.7 11.7 19.9 22.9 16.7 35.5 8.2

女性 493 58.4 14.6 31.2 27.6 21.9 26.6 6.3

その他 4 50.0 - 25.0 50.0 25.0 25.0 25.0

答えない 16 50.0 18.8 56.3 43.8 18.8 25.0 6.3

無回答 4 50.0 25.0 - - - 25.0 25.0

ひとり親家庭 129 51.9 14.7 25.6 23.3 23.3 35.7 4.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 51.4 12.6 28.0 26.9 18.9 30.6 7.1

三世代以上の世帯 172 61.6 16.3 26.7 25.6 18.6 22.7 8.7

その他 12 33.3 8.3 8.3 25.0 25.0 58.3 8.3

無回答 6 33.3 - 16.7 16.7 33.3 16.7 33.3

している 47 42.6 17.0 17.0 14.9 14.9 17.0 34.0

していない 798 54.1 13.4 27.9 26.7 20.1 31.1 5.0

無回答 13 30.8 7.7 7.7 23.1 15.4 15.4 46.2

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

家
族
構
成
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 自身の権利が守られていると思うか 

 

 

 

自身の権利が守られていると思うかについて聞いたところ、「守られている」（71.1％）の割合が

最も高く、次いで「だいたい守られている」（20.5％）となっている。 

 

 

図表ー１１５  自身の権利が守られていると思うか 

 

 
 

  

全体(n=858) 71.1 20.5 1.2

0.5 

3.8 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない わからない 無回答

問２６ 子どもの権利についての文章を読んでお答えください。あなたは、自分の権利が守ら

れていると思いますか。 
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自身の権利が守られていると思うかについて学年別にみると、「守られている」の割合は中学２

年生（73.9％）の方が高く、高校２年生は「だいたい守られている」（24.3％）の割合が高くなって

いる。 

性別にみると、「守られている」の割合は女性（72.6％）の方が高く、男性は「だいたい守られて

いる」（22.0％）の割合が高くなっている。 

居住地別にみると、「守られている」の割合は中央（77.1％）、西部（74.0％）、北部（72.9％）で

高くなっている。一方で、東部、南部では「守られている」の割合が低くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「守られている」（65.9％）の割合が低くなってい

る。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「守られている」（61.7％）の割合が低く

なっている。 

 

 

図表ー１１６  学年、性別、居住地、家族構成、家族の世話別 

自身の権利が守られていると思うか 

  

単位：％

　
調
査
数

守
ら
れ
て
い
る

だ
い
た
い
守
ら
れ
て
い
る

あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い

守
ら
れ
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

858 71.1 20.5 1.2 0.5 3.8 2.9

中学２年 524 73.9 18.1 0.6 - 3.8 3.6

高校２年 333 66.7 24.3 2.1 1.2 3.9 1.8

無回答 1 100.0 - - - - -

男性 341 68.9 22.0 1.2 - 4.7 3.2

女性 493 72.6 19.9 1.2 0.8 3.0 2.4

その他 4 75.0 - - - 25.0 -

答えない 16 68.8 12.5 - - 6.3 12.5

無回答 4 75.0 25.0 - - - -

東部 111 64.9 25.2 1.8 0.9 6.3 0.9

西部 127 74.0 19.7 - 0.8 3.1 2.4

南部 165 66.7 22.4 1.8 - 6.1 3.0

北部 129 72.9 17.8 1.6 - 3.1 4.7

中央 192 77.1 16.1 0.5 0.5 2.6 3.1

その他（久留米市外など） 116 70.7 24.1 1.7 0.9 1.7 0.9

無回答 18 55.6 22.2 - - 5.6 16.7

ひとり親家庭 129 65.9 20.9 1.6 0.8 5.4 5.4

二世代世帯（ふたり親家庭） 539 72.5 19.9 1.1 0.4 3.7 2.4

三世代以上の世帯 172 70.3 23.3 0.6 0.6 2.9 2.3

その他 12 75.0 8.3 8.3 - 8.3 -

無回答 6 66.7 16.7 - - - 16.7

している 47 61.7 19.1 - - 2.1 17.0

していない 798 71.8 20.7 1.3 0.5 4.0 1.8

無回答 13 61.5 15.4 - - - 23.1

家
族
の

世
話

  全  体

学
年

性
別

居
住
地

家
族
構
成



第３章 調査結果（中高生） 

 

79 

 

 自由意見 

 

 

 

家族の世話をしている子どものために必要だと思うことや学校や周りの大人にしてもらいたい 

ことについての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー１１７  自由意見 

 

※全回答ではなく、一部回答を抜粋して掲載 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
家族の世話をしている子どものために必要だと思うこと 学年 性別 家族の世話 

自分の為の時間を作ること。適度な距離をとること。 高校２年 女性 している 

力になる人がいることをもっと知らせてあげてほしい テレビを見れない、スマ

ホをもっていない子は情報はどこから取るのだろう？と思います たとえば障

がい手帳など登ろくのある家にどんな家族がいて、そしてもしもそこに子どもが

いる場合、行政から面会等してみても良いのではないでしょうか？していたらす

いません。 

中学２年 女性 していない 

家族のお世話にとらわれず、自分らしく自由に育つことが大切だと思う。そのた

めに、お金をはらわず、無償でサポートをしてくれる方々がいてくれるとよいと

思う。 

中学２年 女性 していない 

家族のお世話をしている全員がだれかに相談していくことが大事だと思います。

誰かに話すことで自分へのストレスが軽減されることもあるだろうし、新しい、

第三者としての見方が分かり、悩むことも少なくなると思うからです。もしでき

るのであれば家族のお世話をしている人達全員に支援がいきわたったらいいな

と思います。 

中学２年 女性 していない 

家族のお世話をして、自分の時間がとれない子どももいると思うので、安くかじ

などを手伝ってくれる団たいをつくってほしいです。 
中学２年 女性 していない 

足りないものがあったらしっかり補えるように対応してほしいです。子どもだけ

では出来ないことが世の中にはたくさんあるから。各市町村での情報、状況確認

をしてほしいです。 

中学２年 女性 していない 

色々事情はあるかもだけど一理にお金に困って家族のお世話をしている人もい

ると思うからそういう人に給付金をあげてほしい。 

こういうアンケートを定期的にとって生徒の家族との関係を知っておいてほし

い。 

中学２年 女性 していない 

24 時間受付可能な LINE 相談窓口 中学２年 女性 していない 

将来生きていくのにはある程度の学力や知識が必要だと思うので、もし自分の家

族のお世話で勉強をする時間がなかったりするのなら悩んでいる子供を 1 人で

抱え込ませない、居場所を作る事が必要だと思う。 

中学２年 女性 していない 

 

  

問２７ 家族のお世話をしている子どものために、必要だと思うことや、こうしてほしいと思

うこと、他にも困っていることがあれば自由に書いてください。 
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家族の世話をしている子どものために必要だと思うこと 学年 性別 家族の世話 

お世話する人(家政婦、介護士)の無料(有料でもいいかも)派遣。介護センターに

入ったりする時やその後の費用を、無償にする。と言って介護センターなどに、

入ることを推薦するチラシみたいなものを家のポスターに入れておく。 

中学２年 男性 していない 

子どもたちに、補助システムをつける。お金を支給する。お金を払わなくてもい

い、ヘルパーさんを家に呼べる環境にしてほしい。絶対学校でいわないでほしい。 
中学２年 男性 していない 

相談しやすい環境をつくって、どこに相談すればいいかなどを教える。 中学２年 男性 していない 

ヤングケアラーとまでは言えないが、ひとり親家庭で経済的に厳しく、家事の手

伝いをする時間がある（一般の家庭より、手伝いの負担が大きいなど）家庭につ

いてもヤングケアラーと似た状況が起こっている。発達障害のため人との関わり

に困難を抱えているため、家では落ち着いて過ごしたいため、家庭内への人的支

援よりも家事を効率的にできるよう経済的な支援が必要。例：食器洗浄器、ドラ

ム式先濯乾燥機購入費（それに必要な工事費修理費等含む） 

中学２年 男性 していない 

ヤングケアラーのストレス軽減と生活支援を市または県、国が推進する必要があ

ると強く感じる。 
中学２年 男性 していない 

家庭の状況を調査する団体が必要だと思う｡ 高校２年 女性 していない 

家事や家族の世話をしてくれるヘルパーさんの派遣が必要だと思います。特に、

本で、現在のヘルパーさんの中には、介護を受けている人の分の洗濯物しかしな

い、食事しか作らない人がいる、というのを見たので、その子のお世話や他の家

族(兄弟姉妹)の世話などもしてくれるヘルパーさんが必要だと思います。その子

が金銭的な問題からヘルパーさんが利用できない、ということにならないように

できるだけ低価格、もしくは無償で利用できるようにすると、もっと助かるのか

な、と思いました。 

高校２年 女性 していない 

デイサービスや訪問介護の時間が働いている家族の実態とあっていない。9 時半

以降から利用が出来ないところばかりで仕事をしている人が 8 時に出たとした

ら利用までの間の時間を働いてない子供が見るしかない。 

高校２年 女性 していない 

実際に現場で手伝ってくれる制度があることを知れるような環境を作ること 高校２年 女性 していない 

施設などだけでなく身近にいる人たちともっと交流ができ助け合うことが出来

る環境にするべき 
高校２年 女性 していない 

そう言った子供たちが家以外で過ごせる場所を増やすべき 高校２年 男性 していない 

家族の世話をしてるということはお金があまりないと考えられるので、一般的な

生活用品が良いと思う。また、学校に行くこともあまりできてない場合は教材が

必要だと思う。 

解説動画とかが付いてたらなお良い。 

（自分達で作った解説動画でもよいかも） 

高校２年 男性 していない 
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学校や周りの大人にしてもらいたいこと 学年 性別 家族の世話 

「まわりの友達はいいなあー」と思っていると思うので、もしかしたら死にたい

と思っている子もいるかもしれません。学校の先生がその子にたくさん声をかけ

てほしいです。家庭訪問をしたりして、その子を「１人じゃないから何でも言っ

てね」とたくさん声を掛けてほしいです。本当はやりたいことをやれずにガマン

しているかもしれません。心を開く手伝いをしてあげてほしいです。 

中学２年 女性 していない 

定期的な学校の先生や、悩みを聞いてくれる方と会話することが必要だと思う。 中学２年 女性 していない 

学校に家族のお世話をして来ることができていない子、遅刻、早退してしまう子

を把握することが必要。そのために、先生が家に訪問したり、遅刻、早退の理由

を聞くことが大切だと思う。そしてヤングケアラーの子がいたら、先生から市に

相談したり報告したりして、対しょしていくことが大切だと思う。きっと、悩み

が大きければ大きいほど相談できなかったり、相談窓口の番号を受話器に入れる

ことはできないと思う。だから、自分達で知り、行動することが必要だと思う。 

中学２年 女性 していない 

その子が学校を休むなら、学校の先生が家などを訪ねて、気づいてあげるべきだ

と思う。「こうしてほしい」の所は、その子の信頼できる先生であってほしいで

す。最近の悩みは、友達が全然学校に来なくなって、ＬＩＮＥとかもしてるけど、

きどく無視で、先生には、送ってあげてと言われるけど、正直どうしたらいいの

か分かりません。 

中学２年 女性 していない 

相談窓口があることを分かるようにするために、今以上に手紙などで知らせる。 

学校で、それらについての授業・講義などを行う。 
中学２年 男性 していない 

子どもに負担がかかって、睡眠不足等にならないためにも親戚の人などが一緒に

助け合うことが必要だと思います。 
高校２年 女性 していない 

学校側の配慮が必要だと思う 高校２年 女性 していない 

地域包括支援センターにもっと実態を知って欲しい。 高校２年 男性 していない 

自身の気持ちや困っている状況について 学年 性別 家族の世話 

家族の世話をすることは将来の自分の生活に役に立つと思うのでいいと思う 

自分の家族がみんな生きていくための家事や、その他諸々だと思うのでいいと思

う 

”家族のお世話”という言葉が少し引っかかった 

別に私は家事をしているだけで世話をしているわけではないので微妙だった 

この世には、私より”家族のお世話”で時間を取られていたり、精神的に苦しん

でいたりしている方々がたくさんいらっしゃるので、私ごときで文句を言ったり

被害者面したりしてはいけないんだと思っていて、今回のアンケートでなおさら

そのことを強く思った 

文句を言うのは家族やこの世にいるヤングケアラーに失礼だろうと思うので、気

を引き締めて取り組んでいきたい 

確かに、自分の家庭についての悩みや苦しみなどを人に話したいと思うことは多

いが、真面目に聞いてくれる人は少ないのが現状だ 

ただ、そういう話を人に話したいと言うのは最早自分がこれだけ頑張っている、

苦しんでいる、ということを人に示して自己満足したいだけ、のような気がして

申し訳なく思う 

高校２年 女性 している 

その他意見 学年 性別 家族の世話 

自分のまわりにはそういう人はいないので、深く考えた事は、ありませんでした。

新聞で「ヤングケアラー」という言葉を知って世の中には、大変な人がいるのだ

と知りました。 

中学２年 女性 していない 

このような調査票は家で書けない子もいるだろうから学校で書くようにする。 中学２年 女性 していない 
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 調査結果（学校） 

 回答者の属性 

（１） 学校種別 

図表ー１１８  学校種別 

 

 
 

 

 

 

（２） 学校規模（児童・生徒数） 

 

図表ー１１９  学校規模（児童・生徒数） 

 

 
 

 

 

（３） 回答者の役職 

図表ー１２０  回答者の役職 

 

 
 

  

全体(n=75) 53.3 26.7 20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校 中学校 高等学校等

全体(n=75) 17.3 42.7 32.0 6.7 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１２０人以下 １２１～４８０人以下 ４８１～８４０人以下

８４１～１２００人以下 １２００人以上

全体(n=75) 5.3 76.0 5.3 13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

校長 副校長・教頭 主幹教諭 その他

※高等専門学校は「高等学校等」に含む 
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 ＳＳＷの派遣・配置状況 

 

 

ＳＳＷの派遣・配置状況について聞いたところ、小学校、高等学校等ともに「その他」の割合が

最も高く、その内容は「月に１～２回程度派遣・配置している」や「必要に応じて派遣・配置して

いる」という内容の回答が多くを占めているが、中学校では「週に１日程度派遣・配置している」

（55.0％）が最も高くなっている。 

 

 

図表ー１２１  ＳＳＷの派遣・配置状況 

 

 
 

 

図表ー１２２  学校種別 ＳＳＷの派遣・配置状況 

 
 

  

全体(n=75) 1.3 28.0 49.3 21.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週に２日～４日派遣・配置している 週に１日程度派遣・配置している

その他 派遣・配置していない

単位：％

　
調
査
数

週
に
２
日
～
４
日
派
遣
・
配
置

し
て
い
る

週
に
１
日
程
度
派
遣
・
配
置
し

て
い
る

そ
の
他

派
遣
・
配
置
し
て
い
な
い

75 1.3 28.0 49.3 21.3

小学校 40 2.5 17.5 60.0 20.0

中学校 20 - 55.0 25.0 20.0

高等学校等 15 - 20.0 53.3 26.7

  全  体

学
校
種
別

問５（１） ＳＳＷの派遣・配置状況（令和５年９月末時点）をお伺いします。 
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 ＳＣの派遣・配置状況 

 

 

ＳＣの派遣・配置状況について聞いたところ、小学校、高等学校等ともに「その他」の割合が最

も高く、その内容は「月に１～２回程度派遣・配置している」や「必要に応じて派遣・配置してい

る」という内容の回答が多くを占めている。中学校では「週に１日程度派遣・配置している」（85.0％）

が最も高くなっている。 

 

 

図表ー１２３  ＳＣの派遣・配置状況 

 

 
 

 

図表ー１２４  学校種別 ＳＣの派遣・配置状況 

 
 

  

全体(n=75) 4.0 44.0 49.3 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週に２日～４日派遣・配置している 週に１日程度派遣・配置している

その他 派遣・配置していない

単位：％

　
調
査
数

週
に
２
日
～
４
日
派
遣
・
配
置

し
て
い
る

週
に
１
日
程
度
派
遣
・
配
置
し

て
い
る

そ
の
他

派
遣
・
配
置
し
て
い
な
い

75 4.0 44.0 49.3 2.7

小学校 40 - 27.5 67.5 5.0

中学校 20 5.0 85.0 10.0 -

高等学校等 15 13.3 33.3 53.3 -

  全  体

学
校
種
別

問５（２） ＳＣの派遣・配置状況（令和５年９月末時点）をお伺いします。 
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 校内で共有している子どものケース 

 

 

 校内で共有している子どものケースについて聞いたところ、「学校を休みがちである」（96.0％）

の割合が最も高く、次いで「精神的な不安定さがある」（89.3％）、「遅刻や早退が多い」（86.7％）

となっている。 

 

 

図表ー１２５  校内で共有している子どものケース 

 

 
 

 

図表ー１２６  学校種別 校内で共有している子どものケース 

  

学校を休みがちである

精神的な不安定さがある

遅刻や早退が多い

保健室で過ごしていることが多い

身だしなみが整っていない

宿題や持ち物の忘れ物が多い

学校に必要なものを家庭から
用意してもらえない

学力が低下している

校納金が遅れる、未払い

保護者の承諾が必要な書類等の
提出遅れや提出忘れが多い

修学旅行や宿泊行事等を欠席する

部活を途中でやめてしまった

その他

無回答

96.0

89.3

86.7

72.0

45.3

44.0

44.0

41.3

41.3

36.0

33.3

17.3

5.3

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=75)

単位：％

　
調
査
数

学
校
を
休
み
が
ち
で
あ
る

遅
刻
や
早
退
が
多
い

保
健
室
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と

が
多
い

精
神
的
な
不
安
定
さ
が
あ
る

身
だ
し
な
み
が
整
っ
て
い
な
い

学
力
が
低
下
し
て
い
る

宿
題
や
持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多

い 保
護
者
の
承
諾
が
必
要
な
書
類

等
の
提
出
遅
れ
や
提
出
忘
れ
が

多
い

学
校
に
必
要
な
も
の
を
家
庭
か

ら
用
意
し
て
も
ら
え
な
い

部
活
を
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ

た 修
学
旅
行
や
宿
泊
行
事
等
を
欠

席
す
る

校
納
金
が
遅
れ
る
、
未
払
い

そ
の
他

無
回
答

75 96.0 86.7 72.0 89.3 45.3 41.3 44.0 36.0 44.0 17.3 33.3 41.3 5.3 1.3

小学校 40 95.0 90.0 57.5 85.0 47.5 42.5 50.0 40.0 52.5 - 22.5 40.0 5.0 2.5

中学校 20 100.0 85.0 95.0 95.0 45.0 40.0 35.0 40.0 45.0 40.0 65.0 40.0 5.0 -

高等学校等 15 93.3 80.0 80.0 93.3 40.0 40.0 40.0 20.0 20.0 33.3 20.0 46.7 6.7 -

  全  体

学
校
種
別

問６ 下記の児童・生徒について校内で共有しているケースはありますか。 
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 情報共有・対応の検討体制 

 

 

 情報共有・対応の検討体制について聞いたところ、小学校では「生徒指導部会・特別支援教育部

会」（80.5％）、中学校では「生徒指導部会・特別支援教育部会」と「学年会」（95.0％）が同率で、

高等学校等では「学年会」（73.3％）の割合が最も高くなっている。 

 

 

図表ー１２７  情報共有・対応の検討体制 

 

 
 

 

図表ー１２８  学校種別 情報共有・対応の検討体制 

 
  

生徒指導部会・特別支援教育部会

学年会

ケース会議

不登校に関する対策会議

個別に検討している

その他

無回答

81.3

65.3

64.0

60.0

46.7

12.0

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=75)

単位：％

　
調
査
数

学
年
会

生
徒
指
導
部
会
・
特
別
支
援
教

育
部
会

ケ
ー
ス
会
議

不
登
校
に
関
す
る
対
策
会
議

個
別
に
検
討
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

75 65.3 81.3 64.0 60.0 46.7 12.0 1.3

小学校 40 47.5 85.0 75.0 82.5 42.5 7.5 2.5

中学校 20 95.0 95.0 60.0 50.0 60.0 5.0 -

高等学校等 15 73.3 53.3 40.0 13.3 40.0 33.3 -

  全  体

学
校
種
別

問７ 校内ではどのような体制で情報共有・対応の検討を行っていますか。 
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 学年会の頻度 

 

 

学年会で情報共有・対応の検討を行っていると回答した学校に、学年会の頻度について聞いた結

果は以下のとおりである。 

 

 

図表ー１２９  学年会の頻度 

 

 
 

 

図表ー１３０  学校種別 学年会の頻度 

 
  

全体(n=49) 67.3 10.2 18.4

0.0 0.0 

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎週 ２週間に１回程度 月に１回程度

半年に１回程度 年に１回程度 適宜

単位：％

　
調
査
数

毎
週

２
週
間
に
１
回
程
度

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

適
宜

無
回
答

49 67.3 10.2 18.4 - - 4.1 -

小学校 19 94.7 - - - - 5.3 -

中学校 19 31.6 26.3 36.8 - - 5.3 -

高等学校等 11 81.8 - 18.2 - - - -

  全  体

学
校
種
別

問８ 学年会の頻度はどれくらいですか。 
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 生徒指導部会・特別支援教育部会の頻度 

 

 

生徒指導部会・特別支援教育部会で情報共有・対応の検討を行っていると回答した学校に、生徒

指導部会・特別支援教育部会の頻度について聞いた結果は以下のとおりである。 

 

 

図表ー１３１  生徒指導部会・特別支援教育部会の頻度 

 

 
 

 

図表ー１３２  学校種別 生徒指導部会・特別支援教育部会の頻度 

 
  

全体(n=61) 31.1 3.3 59.0

0.0 0.0 

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎週 ２週間に１回程度 月に１回程度

半年に１回程度 年に１回程度 適宜

単位：％

　
調
査
数

毎
週

２
週
間
に
１
回
程
度

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

適
宜

無
回
答

61 31.1 3.3 59.0 - - 6.6 -

小学校 34 - 2.9 91.2 - - 5.9 -

中学校 19 89.5 5.3 5.3 - - - -

高等学校等 8 25.0 - 50.0 - - 25.0 -

  全  体

学
校
種
別

問８ 生徒指導部会・特別支援教育部会の頻度はどれくらいですか。 
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 ケース会議の頻度 

 

 

ケース会議で情報共有・対応の検討を行っていると回答した学校に、ケース会議の頻度について

聞いたところ、中学校と高等学校等では「適宜」の割合が最も高く、小学校では「月に１回程度」

（53.3％）の割合が最も高くなっている。 

 

 

図表ー１３３  ケース会議の頻度 

 

 
 

 

図表ー１３４  学校種別 ケース会議の頻度 

 
  

全体(n=48)

0.0 

2.1 35.4 2.1 

0.0 

58.3 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎週 ２週間に１回程度 月に１回程度

半年に１回程度 年に１回程度 適宜

無回答

単位：％

　
調
査
数

毎
週

２
週
間
に
１
回
程
度

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

適
宜

無
回
答

48 - 2.1 35.4 2.1 - 58.3 2.1

小学校 30 - - 53.3 3.3 - 43.3 -

中学校 12 - 8.3 8.3 - - 83.3 -

高等学校等 6 - - - - - 83.3 16.7

  全  体

学
校
種
別

問８ ケース会議の頻度はどれくらいですか。 
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 不登校に関する対策会議の頻度 

 

 

不登校に関する対策会議で情報共有・対応の検討を行っていると回答した学校に、不登校に関す

る対策会議の頻度について聞いた結果は以下のとおりである。 

 

 

図表ー１３５  不登校に関する対策会議の頻度 

 

 
 

 

図表ー１３６  学校種別 不登校に関する対策会議の頻度 

 
  

全体(n=45) 13.3 6.7 73.3

0.0 0.0 

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎週 ２週間に１回程度 月に１回程度

半年に１回程度 年に１回程度 適宜

単位：％

　
調
査
数

毎
週

２
週
間
に
１
回
程
度

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

適
宜

無
回
答

45 13.3 6.7 73.3 - - 6.7 -

小学校 33 - 3.0 93.9 - - 3.0 -

中学校 10 60.0 20.0 10.0 - - 10.0 -

高等学校等 2 - - 50.0 - - 50.0 -

  全  体

学
校
種
別

問８ 不登校に関する対策会議の頻度はどれくらいですか。 
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 その他の会議の頻度 

 

 

その他の会議で情報共有・対応の検討を行っていると回答した学校に、その他の会議の頻度につ

いて聞いた結果は以下のとおりである。 

 

 

図表ー１３７  その他の会議の頻度 

 

 
 

 

図表ー１３８  学校種別 その他の会議の頻度 

 
  

全体(n=9) 22.2 11.1 22.2 11.1 

0.0 0.0 

33.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎週 ２週間に１回程度 月に１回程度

半年に１回程度 年に１回程度 適宜

無回答

単位：％

　
調
査
数

毎
週

２
週
間
に
１
回
程
度

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

適
宜

無
回
答

9 22.2 11.1 22.2 11.1 - - 33.3

小学校 3 - - 33.3 33.3 - - 33.3

中学校 1 100.0 - - - - - -

高等学校等 5 20.0 20.0 20.0 - - - 40.0

  全  体

学
校
種
別

問８ その他の会議の頻度はどれくらいですか。 



第４章 調査結果（学校） 

92 

 

 情報共有・対応の検討の体制・方法（自由記述） 

 

 

 

情報共有・対応の検討の体制・方法についての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー１３９  情報共有・対応の検討の体制・方法（自由記述） 

 

※全回答ではなく、一部回答を抜粋して掲載 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
内容 学校種別 

月 1 回の定例会、週一回の終礼、学期に 1 回の生徒指導情報交換会を定例としている。 

随時、共有している欠席連絡表と児童の様子を保健部と生徒指導部、管理職が確認を行ない、発信し

ている。 

小学校 

体制：各学年１名、特別支援学級代表１名、いじめ・不登校担当主任、主幹教諭、養護教諭、管理職 

情報共有の方法：月１回の生活アンケートの児童回答の内容、今月の出席状況、保護者や関係機関か

ら得た情報等を共有し、各児童の対応方針や必要な支援について協議している。 

小学校 

学年会…該当学年の各担任。子どもの情報交換と今後の支援の確認。 

生徒指導部会…管理職と養護教諭、各学年部会員。アンケートと教育相談の結果から気になる子につ

いての情報交換と今後の支援の確認。 

かてこ相談会…管理職、養護教諭、生徒指導サポーター、地域主任児童委員、地域教育相談員、家庭子

ども相談課職員、ＳＳＷ。特に支援を要する子どもについての情報交換と今後の支援の確認。 

いじめ不登校対策委員会…管理職と養護教諭、各学年部会員。統計と教育相談の結果から気になる子

についての情報交換と今後の支援の確認。 

校内研修…全職員。事前に各職員が気になる子の情報をまとめ、会では一人ずつ報告を行い、共通理

解と今後の支援を確認。 

小学校 

月に１度のいじめ・不登校対策委員会、人権・同和教育研修会で気になる児童について、実態を共有

し、具体的な対方策について検討している。校長、教頭、委員を中心に委員会を行い、検討した内容に

ついては、終礼、人権・同和教育研修会、職員会議等で共通理解している。 

小学校 

支援が必要な児童について、担任や特別支援教育コーディネーターや児童支援担当等から管理職へ相

談があった内容については、定例の特別支援委員会やいじめ・不登校対策委員会で検討している。緊

急を要すると判断したことについては、臨時で委員会を開き、対応を検討している。また、話し合っ

た内容や対応については、毎週 1 回実施の連絡会、または月 1 回実施の職員会議で情報共有して、組

織的に共通理解のもとで対応するようにしている。 

小学校 

気になる生徒については随時、学年内で情報共有するとともに、月１回の学年会議で情報共有、対応

を協議している。学年の生徒指導担当が各学年の情報を週１回の生徒指導部会に報告し、情報を共有

するとともに、必要な対応を協議している。その中で、緊急性、重要性が高い事案については、適宜、

校長、教頭、生徒指導筋、養護教諭、学年主任、担任、関係職員で会議を開き、情報共有、対応の協議

を行っている。 

中学校 

担任及び特別支援コーディネーターを中心に生徒の状態を把握し、週 1 回行われている学年会及び生

徒支援委員会で情報を共有しており、家庭訪問等も実施している。また必要に応じ、外部の行政機関

（子育て支援課、子どもサポートセンター、児童相談所等）、中学校とも連携し、情報収集に努めてい

る。 

高等学校 

 

  

問９ 問６のケースについて、貴校ではどのような体制・方法で情報共有・対応の検討を行っ

ていますか。関わる教職員、情報共有や検討の方法について、具体的にお教えください。 
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内容 学校種別 

各学年 1 クラス 10 名前後の少人数なので、生徒の情報等については、職員室内で常に情報を交換する

とともに、毎週月曜日に定例の「生徒情報交換会」を開き、生徒に関する様々な情報や気づいた点等

を養護教諭を交えて全職員で共有している。 

高等学校 

●回数：月に１回開催 

●会議名：修学支援委員会 兼 特別支援教育推進委員会 

●係わる教員・参加者：スクールソーシャルワーカー、 

教頭、生徒指導主事、1 学年主任、2 学年主任、3 学年主任、養護教諭、修学支援担当教員、特別支援

教育コーディネーター 

●情報共有・検討方法：「生徒学校生活アンケート」等から担任・学年主任が共有すべき事象を精査し、

重要な事項を「学年団生徒支援シート」に記載して検討課題として会議で協議します。生徒への支援

状況、生徒・保護者のサポート希望を共有し、今後の対応の方向性を出し合い、実際に対応に持って

いきます。 

高等学校 
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 学校以外の関係機関との連携体制（要保護児童対策地域協議会の登録ケース） 

 

 

 

 

 

要保護児童対策地域協議会の登録ケースにおける学校以外の関係機関との連携体制の有無につ

いて聞いたところ、小学校では「ある」（52.5％）の割合が最も高いが、中学校、高等学校等では

「特にない」の割合の方が高くなっている。 

 

 

図表ー１４０  学校以外の関係機関との連携体制の有無 

（要保護児童対策地域協議会の登録ケース） 

 

 
 

 

図表ー１４１  学校種別 学校以外の関係機関との連携体制の有無 

（要保護児童対策地域協議会の登録ケース） 

 
  

全体(n=75) 45.3 53.3 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある 特にない 無回答

単位：％

　
調
査
数

あ
る

特
に
な
い

無
回
答

75 45.3 53.3 1.3

小学校 40 52.5 45.0 2.5

中学校 20 45.0 55.0 -

高等学校等 15 26.7 73.3 -

  全  体

学
校
種
別

問１０ 問６のケースについて、学校以外の関係機関と連携して、必要に応じて情報共有や対

応の検討を行うための体制がありますか。要保護児童対策地域協議会の登録ケースに

ついてお答えください。また、連携体制がある場合は、連携する関係機関を選択肢か

らお選びください。 
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要保護児童対策地域協議会の登録ケースにおける連携体制のある学校以外の関係機関について

聞いたところ、小学校と中学校では「市子ども未来部」、「児童相談所」などの割合が高くなってい

るが、高等学校等では「市子ども未来部」、「医療機関」などの割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１４２  学校種別 連携体制のある学校以外の関係機関 

（要保護児童対策地域協議会の登録ケース） 

 
  

単位：％

　
調
査
数

児
童
相
談
所

市
子
ど
も
未
来
部

市
（
上
記
以
外
）

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関

（
少
年
院
、
保
護
観
察
所
な

ど
）

医
療
機
関

訪
問
看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
・
教
育
委
員
会

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど

校
外
教
育
支
援
教
室
「
ら
る

ご
」

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

34 67.6 82.4 17.6 8.8 35.3 5.9 50.0 11.8 5.9 2.9 5.9 8.8

小学校 21 71.4 85.7 19.0 9.5 33.3 4.8 42.9 14.3 4.8 - 9.5 9.5

中学校 9 77.8 77.8 22.2 11.1 33.3 11.1 77.8 11.1 11.1 11.1 - 11.1

高等学校等 4 25.0 75.0 - - 50.0 - 25.0 - - - - -

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団

体
・
施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

- 2.9 - - 2.9 - - 2.9 52.9 5.9 2.9 5.9 2.9

小学校 - - - - 4.8 - - 4.8 52.4 4.8 - 9.5 -

中学校 - 11.1 - - - - - - 77.8 11.1 11.1 - 11.1

高等学校等 - - - - - - - - - - - - -

学
校
種
別

  全  体

  全  体

学
校
種
別
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 学校以外の関係機関との連携体制（不登校のケース） 

 

 

 

 

不登校のケースにおける学校以外の関係機関との連携体制の有無について聞いたところ、小学校

と中学校では「ある」の割合が高いが、高等学校等では「特にない」の割合の方が高くなっている。 

 

 

図表ー１４３  学校以外の関係機関との連携体制の有無 

（不登校のケース） 

 

 
 

 

図表ー１４４  学校種別 学校以外の関係機関との連携体制の有無 

（不登校のケース） 

 
  

全体(n=75) 70.7 28.0 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある 特にない 無回答

単位：％

　
調
査
数

あ
る

特
に
な
い

無
回
答

75 70.7 28.0 1.3

小学校 40 75.0 25.0 -

中学校 20 80.0 15.0 5.0

高等学校等 15 46.7 53.3 -

  全  体

学
校
種
別

問１０ 問６のケースについて、学校以外の関係機関と連携して、必要に応じて情報共有や対

応の検討を行うための体制がありますか。不登校のケースについてお答えください。

また、連携体制がある場合は、連携する関係機関を選択肢からお選びください。 
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不登校のケースにおける連携体制のある学校以外の関係機関について聞いたところ、小学校と中

学校では「市子ども未来部」、「関係小学校・中学校・高等学校・教育委員会」などの割合が高くな

っているが、高等学校等では「市子ども未来部」、「医療機関」などの割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１４５  学校種別 連携体制のある学校以外の関係機関 

（不登校のケース） 

 
  

単位：％

　
調
査
数

児
童
相
談
所

市
子
ど
も
未
来
部

市
（
上
記
以
外
）

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関

（
少
年
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、
保
護
観
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所
な

ど
）

医
療
機
関

訪
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護
事
業
所

関
係
小
学
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中
学
校
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高
等

学
校
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教
育
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会
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育
園
・
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ど
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外
教
育
支
援
教
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「
ら
る

ご
」

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

53 39.6 66.0 22.6 1.9 34.0 5.7 58.5 7.5 35.8 15.1 1.9 -

小学校 30 33.3 70.0 26.7 3.3 30.0 10.0 60.0 13.3 23.3 13.3 3.3 -

中学校 16 50.0 68.8 18.8 - 37.5 - 68.8 - 75.0 25.0 - -

高等学校等 7 42.9 42.9 14.3 - 42.9 - 28.6 - - - - -

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団

体
・
施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

3.8 - - - - - - 1.9 45.3 11.3 1.9 13.2 1.9

小学校 6.7 - - - - - - 3.3 60.0 13.3 - 16.7 -

中学校 - - - - - - - - 37.5 12.5 6.3 6.3 6.3

高等学校等 - - - - - - - - - - - 14.3 -

学
校
種
別

  全  体

  全  体

学
校
種
別
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 学校以外の関係機関との連携体制（それ以外のケース） 

 

 

 

 

それ以外のケースにおける学校以外の関係機関との連携体制の有無について聞いたところ、いず

れの学校も「特にない」の割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１４６  学校以外の関係機関との連携体制の有無 

（それ以外のケース） 

 

 
 

 

図表ー１４７  学校種別 学校以外の関係機関との連携体制の有無 

（それ以外のケース） 

 
  

全体(n=75) 34.7 62.7 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある 特にない 無回答

単位：％

　
調
査
数

あ
る

特
に
な
い

無
回
答

75 34.7 62.7 2.7

小学校 40 30.0 67.5 2.5

中学校 20 40.0 55.0 5.0

高等学校等 15 40.0 60.0 -

  全  体

学
校
種
別

問１０ 問６のケースについて、学校以外の関係機関と連携して、必要に応じて情報共有や対

応の検討を行うための体制がありますか。それ以外のケースについてお答えください。

また、連携体制がある場合は、連携する関係機関を選択肢からお選びください。 
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それ以外のケースにおける連携体制のある学校以外の関係機関について聞いたところ、小学校で

は「市子ども未来部」（83.3％）、「児童相談所」（58.3％）、「民生委員・主任児童委員」（50.0％）が

上位を占め、中学校では「市子ども未来部」と「児童相談所」が同率（62.5％）、「医療機関」「関係

小学校・中学校・高等学校・教育委員会」が同率（50.0％）で上位を占めている。高等学校等では

「市子ども未来部」（66.7％）、「児童相談所」と「関係小学校・中学校・高等学校・教育委員会」が

同率（50.0％）で上位を占めている。 

 

 

図表ー１４８  学校種別 連携体制のある学校以外の関係機関 

（それ以外のケース） 

 
  

単位：％

　
調
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司
法
関
係
機
関

（
少
年
院
、
保
護
観
察
所
な

ど
）

医
療
機
関

訪
問
看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
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ら
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障
害
者
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事
業
所

26 57.7 73.1 30.8 11.5 34.6 - 46.2 7.7 7.7 - 3.8 3.8

小学校 12 58.3 83.3 33.3 8.3 33.3 - 41.7 8.3 - - 8.3 8.3

中学校 8 62.5 62.5 25.0 12.5 50.0 - 50.0 12.5 25.0 - - -

高等学校等 6 50.0 66.7 33.3 16.7 16.7 - 50.0 - - - - -

発
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主
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岡
県
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国
人
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そ
の
他

無
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答

11.5 - - - - - - 3.8 26.9 3.8 3.8 - 3.8

小学校 8.3 - - - - - - - 50.0 - - - -

中学校 25.0 - - - - - - - 12.5 12.5 12.5 - 12.5

高等学校等 - - - - - - - 16.7 - - - - -

学
校
種
別

  全  体

  全  体

学
校
種
別
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 ヤングケアラーという概念の認識 

 

 

ヤングケアラーという概念の認識について聞いたところ、小学校と中学校では「言葉は知ってい

るが、学校としては特別な対応をしていない」割合よりも「言葉を知っており、学校として意識し

て対応している」割合が高くなっているが、高等学校等では逆の結果になっている。 

 

 

図表ー１４９  ヤングケアラーという概念の認識 

 

 
 

 

図表ー１５０  学校種別 ヤングケアラーという概念の認識 

 
  

全体(n=75) 0.0

0.0

41.3 58.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉を知らない

言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない

言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない

言葉を知っており、学校として意識して対応している

単位：％

　
調
査
数

言
葉
を
知
ら
な
い

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
知
ら
な
い

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
学
校

と
し
て
は
特
別
な
対
応
を
し
て

い
な
い

言
葉
を
知
っ
て
お
り
、
学
校
と

し
て
意
識
し
て
対
応
し
て
い
る

75 - - 41.3 58.7

小学校 40 - - 37.5 62.5

中学校 20 - - 35.0 65.0

高等学校等 15 - - 60.0 40.0

  全  体

学
校
種
別

問１１ 貴校ではヤングケアラーという概念を認識していますか。 
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 ヤングケアラーの実態把握状況 

 

 

 

ヤングケアラーについて「言葉を知っており、学校として意識して対応している」と回答した学

校に、ヤングケアラーの実態把握状況について聞いたところ、いずれの学校も「把握している」割

合が30％を超えていた。しかし、中学校では60％以上の学校が「『ヤングケアラー』と思われる子ど

もはいるが、その実態は把握していない」と回答し、小学校と高等学校等では「該当する子どもは

いない（これまでもいなかった）」割合が共に40％を超えていた。 

 

 

図表ー１５１  ヤングケアラーの実態把握状況 

 

 
 

 

図表ー１５２  学校種別 ヤングケアラーの実態把握状況 

 
  

全体(n=44) 31.8 36.4 31.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

把握している

「ヤングケアラー」と思われる子どもはいるが、その実態は把握していない

該当する子どもはいない（これまでもいなかった）

単位：％

　
調
査
数

把
握
し
て
い
る

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
は
い
る
が
、
そ
の

実
態
は
把
握
し
て
い
な
い

該
当
す
る
子
ど
も
は
い
な
い

（
こ
れ
ま
で
も
い
な
か
っ
た
）

44 31.8 36.4 31.8

小学校 25 32.0 28.0 40.0

中学校 13 30.8 61.5 7.7

高等学校等 6 33.3 16.7 50.0

  全  体

学
校
種
別

問１２ 問１１で「４．言葉を知っており、学校として意識して対応している」と回答した方に

お伺いします。ヤングケアラーと思われる児童・生徒の実態を把握していますか。 
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 ヤングケアラーの把握方法 

 

 

 

ヤングケアラーについて「把握している」と回答した学校に、ヤングケアラーの把握方法につい

て聞いたところ、「特定のツールはないが、児童生徒や保護者の話や様子から把握している」

（100.0％）の割合が最も高く、次いで「アセスメントシートやチェックリストなどのツールを用い

ている」と「その他」（ともに7.1％）となっている。 

 

 

図表ー１５３  ヤングケアラーの把握方法 

 

 
 

 

図表ー１５４  学校種別 ヤングケアラーの把握方法 

 
  

特定のツールはないが、児童
生徒や保護者の話や様子から

把握している

アセスメントシートやチェック
リストなどのツールを用いている

その他

100.0

7.1

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=14)

単位：％

　
調
査
数

ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
の
ツ
ー

ル
を
用
い
て
い
る

特
定
の
ツ
ー
ル
は
な
い
が
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
の
話
や
様
子

か
ら
把
握
し
て
い
る
。

そ
の
他

14 7.1 100.0 7.1

小学校 8 12.5 100.0 -

中学校 4 - 100.0 -

高等学校等 2 - 100.0 50.0

  全  体

学
校
種
別

問１３ 問１２で「１．把握している」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーと思われ

る児童・生徒をどのように把握していますか。 
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 ヤングケアラーの実態把握において工夫・苦慮していること（自由記述） 

 

 

 

 ヤングケアラーの実態把握において工夫・苦慮していることについての自由記述は以下のとお

り。 

 

 

図表ー１５５  ヤングケアラーの実態把握において工夫・苦慮していること（自由記述） 

 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
内容 学校種別 

児童も本当のことを言わない部分もあるので、兄弟関係からの聞き取りをしている。 小学校 

毎朝、登校状態（服装，髪，歯）を担任や校長、生徒指導サポーターが確認をしている。特に、持ち物

に関しては、予備を準備し、いつでも対応できるようにしている。 
小学校 

工夫していることは、対象児童の置かれた現状を否定せず、気持ちを大切にしながら話を聞くこと。

保護者への支援の場の紹介。難しいことは、家庭への連絡がつながりにくく、継続的な遅刻・欠席の

減少につながりにくいこと。 

小学校 

子どもとの信頼関係を作り、話をしっかり聞くようにしている。 小学校 

担任との自然なやり取りの中から実態を把握するようにしている。 

児童が母親から口止めをされているのかあまり話そうとしないため、情報を得ることが難しい。 
小学校 

本人（子ども）の話と実態とがどのくらい合っているのかの把握が難しい。 小学校 

朝の登校の様子、アンケート、教育相談 小学校 

支援が必要な児童対応と同じように、生徒指導サポーター、児童支援担当教員、養護教諭が担任と連

携し、対応している。月１回程度、ケース会議や生徒指導部会を行い、共通理解を図ることや対応策

の協議を行っている。担任は、電話連絡や家庭訪問等を行い、家庭と連絡を取り合っている。特に、日

頃の子どもの様子を担任、担任外が連携し、確認している。 

小学校 

毎月一度の学校生活アンケートの項目に「親や家族の言葉や態度で傷ついたり、いやな思いをしたり

していませんか」を入れ、チェックがあれば個人面談を行っている。また、保健室で子どもたちが何

気ない会話の中で家庭の不満や心の不安を発した際に、積極的に SC につなぐようにしている。 

中学校 

〈工夫していること〉 

発見や実態把握のために、生徒からの話を継続的によく聞くようにすること。 

〈難しいこと〉 

保護者に問題意識が薄いこと。 

中学校 

学校だけで判断・対応せず、SSW や行政と会議をし対応していった。 中学校 

小学校からの情報を基に、中学校においても担任による見守りや声かけを行っている。 中学校 

工夫・・保護者の様子と子どもの様子の両方を見るようにしている。保護者に関しては、行政と連携

ができている場合は、そちらの方から主に支援してもらっている。子どもに関しては、ケースごとに

必要な支援を考え、特別支援コーディネーターを中心に対応している。 

難しい点・・保護者も子どももヤングケアラーという認識がない場合がある。家庭にあまり要求でき

ないので、見守るしかない場合があるなど、もどかしい時がある。 

高等学校 

 

  

問１４ 問１２で「１．把握している」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーの実態把

握に取り組む際に工夫していること・難しいことについて具体的にお教えください。 
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 ヤングケアラーと思われる子どもの有無 

 

 

 

ヤングケアラーと思われる子どもの有無について聞いたところ、小学校では「いない」（45.0％）、

中学校では「いる」（45.0％）の割合が最も高いが、高等学校等では「わからない」（40.0％）が最

も高い割合となっている。 

 

 

図表ー１５６  ヤングケアラーと思われる子どもの有無 

 

 
 

 

図表ー１５７  学校種別 ヤングケアラーと思われる子どもの有無 

 
  

全体(n=75) 40.0 37.3 22.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない わからない

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

わ
か
ら
な
い

75 40.0 37.3 22.7

小学校 40 40.0 45.0 15.0

中学校 20 45.0 30.0 25.0

高等学校等 15 33.3 26.7 40.0

  全  体

学
校
種
別

問１５ ヤングケアラーの定義を踏まえてお答えください。現在、貴校にヤングケアラーと思

われる（該当する可能性のある）児童・生徒はいますか。 
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 ヤングケアラーと思われる子どもの状況 

 

 

 

ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に、ヤングケアラーと思われる子ど

もの状況について聞いたところ、いずれの学校も「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をして

いる」の割合が最も高かった。次いで小学校では「障害や病気のある家族の身の回りの世話をして

いる」（18.8％）となっており、中学校では「障害や病気のある家族に代わり、家事をしている」

（22.2％）、高等学校等では「障害や病気のある家族に代わり、家事をしている」、「家計を支えるた

めに労働をして、障害や病気のある家族を助けている」が同率（40.0％）となっている。 

 

図表ー１５８  ヤングケアラーと思われる子どもの状況 

 

 
 

 

図表ー１５９  学校種別 ヤングケアラーと思われる子どもの状況 

  

家族の代わりに、幼い
きょうだいの世話をしている

障害や病気のある家族に
代わり、家事をしている

目を離せない家族の見守りや
声がけをしている

家族の通訳をしている
（日本語や手話など）

障害や病気のある家族の
身の回りの世話をしている

家族の代わりに、障害や病気の
あるきょうだいの世話をしている

家計を支えるために労働をして、
障害や病気のある家族を

助けている

アルコール・薬物・ギャンブル
などの問題のある家族に

対応している

病気の家族の看病をしている

障害や病気のある家族の入浴や
トイレの介助をしている

その他

86.7

20.0

10.0

10.0

10.0

6.7

6.7

-

-

-

3.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=30)

単位：％

　
調
査
数

障
害
や
病
気
の
あ
る
家
族
に
代

わ
り
、
家
事
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
幼
い
き
ょ

う
だ
い
の
世
話
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
障
害
や
病

気
の
あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
世
話

を
し
て
い
る

目
を
離
せ
な
い
家
族
の
見
守
り

や
声
が
け
を
し
て
い
る

家
族
の
通
訳
を
し
て
い
る
（
日

本
語
や
手
話
な
ど
）

家
計
を
支
え
る
た
め
に
労
働
を

し
て
、
障
害
や
病
気
の
あ
る
家

族
を
助
け
て
い
る

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
の
問
題
の
あ
る
家
族

に
対
応
し
て
い
る

病
気
の
家
族
の
看
病
を
し
て
い

る 障
害
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
身

の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る

障
害
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
入

浴
や
ト
イ
レ
の
介
助
を
し
て
い

る そ
の
他

30 20.0 86.7 6.7 10.0 10.0 6.7 - - 10.0 - 3.3

小学校 16 12.5 93.8 6.3 12.5 12.5 - - - 18.8 - 6.3

中学校 9 22.2 88.9 11.1 - 11.1 - - - - - -

高等学校等 5 40.0 60.0 - 20.0 - 40.0 - - - - -

  全  体

学
校
種
別

問１６ 問１５で「１．いる」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーと思われる児童・

生徒の状況は下記のうちどれですか。 
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 外部の支援につないだケースの有無 

 

 

 

 

ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に、外部の支援につないだケースの

有無について聞いたところ、小学校では「要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある」

（50.0％）の割合が最も高く、中学校と高等学校等では、「要保護児童対策地域協議会に通告したケ

ースがある」と「外部の支援にはつないでいない（学校内で対応している）」が同率で最も高かっ

た。また、いずれの学校も「要保護児童対策地域協議会に通告はしていないが、学校以外の外部の

支援につないだケースがある」の割合は最も低くなっている。 

 

 

図表ー１６０  外部の支援につないだケースの有無 

 

 
 

 

図表ー１６１  学校種別 外部の支援につないだケースの有無 

 
  

要保護児童対策地域協議会に
通告したケースがある

外部の支援にはつないでいない
（学校内で対応している）

要保護児童対策地域協議会に通告
はしていないが、学校以外の外部

の支援につないだケースがある

46.7

40.0

13.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=30)

単位：％

　
調
査
数

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

に
通
告
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

に
通
告
は
し
て
い
な
い
が
、
学

校
以
外
の
外
部
の
支
援
に
つ
な

い
だ
ケ
ー
ス
が
あ
る

外
部
の
支
援
に
は
つ
な
い
で
い

な
い
（
学
校
内
で
対
応
し
て
い

る
）

30 46.7 13.3 40.0

小学校 16 50.0 12.5 37.5

中学校 9 44.4 11.1 44.4

高等学校等 5 40.0 20.0 40.0

  全  体

学
校
種
別

問１７ 問１５で「１．いる」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーと思われる児童・

生徒について、具体的に学校以外の外部（教育委員会、役所、要保護児童対策協議会 

など）の支援につないだケースはありますか。 
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 外部の支援につながなかった理由 

 

 

 

外部の支援にはつないでいないと回答した学校に、外部の支援につながなかった理由について聞

いたところ、「実態を把握している段階であるため」と「家庭内の様子が分からず、確証がないた

め」と「その他」（ともに41.7％）の割合が最も高く、次いで「学校内で対応できているから」（16.7％）

となっている。 

 

 

図表ー１６２  外部の支援につながなかった理由 

 

 
 

 

図表ー１６３  学校種別 外部の支援につながなかった理由 

  

実態を把握している
段階であるため

家庭内の様子が分からず、
確証がないため

学校内で対応できているから

外部の支援につなぐほどの
課題がないと思われるため

保護者との連携や関係者による
支援を得られているため

本人から誰にも知られたくない
と伝えられているから

つなぎ先が分からないため

その他

41.7

41.7

16.7

8.3

8.3

-

-

41.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=12)

単位：％

　
調
査
数

学
校
内
で
対
応
で
き
て
い
る
か

ら 外
部
の
支
援
に
つ
な
ぐ
ほ
ど
の

課
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め

保
護
者
と
の
連
携
や
関
係
者
に

よ
る
支
援
を
得
ら
れ
て
い
る
た

め 実
態
を
把
握
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
た
め

家
庭
内
の
様
子
が
分
か
ら
ず
、

確
証
が
な
い
た
め

本
人
か
ら
誰
に
も
知
ら
れ
た
く

な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

つ
な
ぎ
先
が
分
か
ら
な
い
た
め

そ
の
他

12 16.7 8.3 8.3 41.7 41.7 - - 41.7

小学校 6 16.7 16.7 - 33.3 50.0 - - 50.0

中学校 4 25.0 - 25.0 50.0 25.0 - - 50.0

高等学校等 2 - - - 50.0 50.0 - - -

  全  体

学
校
種
別

問１８ 問１７で「３．外部の支援にはつないでいない（学校内で対応している）」と回答した

方にお伺いします。その理由を教えてください。 
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 要保護児童対策地域協議会に通告したケース 

 

 

 

要保護児童対策地域協議会に通告したケースについては以下のとおり。 

 

 

図表ー１６４  要保護児童対策地域協議会に通告したケース 

 

※個別の回答を抜粋して掲載 

 
 

  

男性

● 女性

その他

● 学校を休みがちである

● 遅刻や早退が多い

保健室で過ごしていることが多い

● 精神的な不安定さがある

身だしなみが整っていない

● 学力が低下している

宿題や持ち物の忘れ物が多い

● 保護者の承諾が必要な書類等の提出遅れや提出忘れが多い

● 学校に必要なものを家庭から用意してもらえない

部活を途中でやめてしまった

修学旅行や宿泊行事等を欠席する

校納金が遅れる、未払い

その他

● 母親

父親

祖母

祖父

● きょうだい

その他

● はい

いいえ

● 母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

家
庭
で
の
ケ
ア
の

状
況

学校の生活状況

家族構成

ケアの状況把握

ケアを必要としている人

項目 回答内容

学校種別 小学校

性別

学年 6年生

問１９① 要保護児童対策地域協議会（市家庭子ども相談課や児童相談所等）に通告したケー

スについて、お教えください。 
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高齢（６５歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障害

知的障害

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

● 精神疾患・依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

わからない

● 家事（食事の準備や掃除・洗濯など）

きょうだいの世話や保育所等への送迎など

● 身体的な介護（入浴やトイレのお世話など

外出の付き添い（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）

見守りや看病など

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

わからない

児童・生徒本人から話を聞いた

児童・生徒の学校生活の状況、様子から

学校での面談やアンケートから

● 養護教諭、ＳＣ、ＳＳＷからの報告

● 保護者・親族からの相談や保護者の状況から

家庭訪問

出身校園からの引継ぎ

その他

● 市・県教育委員会経由

学校から直接連絡

ＳＳＷからの連絡

その他

支援した結果、児童・生徒の変化
登校にかかる不安定が減少したので、児童の精神的な面での支えに少しは役
立ったと考える。

家
庭
で
の
ケ
ア
の

状
況

繋いだ機関 児童相談所・家庭子ども相談課

外部機関へのつなぎ方

支援をしていく上での校内体制及び周りの教職員の
協力

児童の実態及び今後の支援の方向等の全職員での共通理解。

学校で行った支援
担任を主として、児童本人との意図的計画的な相談と家庭訪問。
ＳＳＷや市の家庭子ども相談課との密な連絡。
兄在籍中学校との情報共有。

ケアを必要としている人の状況

ケアの内容

ヤングケアラーと気づいた理由・きっかけ
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 学校以外の外部の支援につないだケース 

 

 

 

要保護児童対策地域協議会に通告はしていないが、学校以外の外部の支援につないだケースにつ

いては以下のとおり。 

 

 

図表ー１６５  学校以外の外部の支援につないだケース 

 

※個別の回答を抜粋して掲載 

 
 

  

男性

● 女性

その他

● 学校を休みがちである

● 遅刻や早退が多い

保健室で過ごしていることが多い

精神的な不安定さがある

身だしなみが整っていない

学力が低下している

宿題や持ち物の忘れ物が多い

保護者の承諾が必要な書類等の提出遅れや提出忘れが多い

学校に必要なものを家庭から用意してもらえない

部活を途中でやめてしまった

修学旅行や宿泊行事等を欠席する

● 校納金が遅れる、未払い

その他

● 母親

父親

祖母

祖父

● きょうだい

● その他（内縁の夫）

● はい

いいえ

母親

父親

祖母

祖父

● きょうだい

その他

家
庭
で
の
ケ
ア
の

状
況

学校の生活状況

家族構成

ケアの状況把握

ケアを必要としている人

項目 回答内容

学校種別 中学校

性別

学年 3年生

問１９② 要保護児童対策地域協議会（市家庭子ども相談課や児童相談所等）に通告はしてい

ないが、学校以外の外部の支援につないだケースについて、お教えください。 
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高齢（６５歳以上）

● 幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障害

知的障害

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患・依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

わからない

● 家事（食事の準備や掃除・洗濯など）

● きょうだいの世話や保育所等への送迎など

身体的な介護（入浴やトイレのお世話など

外出の付き添い（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）

見守りや看病など

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

わからない

● 児童・生徒本人から話を聞いた

● 児童・生徒の学校生活の状況、様子から

学校での面談やアンケートから

● 養護教諭、ＳＣ、ＳＳＷからの報告

保護者・親族からの相談や保護者の状況から

● 家庭訪問

● 出身校園からの引継ぎ

その他

市・県教育委員会経由

学校から直接連絡

● ＳＳＷからの連絡

その他

支援した結果、児童・生徒の変化 幼い弟たちが入園した。その結果、不登校が解消された。

家
庭
で
の
ケ
ア
の

状
況

繋いだ機関 SSW、こども未来課

外部機関へのつなぎ方

支援をしていく上での校内体制及び周りの教職員の
協力

情報共有

学校で行った支援 本人の気持ちや母の困り感を受容し、SSWへつないだ。

ケアを必要としている人の状況

ケアの内容

ヤングケアラーと気づいた理由・きっかけ
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 学校内でできうる支援を行ったケース 

 

 

 

 

外部の支援にはつないでいないが、学校内でできうる支援を行ったケースについては以下のとお

り。 

 

 

図表ー１６６  学校内でできうる支援を行ったケース 

 

※個別の回答を抜粋して掲載 

 
 

  

男性

● 女性

その他

学校を休みがちである

● 遅刻や早退が多い

保健室で過ごしていることが多い

● 精神的な不安定さがある

身だしなみが整っていない

学力が低下している

宿題や持ち物の忘れ物が多い

保護者の承諾が必要な書類等の提出遅れや提出忘れが多い

学校に必要なものを家庭から用意してもらえない

部活を途中でやめてしまった

修学旅行や宿泊行事等を欠席する

校納金が遅れる、未払い

その他

● 母親

父親

祖母

祖父

● きょうだい

その他

● はい

いいえ

母親

父親

祖母

祖父

● きょうだい

その他

家
庭
で
の
ケ
ア
の

状
況

学校の生活状況

家族構成

ケアの状況把握

ケアを必要としている人

項目 回答内容

学校種別 小学校

性別

学年 6年生

問１９③ 外部の支援にはつないでいない（学校内で対応している）が、ヤングケアラーの概

念に該当すると思われる児童・生徒に対し、学校内でできうる支援を行ったケース

について、お教えください。 
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高齢（６５歳以上）

● 幼い

要介護（介護が必要な状態）

認知症

身体障害

知的障害

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患・依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

わからない

家事（食事の準備や掃除・洗濯など）

● きょうだいの世話や保育所等への送迎など

身体的な介護（入浴やトイレのお世話など

外出の付き添い（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）

見守りや看病など

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

わからない

● 児童・生徒本人から話を聞いた

児童・生徒の学校生活の状況、様子から

● 学校での面談やアンケートから

養護教諭、ＳＣ、ＳＳＷからの報告

保護者・親族からの相談や保護者の状況から

家庭訪問

出身校園からの引継ぎ

その他

学校で行った支援
生活保護を受けており、すでにSSWの支援を受けている。必要に応じて学校で
の様子をSSWに連絡し、情報共有した。

支援した結果、児童・生徒の変化 SSWの担当の方に早速行動していただいた。

家
庭
で
の
ケ
ア
の

状
況

検討したがつなげなかった機関 無回答

つなげなかった理由 無回答

支援をしていく上での校内体制及び周りの教職員の
協力

スクールカウンセラーとカウンセリング体験を行ったときに、きょうだいをお
風呂に入れたり、寝かしつけたりしているときいている。そのため、児童の様
子の見守りを行っている。

ケアを必要としている人の状況

ケアの内容

ヤングケアラーと気づいた理由・きっかけ
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 ヤングケアラーを支援するために必要だと思うこと 

 

 

ヤングケアラーを支援するために必要だと思うことについて聞いたところ、「児童・生徒自身が

ヤングケアラーについて知るための教育・啓発」と「保護者がヤングケアラーについて知るための

啓発・情報提供」（ともに73.3％）の割合が最も高く、次いで「教職員がヤングケアラーについて知

ること」（70.7％）となっている。 

 

 

図表ー１６７  ヤングケアラーを支援するために必要だと思うこと 

 

 
 

 

図表ー１６８  学校種別 ヤングケアラーを支援するために必要だと思うこと 

  

児童・生徒自身がヤングケアラー
について知るための教育・啓発

保護者がヤングケアラーについて
知るための啓発・情報提供

教職員がヤングケアラーに
ついて知ること

ＳＳＷやＳＣなどの専門職の
配置が充実すること

教職員に児童・生徒が相談
しやすい関係をつくること

学校がヤングケアラーの支援に
ついて相談できる機関があること

学校にヤングケアラーが
何人いるか把握すること

学校にヤングケアラー本人や
保護者が相談できる窓口

があること

学校が連携するＮＰＯなどの
ヤングケアラーを支援する団体

が増えること

ヤングケアラーについて検討する
組織を校内につくること

福祉と教育の連携を進めること

その他

73.3

73.3

70.7

69.3

69.3

58.7

48.0

36.0

29.3

20.0

17.3

2.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=75)

単位：％

　
調
査
数

児
童
・
生
徒
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
つ
い
て
知
る
た
め
の

教
育
・
啓
発

保
護
者
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
知
る
た
め
の
啓
発
・
情

報
提
供

教
職
員
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
知
る
こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
何

人
い
る
か
把
握
す
る
こ
と

Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
専
門
職

の
配
置
が
充
実
す
る
こ
と

教
職
員
に
児
童
・
生
徒
が
相
談

し
や
す
い
関
係
を
つ
く
る
こ
と

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
検

討
す
る
組
織
を
校
内
に
つ
く
る

こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人

や
保
護
者
が
相
談
で
き
る
窓
口

が
あ
る
こ
と

学
校
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支

援
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
関

が
あ
る
こ
と

学
校
が
連
携
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す

る
団
体
が
増
え
る
こ
と

福
祉
と
教
育
の
連
携
を
進
め
る

こ
と

そ
の
他

75 73.3 73.3 70.7 48.0 69.3 69.3 20.0 36.0 58.7 29.3 17.3 2.7

小学校 40 70.0 82.5 67.5 52.5 72.5 67.5 25.0 37.5 52.5 27.5 12.5 5.0

中学校 20 75.0 65.0 70.0 35.0 80.0 65.0 15.0 35.0 70.0 35.0 30.0 -

高等学校等 15 80.0 60.0 80.0 53.3 46.7 80.0 13.3 33.3 60.0 26.7 13.3 -

  全  体

学
校
種
別

問２０ ヤングケアラーを支援するために、必要だと思うことはどのようなことですか。 



第４章 調査結果（学校） 

 

115 

 

 ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うこと 

 

 

ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うことについて聞いたところ、「ヤングケアラーの

児童生徒に関する実態の把握が困難である」（76.0％）の割合が最も高く、次いで「ヤングケアラー

である児童・生徒自身やその家族がヤングケアラーという問題を認識していない」（61.3％）、「学校

においてヤングケアラーの概念や支援対象としての認識が不足している」（28.0％）となっている。 

 

 

図表ー１６９  ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うこと 

 

 
 

 

図表ー１７０  学校種別 ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うこと 

 
 

  

ヤングケアラーの児童生徒に
関する実態の把握が困難である

ヤングケアラーである児童・生徒
自身やその家族がヤングケアラー

という問題を認識していない

学校においてヤングケアラーの
概念や支援対象としての認識

が不足している

その他

無回答

76.0

61.3

28.0

6.7

2.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=75)

単位：％

　
調
査
数

学
校
に
お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
概
念
や
支
援
対
象
と
し

て
の
認
識
が
不
足
し
て
い
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
児
童
生
徒

に
関
す
る
実
態
の
把
握
が
困
難

で
あ
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
児

童
・
生
徒
自
身
や
そ
の
家
族
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
問
題

を
認
識
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

75 28.0 76.0 61.3 6.7 2.7

小学校 40 25.0 80.0 65.0 7.5 5.0

中学校 20 30.0 70.0 75.0 5.0 -

高等学校等 15 33.3 73.3 33.3 6.7 -

  全  体

学
校
種
別

問２１ 学校でヤングケアラーの対応をする上で、課題だと思うことはどのようなことですか。 



第４章 調査結果（学校） 

116 

 

 学校で今後取り組み可能なこと 

 

 

 

学校で今後取り組み可能なことについて聞いたところ、「教職員に対するヤングケアラーについ

ての研修」（72.0％）の割合が最も高く、次いで「児童・生徒へのヤングケアラーについての啓発」

（70.7％）、「保護者に対するヤングケアラーについての啓発・情報提供」（64.0％）となっている。 

 

 

図表ー１７１  学校で今後取り組み可能なこと 

 

 
 

 

図表ー１７２  学校種別 学校で今後取り組み可能なこと 

  

教職員に対するヤングケアラー
についての研修

児童・生徒へのヤングケアラー
についての啓発

保護者に対するヤングケアラー
についての啓発・情報提供

児童・生徒が教職員に相談
しやすい関係の構築

学校内のヤングケアラーの把握

ＳＳＷやＳＣなどの専門職
の配置推進

ヤングケアラーを支援する
ＮＰＯなどとの連携

ヤングケアラーについて検討する
組織を校内につくること

福祉に関する外部機関との連携

学校にヤングケアラー本人や
保護者が相談できる窓口の設置

その他

特にない

72.0

70.7

64.0

62.7

49.3

38.7

24.0

17.3

17.3

16.0

-

-

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=75)

単位：％

　
調
査
数

児
童
・
生
徒
へ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発

保
護
者
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発
・
情
報

提
供

教
職
員
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
研
修

学
校
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

把
握

Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
専
門
職

の
配
置
推
進

児
童
・
生
徒
が
教
職
員
に
相
談

し
や
す
い
関
係
の
構
築

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
検

討
す
る
組
織
を
校
内
に
つ
く
る

こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人

や
保
護
者
が
相
談
で
き
る
窓
口

の
設
置

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携

福
祉
に
関
す
る
外
部
機
関
と
の

連
携

そ
の
他

特
に
な
い

75 70.7 64.0 72.0 49.3 38.7 62.7 17.3 16.0 24.0 17.3 - -

小学校 40 67.5 82.5 67.5 45.0 37.5 60.0 25.0 17.5 22.5 12.5 - -

中学校 20 75.0 50.0 75.0 50.0 50.0 65.0 10.0 20.0 35.0 35.0 - -

高等学校等 15 73.3 33.3 80.0 60.0 26.7 66.7 6.7 6.7 13.3 6.7 - -

  全  体

学
校
種
別

問２２ ヤングケアラーを支援するにあたって、学校で、今後取り組み可能なことはどのよう

なことですか。 
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学校で今後取り組み可能なことの中から優先して取り組みたいことについて聞いたところ、優先

順位１位では「児童・生徒が教職員に相談しやすい関係の構築」（21.3％）の割合が最も高く、次い

で「教職員に対するヤングケアラーについての研修」（20.0％）、「学校内のヤングケアラーの把握」

（17.3％）となっている。 

 

 

図表ー１７３  優先して取り組みたいこと 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

児
童
・
生
徒
へ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発

保
護
者
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発
・
情
報

提
供

教
職
員
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
研
修

学
校
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

把
握

Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
専
門
職

の
配
置
推
進

児
童
・
生
徒
が
教
職
員
に
相
談

し
や
す
い
関
係
の
構
築

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
検

討
す
る
組
織
を
校
内
に
つ
く
る

こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人

や
保
護
者
が
相
談
で
き
る
窓
口

の
設
置

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携

福
祉
に
関
す
る
外
部
機
関
と
の

連
携

そ
の
他

無
回
答

優先順位１位 75 12.0 9.3 20.0 17.3 5.3 21.3 2.7 2.7 2.7 5.3      - 1.3

優先順位２位 75 25.3 18.7 9.3 14.7 6.7 13.3      - 1.3 4.0 1.3      - 5.3

優先順位３位 75 14.7 17.3 18.7 6.7 13.3 8.0 4.0 1.3 5.3 1.3      - 9.3

問２２（１） 問２２について現場として優先して取り組みたいと思っている項目を優先順位

が高い方から３つお教えください。 
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 「久留米市ヤングケアラー相談・支援窓口」を知っているか 

 

 

 

「久留米市ヤングケアラー相談・支援窓口」を知っているかについて聞いたところ、いずれの学

校も「知っている」の割合が70.0％を超え「知らない」の割合の方が低くなっている。 

 

 

図表ー１７４  「久留米市ヤングケアラー相談・支援窓口」を知っているか 

 

 
 

 

図表ー１７５  学校種別 「久留米市ヤングケアラー相談・支援窓口」を知っているか 

 
 

  

全体(n=75) 76.0 24.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない

単位：％

　
調
査
数

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

75 76.0 24.0

小学校 40 75.0 25.0

中学校 20 80.0 20.0

高等学校等 15 73.3 26.7

  全  体

学
校
種
別

問２３ 久留米市役所こども子育てサポートセンター内にある「久留米市ヤングケアラー相談・

支援窓口」を知っていますか。 
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 学校が連携を強化していく必要がある機関 

 

 

 

学校が連携を強化していく必要がある機関について聞いたところ、「市子ども未来部」（88.0％）

の割合が最も高く、次いで「児童相談所」（76.0％）、「民生委員・主任児童委員」（64.0％）となっ

ている。 

 

 

図表ー１７６  学校が連携を強化していく必要がある機関 

 

 
 

  

市子ども未来部

児童相談所

民生委員・主任児童委員

関係小学校・中学校・
高等学校・教育委員会

市（子ども未来部以外）

保育園・幼稚園など

社会福祉協議会

医療機関

子ども食堂などの民間団体・施設

警察や刑事司法関係機関
（少年院、保護観察所など）

障害者基幹相談支援センター

障害者相談支援事業所

地域包括支援センター

訪問看護事業所

校外教育支援教室「らるご」

発達障害者支援センターあおぞら

障害者福祉サービス事業所
（ホームヘルプ）

福岡人権擁護委員協議会

居宅介護支援事業所
（ケアプラン・ケアマネー

ジャー）

福岡県外国人相談センター

フリースクール

弁護士会

成年後見推進センター

その他

無回答

88.0

76.0

64.0

53.3

28.0

22.7

22.7

21.3

20.0

16.0

12.0

10.7

8.0

6.7

5.3

5.3

5.3

5.3

4.0

2.7

1.3

1.3

-

-

2.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=75)

問２４ ヤングケアラーを支援するために、学校が今後、連携を強化していく必要があると思

う機関について教えてください。 
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図表ー１７７  学校種別 学校が連携を強化していく必要がある機関 

 
 

 

  

単位：％

　
調
査
数

児
童
相
談
所

市
子
ど
も
未
来
部

市
（
上
記
以
外
）

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関

（
少
年
院
、
保
護
観
察
所
な

ど
）

医
療
機
関

訪
問
看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
・
教
育
委
員
会

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど

校
外
教
育
支
援
教
室
「
ら
る

ご
」

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

75 76.0 88.0 28.0 16.0 21.3 6.7 53.3 22.7 5.3 1.3 12.0 10.7

小学校 40 77.5 87.5 32.5 15.0 10.0 7.5 47.5 32.5 - - 5.0 2.5

中学校 20 75.0 90.0 25.0 15.0 20.0 10.0 65.0 15.0 20.0 5.0 30.0 25.0

高等学校等 15 73.3 86.7 20.0 20.0 53.3 - 53.3 6.7 - - 6.7 13.3

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団

体
・
施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

5.3 5.3 4.0 8.0 5.3 1.3 - 22.7 64.0 20.0 2.7 - 2.7

小学校 - 2.5 - 2.5 7.5 2.5 - 27.5 80.0 25.0 - - -

中学校 15.0 10.0 5.0 20.0 - - - 10.0 55.0 15.0 5.0 - 5.0

高等学校等 6.7 6.7 13.3 6.7 6.7 - - 26.7 33.3 13.3 6.7 - 6.7

学
校
種
別

  全  体

  全  体

学
校
種
別
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学校が連携を強化していく必要がある機関の中から優先して連携強化したい機関について聞い

たところ、優先順位１位では「市子ども未来部」（53.3％）の割合が最も高く、次いで「児童相談所」

（16.0％）、「関係小学校・中学校・高等学校・教育委員会」と「民生委員・主任児童委員」（ともに

10.7％）となっている。 

 

 

図表ー１７８  優先して連携強化したい機関 

 
 

 

  

単位：％

　
調
査
数

児
童
相
談
所

市
子
ど
も
未
来
部

市
（
子
ど
も
未
来
部
以
外
）

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関

（
少
年
院
、
保
護
観
察
所
な

ど
）

医
療
機
関

訪
問
看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
・
教
育
委
員
会

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど

校
外
教
育
支
援
教
室
「
ら
る

ご
」

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

優先順位１位 75 16.0 53.3 4.0 1.3 1.3      - 10.7      -      -      -      -      -

優先順位２位 75 24.0 22.7 5.3 1.3 4.0      - 13.3 4.0      -      -      -      -

優先順位３位 75 17.3 9.3 12.0 1.3 2.7      - 14.7 5.3 4.0 1.3      -      -

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団

体
・
施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

優先順位１位      -      -      -      -      -      -      -      - 10.7      -      -      - 2.7

優先順位２位      -      -      - 1.3      -      -      - 2.7 14.7 1.3      -      - 5.3

優先順位３位      - 1.3      - 1.3      -      -      - 2.7 13.3 4.0      -      - 9.3

問２４（１） 問２４について現場として優先して連携強化していきたいと思っている機関を

優先順位が高い方から３つお教えください。 
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 自由意見 

 

 

 

ヤングケアラーに関する意見・提案・要望についての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー１７９  自由意見 

 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
内容 学校種別 

具体的な支援が届くまでの時間は最短がよいので、「すぐに動き、的確な支援を行う部署」を設置して

いただきたいと願います。 
小学校 

学校では把握が難しいこと、対応等にも限界があること、やはり専門的な対応・相談場所が必要だと

思う。 
小学校 

久留米市の実態を教職員にも伝え、子どもの安心安全を守る取り組みを強化していきたいと考えます。 小学校 

ヤングケアラーの対応を、学校でするのは困難である。地域の主任児童委員等で実態把握をして、行

政の機関と共に対応してほしい。 
小学校 

ヤングケアラーについては、学校で、各家庭の何を基準にして、どのように支援していくのか、見え

にくいことだけに、研修が必要だと思う。ヤングケアラーと思われる児童は「いる」にはしましたけ

ど、はっきりと学校として共有したわけではなく、かと言って、「いない」と言い切れるのか・・との

思いです。各担任によって認識も違うと思います。 

小学校 

保護者が，子どもが妹を世話することを当たり前とし，完全にあてにしている。それを当然と思って

いる子どもたちをみると，本当に悲しくなる。 

保護者に「助けて欲しい」と回りに機関や学校に声をあげないと私たちが入れないところがある。大

変難しく，デリケートなことなので他の生徒指導とは訳が違うと思っている。 

子どもたちの将来のことを考えると本当に頭が痛い。 

小学校 

地域に住んでいる方からの情報により、ヤングケアラーの発見につながるシステムがあるとよいと思

います。 
小学校 

子育てへの支援の充実と、家庭がそれを利用するためのきっかけをつくることなどで、子ども達が安

心して登校できる環境をつくることが大切だと感じます。保護者への支援を行う機関との連携は欠か

せないと思います。 

小学校 

教員の勤務時間は８：３０～１７：００までだが、朝７時すぎから家庭訪問したり、夕方１９：００ご

ろまで連絡を取り続けたりしている。それでも、状況は改善しない。 

〈夜遅くまで妹（０歳）の世話をしているため、翌朝起きられずに登校しない。遅刻する。母親も寝て

いるため連絡が取れない。〉 

民生児童委員さんなどに、この役を担ってもらえないだろうか。また、夜間、妹の世話を任せて母が

仕事に出る時があるようだが、夜間のことなので学校には確かめようがなく心配している。 

該当児童の家庭に入れる人、教師の勤務時間外に該当児童に関われる人が必要である。 

小学校 

まずは、教職員への研修を行う必要があると思います。 小学校 

ヤングケアラーの実態を把握することはとても大切ですが、その難しさを感じています。 小学校 

ヤングケアーに対応するための人員配置が必要。現在の体制では、十分な対応が困難な面が多い。 小学校 

ヤングケアラーについての教職員研修ができる方を紹介してほしいです。 小学校 

  

問２５ ヤングケアラーに関して、ご意見・ご提案・ご要望等あればご自由にお答えください。 
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内容 学校種別 

実態の把握や支援は学校だけではできない。また、調査をかけるのも学校と本人・家庭との関係に影

響があると考える。そのため、非常に難しい社会問題であると考えています。 
中学校 

学校がセーフティネットとしてヤングケアラーの子どもの早期発見に重要な役割を持つことには異論

はありません。ただ、前提として、学校は教育の場ですので、家庭の実情や親子関係、家庭環境に容易

に踏み込める立場にはありません。そのため、学校がヤングケアラーという判断をすることにはたい

そうな困り感があり、親子関係、家庭環境に根差すこの問題の対応を学校が担うことには無理がある

と思います。 

家庭内の問題ですので、発見が非常に困難であるため、学校はその役割を果たすべきだと思っていま

すが、対応、支援につきましては、社会的な福祉ネットを構築していく必要があると思います。一番

近いのは、地域の民生委員さん、児童委員さんだと思いますが、現状は把握、判断、対応を学校が要請

されています。ほとんどボランティアで働いていただいておりますので感謝しておりますが、地域の

福祉ネットとしての役割が強化されていくことを期待しています。 

学校は、子どもや保護者が気軽に相談でき、早期発見、対応につながる関係づくりに努めるとともに、

学校生活での支援を継続できたらと考えます。 

中学校 

学校関係者・市担当者・医療関係者・ＳＣやＳＳＷ等がそれぞれに情報を収集し、できうる範囲で支

援しようと取り組んでいる側面は評価できるところであるが、機動力に欠けるところが弱点である。

子どもの危機的状況を救うには、強い権限の適切な行使も不可欠である、と互いに認識したい。 

「十分な情報収集と調査の上で…」と躊躇しているうちに深刻な事態に陥るのは、虐待の問題と同様

である。支援不足のまま子どもの進路が絶たれる（受験等に間に合わない、経済的支援がなくなる等）

ことのないよう、中核市・久留米ならではの迅速な体制作りが望まれる。 

中学校 

本校でも、手伝いとの線引きが難しいところがあります。線はないとしても、どこから手を入れてい

けばいいのか、どのように手を入れていけばいいのかいろいろな資料をもとに学ばせていただいてい

ます。 

中学校 

実態の把握が困難なケースもあると思う。地域と連携して気になる家庭の情報交換を行っていきたい。 中学校 

保護者自身が支援を希望しなかったり、本人や保護者が学校に家庭内のことを話さなかったりするな

ど、介入が難しいと感じる。また、福祉に関する支援に適切につなぐためには、専門職（SSW など）の

配置が必要である。 

中学校 

実態の把握が難しい点があると思います。家族、本人もヤングケアラーという認識がない場合は見過

ごしてしまう可能性もあり、学校が家庭に踏み込んで調査するには限界があると思われます。そのよ

うな意味でも学校と警察等が連携をとることが重要だと考えます。 

生徒たちの普段の様子や生活の変化等を日々観察することが学校としても 1 つの大きな役割だと認識

しています。 

高等学校 

まだあまり本校ではケースがないので、よく対応がわかっていないというのが現状です。 高等学校 

実態把握に関しては、本人と保護者が認識できていない場合があるので、周りの大人（教員や地域な

ど）がアンテナを張っておく必要があると考える。学校と行政、地域がこの問題について交流する場

面があるといいと思います。 

高等学校 

久留米市こども子育てサポートセンターによる生徒や保護者への支援はもちろん、学校に対しても多

方面で支援や協力をいただいている。 

定時制にはヤングケアラーが少なくない。引き続き定期的な情報共有と対応に関する支援をお願いし

たい。 

高等学校 

久留米市に住んでいる生徒以外でも、他の市町村と連携して対応していただきたい 高等学校 

保護者、兄弟、祖父母のサポートや介護の状況をヤングケアラーの認識に置き換える定義や認識を高

めていかなければならないと考えます。生徒自身から発することや家族の認識から発見なのか置き換

えるのか非常に難しいと考えます。 

他人に知られたり、話したりすることでは無いという認識を持っている生徒が多いのではないかと考

えます。プライバシーの秘密の順守も大切なことです。 

高等学校 
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 調査結果（関係機関ヒアリング） 

 ヒアリング調査の実施概要 

ヤングケアラー支援に必要な視点、取組状況や課題等を把握し、支援策を検討するため、ヤング

ケアラーの支援に関わりのある機関及び学校を対象に、ヒアリング調査を実施した。 

 

（１）調査対象 

区分 対象 対象数 

関係機関 

久留米市地域包括支援センター 

計 ５ヶ所 

久留米市民生委員児童委員協議会 

久留米市障害者基幹相談支援センター 

久留米市生活自立支援センター 

ＮＰＯ法人（子ども関係） 

学校 

アンケート調査を踏まえ、ヤングケアラーの支援策の検討において参考となる取組

や事例がある 

小学校、中学校、高等学校 

計 ５ヶ所 

小学校 2校 

中学校 1校 

高等学校 2校 

 

（２）ヒアリング項目 

番号 内容 

１ 

ヤングケアラーとの関わり、把握・支援の状況 

・貴校・団体では、ヤングケアラーとどのように関わっていますか。把握や支援の状況をお聞かせ

ください。 

・具体的に関わった主な事例の内容をお聞かせください。（特徴的な事例（一事例）について、把

握から支援までの経緯をお聞かせください。） 

２ 
ヤングケアラー支援上の課題 

・貴校・団体でヤングケアラーに関わる際に難しい点や課題だと感じていることはありますか。 

３ 

ヤングケアラー支援として必要なこと 

・上記の課題を解決するためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

・貴校・団体としての取組だけでなく、行政やその他関係機関、地域等の取組として必要だと思う

ことについてもお聞かせください。 
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 ヤングケアラーとの関わり、把握・支援の状況 

 

（１）久留米市地域包括支援センター 

・高齢者支援の相談対応において世帯状況や介護力を把握する中で、ヤングケアラーを把握する

ことがある。 

・高齢者支援を孫がしている場合、経済的支援や介護の負担軽減に向けた高齢者への必要なサ

ービス導入を行うなどの支援をしている。 

 

（２）久留米市民生委員児童委員協議会 

・ヤングケアラーを把握したことのない民生委員、児童委員が大半。 

・ヤングケアラーだと思われる児童生徒に関する情報が入ることはあるが、積極的な実態把握や

支援につなげるなどの動きはできていない状況。 

・ヤングケアラーだと思われる児童生徒に関する情報は、学校との情報共有の場を経由して知る

ことが多い。 

 

（３）久留米市障害者基幹相談支援センター 

・障害者支援の相談対応において世帯状況の把握が進むと、ヤングケアラーだと思われる人が

発覚するケースが大半。 

・子どもが不登校だったり生活リズムが昼夜逆転していたりすると、発覚しやすい。 

・親に障害があり、世帯支援のための相談を行う最中で把握することもある。 

・家事サービスや日中の居場所の支援、親の気持ちの支援などを実施。 

 

（４）久留米市生活自立支援センター 

・生活困窮者支援の中で、世帯状況の把握が進むとヤングケアラーの把握に至るケースがある。 

・家計相談や食糧支援、家庭子ども相談課担当との連携による自宅訪問、祖父母との面談や関係

機関への相談同席などの支援を実施。 

・子どもが通訳のために母親に付き添っているなどの、外国人家庭のケースもある。 

 

（５）ＮＰＯ法人（子ども関係） 

・久留米市からの委託事業のため、家庭環境の把握がしやすいことに加え、子ども達の口から直

接話を聞く機会も多い。 

・来ている子ども達はそれぞれ家庭環境が異なるが、何かしらの課題を抱えているケースが大半

であり、子ども達同士の会話でもヤングケアラーだと思われる発言が多く見られる。 

・家庭や学校でコミュニケーションを取る機会のない子ども達の居場所として機能。 

・進路相談や奨学金に関連する手続きのサポートなどの支援をしている。 
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（６）市内小学校 

・普段のコミュニケーションによる児童本人からの聞き取りや他の保護者からの報告で、情報を

入手。 

・低学年の場合は、給食時の会話などからも情報が入ることがある。 

・いじめ対策として、月次でアンケートを行っており、その中で違和感があった際は本人や保護

者に確認する。 

・家庭訪問で状況を把握できるケースもあり。 

・下のきょうだいから情報が入ることが多く、まだ把握に至っていないヤングケアラーがいる

可能性もある。 

・ヤングケアラーの児童については、きょうだい関係の担任も含めた教員等でケース会議を行

い、見守りに関する役割分担を決める。ケース会議は月次で開催。 

 

（６）市内中学校 

・基本的な情報共有は、学級・学年会・生徒指導部会で実施（週次）。 

・定期的に学校を休むことや、作文の内容で家庭環境について触れていることから、ヤングケ

アラーの可能性が浮かんだケースがある。 

 

（７）市内高等学校 

・三者面談、本人の動向、中学校からの情報引継ぎ、行政からの情報、県が指示する学校生活に

関する月次のアンケート、などから把握。 

・1年生は全員 SCとの面談を必須としているため、そこから情報が入ることもある。 

・学内では週次の連絡会で情報共有。 

・本人がヤングケアラーか不明なため、クラス面談、学校生活アンケートや学校生活の様子か

ら把握を進めている。 

・通学の状況や身だしなみ等からもヤングケアラーの可能性があると推測。 

・SCとのカウンセリングを本人が希望して、発覚したケースもある。 

・SSWと連携し、中学生のきょうだい経由で状況把握。 
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 ヤングケアラー支援上の課題 

 

（１）久留米市地域包括支援センター 

・ヤングケアラー本人の思いを引き出すことが課題。家族の世話をすることが当たり前だと思っ

ている当事者も多く、ケアマネジャーが把握しても介入や支援につなげられない。 

・公的サービス制度では生活が支えきれない中、ヤングケアラーの存在が必要な支援者となり得

ている状況があることも事実であり、世帯支援という観点で何がベストなのかを判断すること

は難しい。 

・本来介護を担うべき大人に適切な判断能力がないなどの支障がある状況が多く、サービス導入

に向けた介入を拒否されることもある。 

・親と子どもの意向が異なる場合、意見のすり合わせが必要。 

・支援をする上での旗振り役が世帯やケースによって異なり、誰が旗振り役を担うのかの決定も

課題。 

・学校が違和感を覚えていても、連携体制が整備されていない。 

 

（２）久留米市民生委員児童委員協議会 

・不登校の児童生徒がいたとしても、学校がなぜ不登校なのかを調べることに限界がある。 

・ヤングケアラーだと思われる児童生徒のいる家庭は家庭訪問にも対応しないことが多いため、

地域で状況を知ることが難しい。 

・学校生活に問題がないヤングケアラーの場合、発見することがとても難しい。 

・当事者が自分をヤングケアラーだと認識していないこと、支援を望んでいないことも課題。 

 

（３）久留米市障害者基幹相談支援センター 

・当事者自身にヤングケアラーだという認識がない。 

・家庭の中で当然に与えられた役割を全うしており、当事者にとっての存在意義となっているよ

うに見受けられるケースもある。 

・ヤングケアラーという単語がネガティブワードであるため、家族の世話をしている当事者のマ

インドへの悪影響が懸念される。 

・障害のある方がいる世帯ほど家族の協力が必要な状況下で、ヤングケアラーだという判断をす

ることは難しい。 

・障害に対する受容がなかったり福祉サービスを拒否されたりすると、介入・支援が難しい。 

・世帯員の病気や障害、困窮に加え、家族間の関係性も影響するなど、複数の課題が複雑に絡み

合っている。 
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（４）久留米市生活自立支援センター 

・実態把握のための関係性構築や、声掛けが難しい。 

・周囲の理解や認識の不足、偏見などにより、当事者が身近な人に相談できない状況にある。 

・アドバイスなどで当事者をさらに追い込んでしまう可能性がある。 

・早期発見が難しく、課題が表出しないまま 80-50問題に発展してしまう。 

・本人も周囲も「家族の世話をしている良い子」と認識しているため、何が課題かつかみにく

いケースもある。 

・不登校となっていない子もいるため、支援が必要なのか、判断する基準が曖昧。 

 

（５）ＮＰＯ法人（子ども関係） 

・当事者がヤングケアラーだという意識が全くないことの方が多い。 

・お手伝いとの境界線が曖昧で分かりにくく、保護者はお手伝いをさせているという認識であ

ることも多い。 

・昔は上のきょうだいが下のきょうだいの面倒を見ることが当たり前であったことや、女の子

は家事を学ばなければならないなどジェンダー差別に関わる問題もあり、大人の認識も課題

である。 

・当事者に不満はあっても親に伝えられなかったり、進路について話ができなかったりなど、

保護者との関係性が大きな課題であるケースも多い。 

・当 NPO法人に行ったことで、当事者が保護者に対して意見をするようになると、保護者が利

用を禁止する可能性もあり、当事者たちの居場所として機能している当 NPO法人が積極的に

家庭環境に介入することは難しい。 

 

（６）市内小学校 

・教職員がヤングケアラーではないかと気付いても、保護者が認識していない、教職員からの

やり取りを断るため、学校としてもできることに限りがある。 

・PTAなどでヤングケアラーに関する啓発を行っても、ヤングケアラーだと思われる児童の保護

者が参加する可能性は低い。 

・保護者が家庭の弱みを表に出せない。 

・子ども自身が親の心の不調などを話したくないため、SOSを出せない。 

・ヤングケアラーだと思われる不登校の児童がいても、本人が「家にいたい」と言うためそれ

以上のアクションが難しい。 

・当事者の年齢が上がるにつれて自分の家庭の状況を言い出しにくくなる。 

 

（６）市内中学校 

・本人から SOSが出ず、保護者も介入や支援を拒むことから難航。 

・本人が、自分がヤングケアラーだと思われていると知ることで傷ついてしまう可能性がある

ため、本人自身がヤングケアラーだと認識しているかを知る方法がない。 
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（７）市内高等学校 

・当事者が自覚していない。 

・当事者の背景問題がケースバイケースかつ複雑で把握が難しい。 

・行政につながると困るという当事者もいる。 

・保護者との接点確保や意向の確認が難しい。また、精神疾患のある保護者の場合は、支援に

非協力的で壁となることもある。 

・SSWの派遣頻度が不定期のため、不足することがある。 

・居留守を使われるなど、保護者との接点確保が難しく、状況把握が困難（他にも同じような

状況の生徒がいる可能性もある）。 

・保護者が拒否すると支援につながらない。 

・虐待と異なり、強制権がないため、地道に働きかけるしかない。 
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 ヤングケアラー支援として必要なこと 

 

（１）久留米市地域包括支援センター 

・ヤングケアラーや複合的課題を抱えた世帯の早期発見が重要。 

・当事者に声を上げてもらうために、ヤングケアラーという概念を周知。 

・高齢者介護からヤングケアラーを発見するために、学校で児童生徒に対して地域包括支援セン

ターを周知。 

・ヤングケアラーの支援だけでなく、介護を担っている家族との関係性を築き、思いを引き出す

ようなアプローチをする。 

・ヤングケアラーの人となりを良く知る人（思いを代弁できる人）との情報共有。 

・支援を必要とする世帯に関わる関係機関の役割の把握や情報共有、ケース会議を行うことで、

介入の仕方を決める。 

 

（２）久留米市民生委員児童委員協議会 

・保護者の意識確認を始め、学校・地域・専門知識を持った人が連携して対応することが重要。 

 

（３）久留米市障害者基幹相談支援センター 

・世帯を取り巻く課題を整理し、一つ一つ解決に向けて取り組むこと。 

・世帯支援と個別支援の両方の視点を持って支援。 

・関係機関との役割分担と連携。発見・把握した際に相談できる体制、支援のチーム作りができ

る体制の構築。 

・SSWの配置を増やす（担任が多忙により、気付けないこともあるため） 

・当事者や世帯の困り感を聞いて、価値観を広げる啓発。 

 

（４）久留米市生活自立支援センター 

・本人だけの支援ではなく、世帯に対する支援が必要。 

・親と子どもそれぞれに支援者がついている場合、情報共有が重要。 

・関係者たちが認識をすり合わせる機会。 

・元ヤングケアラーによる相談窓口の設置。 

・相談する際、支援員は、本人が自分自身の意思で自立に向けて行動する支援を行っていること

を理解してもらったり、周囲の偏見をなくす啓発などをしたりすることで、当事者が自分自身

の意思を発信できる環境を整える。 

・相談例と相談機関の周知。 
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（５）ＮＰＯ法人（子ども関係） 

・刷り込まれた考えを一つの団体や個人が書き換えることはとても難しく、実際にできること

は子ども達から聞いた話を否定しすぎないように気を付けながら、違う考え方もあることを

少しずつ教えていくこと。 

・学校が取り組んでいるお手伝い週間のようなものを廃止する。お手伝いは強要するものでは

なく、自発的に行うもの。小学生のうちからお手伝いをすることが当たり前という認識にさ

せ、それがエスカレートしてヤングケアラーにつながる可能性もある。 

・行政と連携することで、保護者とのやり取りや働きかけができる体制づくり。 

・当 NPO法人以外にも当事者たちの居場所があると良い。 

 

（６）市内小学校 

・教職員に対する、ヤングケアラー把握時の対応等の周知徹底。 

・明確な基準によるヤングケアラーの認定があれば、外部につなぎやすい。 

・当事者から発信してもらえるように周知。 

・学校が踏み込むことは難しく、地域の方が実態を把握しやすい面もあると思われる。 

・当事者が自覚して支援を希望したときの対応を知りたい。（今回ヒアリングまで、市にヤン

グケアラーの窓口があるという認識がなかった） 

・精神科の病気のある保護者の場合、病院から相談してもらえると実態把握、支援が進めやす

い。 

 

（６）市内中学校 

・当事者がヤングケアラーであることを知られることを嫌がるため、ヤングケアラーが変なこ

とではないと思ってもらえる意識作りが大切。 

・家庭教育（家で解決するべきこと）と外部の支援を求めるべきことの住み分けをはっきりと

させる。 

 

（７）市内高等学校 

・好事例の見える化。具体的な相談先や受けられる支援を知りたい。（学校側が具体的にできる

方策の引き出しとなることに加え、当事者が声を上げるきっかけとなるツールになるようなチ

ャート式のイメージ図などがあると良い。） 

・児童相談所以外で数日間逃げることのできるシェルターのような場所。 

・ヤングケアラーか断言できない生徒を相談できる体制。 

・市に相談することでカウンセリング以外にどのような支援を受けられるのか、教えてほしい。 
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 調査結果のまとめ 

 児童生徒アンケート 

（１）世話をしている家族がいる児童生徒 

 児童生徒アンケートにおいて、家族の世話をしていると回答した児童生徒の割合は、小学生7.8％、

中学生6.3％、高校生4.2％となっている。 

 調査時期や調査対象の抽出方法及び調査手法等の前提条件の違いのため、厳密な比較は難しいも

のの、本市の調査結果と全国の調査結果と比較すると、本市は家族の世話をしていると回答した小

学生の割合が全国よりやや高いという結果となっている。ただし、これは回答者が「世話」をより

幅広く捉え、世話の頻度が不定期なケース等の負担が軽度な層からも一定程度の回答が得られたこ

とによる影響もあると考えられる。 

 

図表ー１８０  家族の世話をしていると回答した児童生徒の割合（全国との比較） 

 

 小学生 中学生 高校生 

久留米市（令和５年度） 7.8% 6.3% 4.2% 

全国（令和２年度・３年度） 6.5% 5.7% 4.1%（全日制高校） 

 

 家族の世話をしていると回答した児童生徒の割合は上記のとおりであるが、一方で、家族の世話

をしているために、やりたいけれどできないことがあると回答した児童生徒の割合は、小学生1.2％、

中学生0.8％、高校生1.2％となっている。 

 上記と同じく、厳密な比較は難しいものの、本市における家族の世話をしているために、やりた

いけれどできないことがあると回答した児童生徒の割合は、全国調査と比較して小学生、中学生、

高校生ともに少ないという結果となっている。 

 

図表ー１８１  家族の世話をしているために、やりたいけれどできないことがあると 

回答した児童生徒の割合（全国との比較） 

 

 小学生 中学生 高校生 

久留米市（令和５年度） 1.2% 0.8% 1.2% 

全国（令和２年度・３年度） 1.8% 1.8% 1.3%（全日制高校） 

 

このように、本市の調査結果では、家族の世話をしていると自覚している層は全国調査より多

い一方で、家族の世話について強度の負担を感じている層は全国調査より少なく、負担の軽度な

層が一定数含まれていることが考えられる。家族の世話をしているために、やりたいけれどでき

ないことがある負担の重い層については、早急な対応が求められる。一方で、負担の軽度な層に

関しても、未然防止の観点での支援が必要となる。 
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 また、家族の世話をしているために、やりたいけれどできないことがあると回答した児童生徒

の割合について、他の中核市の調査結果と比較した結果は以下のとおりである。調査時期や設問

の文言、調査対象学年などの前提条件の違いのため、厳密な比較は難しいものの、他の中核市と

比較しても大きな差異は見られなかった。 

 

図表ー１８２  家族の世話をしているために、やりたいけれどできないことがあると 

回答した児童生徒の割合（他の中核市との比較） 

 

 小学生 中学生 高校生 

久留米市（令和５年度） 1.2% 0.8% 1.2% 

川越市（令和４年度） 2.1%（４,５,６年生） 1.1%（１,２,３年生） 2.6%（１,２,３年生） 

船橋市（令和４年度） 1.3%（４,５,６年生） 0.7%（１,２,３年生） 0.7%（高校生世代） 

高槻市（令和４年度） 1.8％（５年生） 1.9%（２年生） 実施せず 

（出典：各自治体のホームページにて公表されている調査結果報告書より抜粋 2024年 3 月 29 日現在） 

 

（２）家族の世話の実態 

 小学生では、世話の対象として「きょうだい」の割合が最も高く、世話の内容については「見守

り」や「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」の割合が高いため、幼いきょうだいの世話や

見守りをしている児童が多いと読み取れる。 

 中学生では、世話の対象は「母親」や「父親」の割合が増えており、世話の内容は「家事」が高

くなっていることから、両親に代わって家事を担うようになった生徒が多いと読み取れる。 

 高校生では、世話の対象は「母親」がさらに増えたことに加え、「祖母」の割合も増えており、世

話の内容も「家事」の他に「病院への付き添い」や「感情面のサポート」の割合が高くなっている

ことが分かる。 

 また、平日１日あたりの世話に費やす時間についてみると、小学生では「３時間未満」が最も多

いのに対し、学年が上がるにつれて「３時間未満」の割合は減少し、高校生では「３～７時間未満」

が最も多くなっており、学年が上がるにつれて世話に費やす時間が長くなっていることが読み取れ

る。 

 

（３）家族の世話による影響 

 家族の世話別に遅刻・早退状況をみると、家族の世話をしている人の方が遅刻や早退をする傾向

にあることが読み取れる。 

同様に家族の世話別に学校生活であてはまるものをみると、家族の世話をしている人の方が宿

題・課題や持ち物、提出物等を忘れてしまう傾向にあることから、自分自身の宿題・課題に取り組

んだり学校に必要な物の準備をしたりする余裕がないことが読み取れる。 

また、悩んでいることについては、家族の世話をしている人の方が「特にない」の割合が低く、

家族の世話をしていない人と比べて何らかの悩みを抱えている傾向にあることが読み取れる。悩ん

でいる内容としては、友人関係や学業成績、進路等が多くなっている。 
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（４）支援ニーズ 

 家族の世話をしている人が必要とする支援については、小学生、中学生、高校生ともに「特にな

い」が最も多いものの、「自分の今の状況について話を聞いてほしい」や「学校の勉強や受験勉強な

ど学習をサポートしてほしい」は一定のニーズがあることが読み取れる。また、中学生、高校生で

は「進路や就職など将来の相談にのってほしい」の割合が高い。このことから、家族の世話をして

いる人にとって、まずは「自分の状況について傾聴してもらう場」が、その後は「勉強や進路に関

するサポート」が必要とされていることが読み取れる。 
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 学校アンケート 

（１）ヤングケアラーの認知度 

 学校アンケートでは、回答したすべての学校がヤングケアラーという概念を知っていると回答

しており、教育の現場におけるヤングケアラーの認知度は高いものと考えられる。一方で、ヤン

グケアラーの支援に必要だと思うこととして「教職員がヤングケアラーについて知ること」の割

合が高かったことや、学校で優先して取り組みたいことでは「教職員に対するヤングケアラーに

ついての研修」の割合が高かったことを踏まえると、学校単位ではヤングケアラーという概念の

認識は進んでいるが、教職員単位ではヤングケアラーに対する理解をより深めていく必要がある

ということが読み取れる。 

 また、ヤングケアラーの支援に必要だと思うこととして「児童・生徒へのヤングケアラーにつ

いての啓発」や「保護者に対するヤングケアラーについての啓発・情報提供」の割合も高かった

ことを踏まえると、教職員のみならず、社会全体でのヤングケアラーについての認知度の向上が

必要とされていることが読み取れる。 

 

（２）ヤングケアラーの把握・支援の状況 

 回答した 75校のうち、18.7％にあたる 14校がヤングケアラーと思われる児童・生徒を把握し

ていると回答した。そのうちアセスメントシートやチェックリストなどのツールを用いていると

回答した学校は 1校にとどまっており、大半の学校は児童生徒や保護者の話や様子からヤングケ

アラーを把握していると回答している。 

 また、75校中 40.0％にあたる 30校が、ヤングケアラーと思われる児童生徒がいると回答して

おり、そのうちの 12校が外部の支援につながずに学内で対応したケースがあると回答している。

その理由としては、「実態を把握している段階であるため」や「家庭内の様子が分からず、確証が

ないため」の割合が高く、ヤングケアラーだと思われる児童生徒がいても、実態把握に難航して

いることがうかがえる。 

 

（３）ヤングケアラーの支援上の課題・今後の取組 

 ヤングケアラーの対応における課題としては、「ヤングケアラーの児童生徒に関する実態の把握

が困難である」の割合が最も高くなっている。また、学校で優先して取り組みたいことでは「児

童・生徒が教職員に相談しやすい関係の構築」の割合が最も高かったことを踏まえると、学校が

一方的に実態把握に努めるだけではなく、児童生徒本人や家庭から相談してもらえる環境づくり

が重要だと考えられる。 

 連携強化すべき機関では「市子ども未来部」の割合が最も高く、回答した学校の 76.0％がヤン

グケアラーの相談窓口として市子ども未来部にある「久留米市ヤングケアラー相談・支援窓口」

の存在を認識していたことから、学校がヤングケアラーについて相談する先として「久留米市ヤ

ングケアラー相談・支援窓口」が機能していることが読み取れる。一方で、残りの 24.0％の学校

は認識していなかったため、ヤングケアラー相談窓口をすべての学校に周知するための取り組み

が必要と考えられる。 
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 関係機関ヒアリング 

（１）ヤングケアラーとの関わり、把握・支援の状況 

 地域包括支援センター、障害者基幹相談支援センター、生活自立支援センターでは、高齢者や

障害者、生活困窮者に対する支援の中で世帯状況の把握が進むにつれてヤングケアラーの把握に

つながるケースが多い。民生委員児童委員協議会では学校との情報共有の場を経由して知ること

が多い。NPO法人では、児童生徒本人たちの会話からヤングケアラーではないかという話を聞くこ

とが多い。学校でも、児童生徒本人から話を聞くことはあるが、本人が一定の年齢になると、家

庭の話をしたがらなくなることもあり、年下のきょうだいの話や本人の欠席状況や身だしなみ等

から推測・把握にいたるケースもある。 

 支援の状況としては、それぞれの機関がつなぐサービスによって世帯単位のサポートをするほ

か、市子ども未来部と連携しているケースもある。NPO法人では、進路相談や奨学金等の手続きの

サポートのほか、家庭や学校でコミュニケーションを取る機会の少ない子どもの居場所としても

機能している。 

 

（２）ヤングケアラーの支援上の課題・支援として必要なこと 

 関係機関や学校側がヤングケアラーではないかと思っても、積極的な実態把握に進むための関

係性構築に難航するケースが多い。家庭や本人が介入を拒んでしまうと、それ以上介入が出来な

くなってしまい、手の打ちようがなくなることも課題である。また、家族の世話がその過程にお

ける本人に与えられた役割、存在意義となっているように見受けられるケースや、障害者のいる

家庭等では家族の協力が必要であり、お手伝いとの線引きが難しいという意見もある。このよう

に、本人だけではなく世帯の問題が複合的に絡み合っている状況がある。加えて、支援をする上

での旗振り役が世帯やケースによって異なり、誰が旗振り役を担うのかの決定も課題となってい

る。 

 関係機関や学校がヤングケアラーではないかと思った際に相談できる窓口を知りたいという意

見があり、「久留米市ヤングケアラー相談・支援窓口」の認知度向上が必要だと考えられる。ま

た、関係機関や学校の実態把握には限度があるため、当事者に声を上げてもらうことが重要であ

り、そのためには、ヤングケアラーの概念やその相談窓口、相談したらどのようなサポートをし

てもらえるのか、ということに関する情報発信が必要という意見が出た。さらに、当事者がヤン

グケアラーであることを知られることを嫌がるため、ヤングケアラーに関するマイナスイメージ

の払拭、意識づくりが必要という意見も出た。他には、本人だけではなく世帯の問題であること

を踏まえると、世帯単位でのサポートを進めていくための、関係機関同士の役割分担と連携が必

要と考えられる。 
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 総括 

（１）家族の世話の実態と学校生活等への影響 

 今回の児童生徒アンケートで家族の世話をしていると回答した人の割合は、1割未満ではある

が、全国調査よりも高い比率となった。ただ、この結果には世話の負担が軽度な層も一定数含ま

れていることが考えられる。世話によってやりたいけれどできないことがあると回答した人は回

答者全体の 1％程度を占めており、特に支援を必要とする層であると推測される。 

家族の世話は児童生徒の生活にも大きく影響しており、家族の世話をしている人の方が、世話

をしていない人と比べて、遅刻・早退が多く提出物の提出が遅れる等の学校生活における課題や

友人関係の悩みを抱える割合が高くなっている。また、学業成績や中高生では進路希望に関して

も影響している状況が把握された。 

 

（２）把握・支援の状況 

学校や関係機関では、世帯への介入や学校での本人の様子等からヤングケアラーではないかと

気付くことがある一方で、より踏み込んだ実態把握には難航している状況がある。また、本人が

ヤングケアラーであることを周囲に知られたくないと考えたり自らがヤングケアラーであること

に気付いていなかったりする等の課題もある。このような実態把握の難しさから、学校や関係機

関が適切な他の関係機関と連携するに至らないケースがあると考えられる。 

 

（３）今後の課題 

 家族の世話をしている人が希望する支援としては、「自分の今の状況について話を聞いてほし

い」や「学校の勉強や受験勉強など学習をサポートしてほしい」や「進路や就職など将来の相談

にのってほしい」等が挙げられており、本人の気持ちに寄り添った傾聴や、勉強や進路等の将来

につながるサポートが求められていることが分かる。 

 また、本人がヤングケアラーであることに気付いていないケースやヤングケアラーであること

を知られたくないと考えているケースもあるため、本人から声をあげられるようにヤングケアラ

ーに関する啓発やサポート体制の周知が必要と考えられる。その他に、ヤングケアラーへの支援

を充実させ、支援を受けるとどういう改善があるのか具体的に「見える化」し周知していくこと

も、当事者自らが相談する環境を推進していくうえで重要である。 

 一方で、本人が状況の改善を望んでいても、保護者が家庭への介入を拒否するケースもあり、

世帯単位での関係性構築に向けた関係機関同士の役割分担と連携が必要である。 
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参考資料 調査票 

（１）小学生 
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（２）中高生 
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（３）学校 
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